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ID 大学名
氏名（氏と名の
間は全角空白）

大学院・研究科・専攻・学位・学年
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1 山梨大学 小澤　佳弘
大学院・医工農学総合教育部修士
課程・グリーンエネルギー変換工学
特別教育プログラム2年

電気自動車への応用を目指した燃料電池用電解質膜の開発

燃料電池は、次世代電気自動車の駆動電源として期待されている。本研究では、アルカリ形燃料
電池の高性能化と高耐久化を可能とするアニオン導電性電解質膜の開発を行った。特に部分フッ
素化高分子系において、背反関係である導電率と化学安定性・機械強度を改善するための新し
い分子設計指針を見出した。得られたアニオン導電性電解質膜の物性は、アルカリ形燃料電池発

申請者が独自のアイデアを展開して開発したアニオン導電性電解質膜は、極めて高いイオン導電率
と高アルカリ安定性を示すことが実証され、高性能なアルカリ形燃料電池が可能となった。この成果
は羅高分子学会などで発表しポスター賞を受賞すると共に、査読付きの学術論文2報（英文、いずれ
も第一著者）として発表した。

2 大分大学 大前　幹鉄
大学院・工学研究科・機械エネル
ギー工学コース　博士前期課程2年

副室式点火システムでの点火・燃焼に及ぼす水素添加の影
響に関する研究

副室式点火は副室で燃焼させたガスをトーチ火炎として噴出させることで主室内の混合気を点
火，燃焼させる点火方式である．ガスエンジンの燃焼状態は副室からのトーチ火炎の噴出現象に
依存するため，ガスエンジンの性能向上には副室点火燃焼の現象を把握する必要がある．本研
究では本研究室のこれまでの研究より希薄条件での水素添加の影響を詳細に調べた．

大前幹鉄君は学部４年次より熱工学研究室に所属し燃焼研究に従事している．所属当初より当該研
究に取り組み，現在まで5回の学会発表と1編の論文がある．現在，研究を更に進め副室式点火燃焼
に関する基礎研究を理論と実験の両面から進め，多くの重要な知見を得ている．本人の研究に対す
る意欲や取り組みは自発的かつ熱心であり，今後の研究技術者としての成長が大いに期待される．
以上のことから大前幹鉄君を大学院研究奨励賞として推薦します．

3 名城大学大学院 松尾　秀平
名城大学大学院・理工学研究科・
交通機械工学専攻・修士課程・２年

小型ノズルの性能に与える粘性効果の検討

ディーゼルエンジンのインジェクタノズル等が小型になると，流体の粘性によりノズル性能が悪化
することが知られている．本研究では，小型ノズルを対象とした粘性/非粘性圧縮性数値流体解
析により粘性の有無がノズル性能に与える影響を調査し，ノズル性能低下率のスロートレイノル
ズ数依存性を境界層モデルにより定式化した．

松尾秀平君は非常に勤勉に学業に取り組んだ結果，大変優秀な成績を収めました．研究においても
上記研究テーマに積極的に取り組み，その成果を数値流体力学シンポジウムで発表し，高い評価を
得ております．また，研究室では親身に後輩の指導に当たるなど，その人柄から級友や後輩に慕わ
れております．以上の通り，松尾秀平君は人格，学業ともに優秀ですので，同君を貴会の大学院研
究奨励賞受賞者候補として推薦いたします．

4 大阪大学 末房　真保
大阪大学大学院・工学研究科・地
球総合工学専攻・修士・２年

高張力鋼板レーザースクリュー溶接継手における３D内部残
留応力の測定と引張せん断強度の測定及び予測

高張力鋼板レーザースクリュー溶接は、抵抗スポット溶接より生産性が高く溶接ピッチを小さくでき
るため、車体剛性や強度の向上に期待されている。本研究では、まず実験で高張力鋼板レー
ザースクリュー溶接継手における三次元内部残留応力と引張・せん断の測定を行った上、継手強
度の予測技術を開発した。

末房真保は、学部４年１年間で、アルミ合金の線溶接継手における引張りせん断強度を測定し、予測
技術も開発した。その成果を2022年溶接学会秋季講演会で発表した。大学院修士課程の２年間にお
いて、新しいレーザースクリュー溶接技術に挑戦し、その継手における３次元内部残留応力や引張
り・せん断強度を測定すると共に、継手強度の予測技術を構築した。本研究成果は、車体衝突強度
の予測精度の向上と乗員安全性の確保に有用で、利用価値が高いと考えて、推薦したい。

5 中央大学 金澤　立哉
中央大学大学院・理工学研究科・
精密工学専攻・修士2年

聴覚および視覚刺激を考慮したEV車室内のマスキングに基
づく純音認知評価

EV車室内は動力源の変化により静粛化し，モータやインバータ，ギアノイズ等の高周波音への感
度が上昇しているため対策が必要である．そこで本研究では，聴覚および視覚刺激を考慮したマ
スキングに基づく純音認知について検討した．ロードノイズを提示した高周波音のマスキング評価
や，走行映像による視覚刺激の負荷を変化させた際のマスキング評価より，車室内のマスキング
ラインを明確化し，車室内音環境の評価指針を構築した．

金澤立哉君は，聴覚および視覚刺激を考慮したEV車室内のマスキングに基づく純音認知評価に関
する研究を，斬新なアイデアにより主導的に推進し，自動車技術会の2022年5月学術講演会にて「臨
界帯域内外暗騒音を考慮したEV車室内の純音認知評価」を発表した．また，日本音響学会の2022年
3月研究発表会にて「臨界帯域内外の広帯域雑音を用いた純音認知評価」を発表し，2023年3月にも
発表予定である．本研究より聴覚および視覚刺激を考慮したEV車室内のマスキング特性を明確化
し，車室内音環境の評価指針が構築できた．したがって，貴会大学院研究奨励賞にふさわしい金澤

6 同志社大学 福生　亜斗
大学院理工学研究科・機械工学専
攻修士２年

ベルトの摩擦伝動時のベルト及びプーリ間に生じるすべり挙
動に関する研究

本研究の目的はベルトに生じる微小すべりの潜在的な作用を明らかにすることである．本研究で
は，ベルト走行試験機を開発し，ベルト走行時のすべり量とすべり速度に対する摩擦力の変化を
測定した．その結果，従来の理論値以上に大きなすべりが発生しており，その原因は摩擦力のす
べり速度依存性にあることが分かった．本知見は自動車用無段変速機などのベルト伝動装置の
伝動メカニズム解明への応用が期待できる．

被推薦者である福生君は，本学理工学研究科において，極めて優秀な成績を収めたばかりでなく，
非常に熱心に研究に取りくみ，優れた研究成果を上げました．彼は伝動に関する要素を分割化する
ことにより，ベルト伝動時に発生する潜在的な微小すべりの存在を明らかにするとともに，これを考慮
した新たなベルト伝動理論の構築という成果を挙げました．
このように福生亜斗君は学業面でも研究面でも特筆すべき成果を有しており，貴学会の大学院研究
奨励賞にふさわしい学生であることを断言し，ここに彼を推薦申し上げます．

7 同志社大学 三林　誠治
大学院理工学研究科・機械工学専
攻博士３年

CVT用金属Vベルトの運動挙動の変化に関する研究

無段変速機(CVT)用金属Vベルトの運動挙動の変化の要因を解明するため，ベルトを構成するエ
レメントの運動挙動およびベルト/プーリ間の面圧・滑り特性の変化を分析した．エレメントの幅方
向変形およびプーリの歳差運動によりベルトとプーリの接触位置が半径方向に移動する事を示し
た．その結果生じる左右位置でのエレメント幅方向の作用力の違いによるエレメントの姿勢の変化
がベルトの運動挙動の変化の要因となる事を明らかにした．

連続的かつ円滑な変速を実現可能である金属Vベルト式CVTは自動車用途で広く普及している．ベ
ルトの運動挙動の変化に伴いベルトの巻き付き軌道のずれが必然的に生じ，これによるCVTの伝動
性能の低下が問題となっている．本研究では，金属ベルトの運動挙動の要因を明らかにするために
ベルトの構成要素の運動挙動を分析した．本研究の結果はCVTの機構設計への応用に大きく寄与
し，今後の展開が期待できる．よってここに賞を推薦する．

8 広島工業大学 中重　翔太
大学院・工学系研究科・機械システ
ム工学専攻・修士・2年

ディジタルホログラフィにおける、AIを用いた微粒子の位置と
特性の推定に関する研究

直径数十μｍ程度の微粒子の位置と特性の解析は、様々な科学・産業分野で必要とされている。
特に、自動車エンジンの運転に最適な燃料を噴射するノズルの開発には，噴霧の過程を正確に
解析する計測技術が必要不可欠である。この計測技術として、ディジタルホログラフィがあり, 今
回、AIを用いて、球体微粒子の位置、半径、屈折率の３つのパラメータを同時に推定する手法を考
案し、良好な結果が得られた。

推定できる３パラメータのレンジが狭いという課題に対し、３パラメータを別々の条件で推定できる
functional APIを適用することを考えた。次に、GPUを用いたCNN法のプログラムを作成し、広いレンジ
のパラメータ推定ができることを確認した。試行錯誤の段階でいくつかのAIの手法を用いても良好な
結果が得られないことも発生したが，中重翔太君は粘り強く解決策を探ることができる精神力の強さ
を持っており，本賞の受賞候補者として推薦する。

9
東京理科大学大
学院

原田　敦太
東京理科大学大学院・工学研究
科・機械工学専攻・修士課程2年

表面テクスチャによるCVTプーリ/ベルト間の摩擦異方性制御
に関する研究

自動車用ベルト式CVT（無段変速機）の高性能・高効率化を図るため，CVTベルト/プーリ間の摩
擦制御に着目した．プーリ周方向には高摩擦．プーリ径方向には低摩擦と摺動方向によって摩擦
異方性を発現させるため，プーリ表面にレーザならびに機械加工によって表面テクスチャを付与
し，テクスチャパターンによる摩擦異方性発現メカニズムを明らかにし，パターンを最適化するため
の指針を提案した．

原田敦太君は，自動車用動力伝達技術組合（TRAMI)の研究開発プロジェクトに学部4年から3年間参
画し，企業の技術者らと協力して，上記の研究に精力的に取り組みました．その結果，学術的な成果
はもとより，企業における技術開発に対しても大変有益となる知見を提供することが出来，高く評価さ
れています．自動車メーカーへの就職も内定しており，今後も自動車技術会への貢献が期待されま
す．以上より，原田敦太君を受賞にふさわしい学生として，ここに強く推薦致します．

10
神奈川大学大学
院

黒川　明仁
大学院・工学研究科･工学専攻・修

              士２年
振動エネルギー伝達特性による自動車の操舵応答特性の評

                               価

操舵応答特性の評価指針には，車両運動であるヨー運動とロール運動の過渡応答特性が用いら
れ，これらの解析手法にはブロック線図や根軌跡が挙げられる．本研究では，車両運動の振動成
分に着目し，振動解析手法の一つであるエネルギー伝達の考えを用いて，運動自由度間の関係
の記述を行った．数式モデルに基づく数値解析を行った結果，ヨー運動とロール運動の応答関係

                               を，エネルギー伝達特性値で記述できることを確認した．
                               
                               
                               
                               
                               

　黒川明仁君は小職の下，学部4年から計3年間，研究室にて指導してまいりました．
　黒川君は，「振動エネルギー伝達特性による自動車の操舵応答特性の評価」と題し，研究を実施し
てきました．研究に積極的かつ熱心に取り組み，その研究成果を今年5月の自動車技術会春季大会
学術講演会にて発表を行い，その後，学会論文へ投稿し，2023年1月号に掲載が決定しました．ま
た，次年度の自動車技術会の講演会及び学会論文への投稿に向けても現在熱心に取り組んでいる
最中です．
　以上の理由から，ここに黒川君を大学院研究奨励賞に強く推薦いたす次第です．

11 東北大学 中澤　貫太
大学院・工学研究科・技術社会シス
テム専攻・修士２年

小型電気自動車用アキシャルギャップ型スイッチトリラクタン
スモータの運転領域拡大に関する研究

スイッチトリラクタンス（SR）モータは堅牢で安価であることから、電気自動車（EV）のインホイール
モータとして注目されている。先行研究ではアクセル信号からのトルク指令値にモータトルクを追
従させる制御法が提案されたが、高速域における出力トルクの低下が顕著であった。そこで本研
究では、高速回転時の出力トルクを向上させ、運転領域を拡大させる制御法を提案し、実証した。

本研究は、モータや駆動回路などのハード面での改変無しに、制御プログラムなどのソフト面での工
夫により、車両の運転領域を拡大させるモータ制御法を提案し、実証している。具体的には、先行研
究の制御法において、高速域でトルクが大幅に低下する原因を明らかにし、その問題点を踏まえて、
高速域のトルクを向上させる新しい制御法を提案した。さらに、MATLAB/Simulinkのシミュレーション
より、提案制御法が車両の運転領域を拡大させるのに有効であることを明らかにするとともに、試作
機を用いた実験によって、その有用性を実証した。
この研究成果はSRモータの制御技術の発展に寄与するとともに、電気自動車の価値向上への貢献
が期待できることから大学院研究奨励賞に推薦する。

12 京都大学 Jo　Hyun
大学院・エネルギー科学研究科･エ
ネルギー変換科学専攻・博士３年

ディーゼル噴霧火炎の構造および壁面熱流束に関する研究

ディーゼル噴霧火炎構造および壁面衝突点付近における熱流束を明らかにするため，(1)高温高
圧場におけるディーゼル噴霧火炎に対して粒子画像流速測定法とOH*自発光撮影を適用し，噴
霧火炎内の断面速度分布の計測と高温領域の可視化，(2)壁面衝突噴霧火炎の壁面近傍速度分
布計測と多点熱流束測定，(3)多噴孔噴射弁を用いて噴霧間間隔がリフトオフ長と液相長さに及

本研究は，(1)ではこれまで計測が困難であった燃焼場における噴霧内断面速度分布の計測に成功
し，(2)ではそれと熱流束の同時計測に成功した．また，(3)では噴霧間角度が噴霧火炎の基部構造に
及ぼす影響を体系的に明らかにした．これらは，ディーゼル機関の熱効率向上を目指す上で必要と
なる根本的な情報であり，本研究は非常に優れた研究であると言える．よって，本研究を大学院研究

13 京都大学 下川　滉喜
大学院・エネルギー科学研究科･エ
ネルギー変換科学専攻・修士２年

性状の異なるディーゼル燃料の噴霧発達・燃焼過程および水
素DDF燃焼過程の可視化

ディーゼル機関において合成液体燃料や水素を用いることが想定される．本研究では，ディーゼ
ル噴霧燃焼を対象として，燃料性状と噴霧の着火・燃焼過程の関係を明らかにすることを目的と
し，急速圧縮膨張装置を用いて燃料性状および噴射条件がリフトオフ長および液相長さに及ぼす
影響を明らかにした．さらに，水素・ディーゼルデュアルフューエル運転を行った際の燃焼過程を

本研究は，電動化が困難であると言われている重負荷用途に使用されるエンジンにおける燃費向
上，低エミッション化およびカーボンニュートラル化に資するデータを提供するものであり，本研究は
非常に優れた研究である．よって，本研究を大学院研究奨励賞に推薦する．

14
久留米工業大学
大学院

松山　幸広 モビリティシステム工学専攻
自動運転モビリティサービスの安全性向上に向けたセンシン
グシステム

久留米工業大学では2015年から大規模な産学官連携を構築し、国家プロジェクトなどの補助を受
けながら、小型自動運転モビリティのシステム開発と実証試験を繰り返してきた。2022年には大学
発ベンチャーを起業し、２～3人乗りの小型自動運転モビリティを開発して自動運転モビリティの観
光サービス事業を開始している。本研究では、本サービスの安全性を高める目的でLiDARやソ
ナー、深度センサー、特殊路面監視装置などを組み合わせ、様々なシチュエーションに対応でき
るセンサフュージョンシステムの開発を行った。

松山君は自動運転システムの理解が深いだけでなく、先進モビリティを取り巻く社会システム全般へ
の広い視野、少子高齢化などの社会課題に対する深い理解も併せ持っており、小型モビリティの自
動運転サービスという新規事業の研究開発に強い信念を持って取組んでくれました。就職先も自動
車産業を支えるセンサ関連企業に決まっており、CASE、MaaSといった大きな変革を迎えた自動車産
業を支える優秀なエンジニアになるものと信じております。将来有望な若者ですので、松山君を貴会
大学院研究奨励賞に推薦させていただきます。
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15 京都大学 申　偉琦
京都大学大学院工学研究科 機械
理工学専攻 博士後期課程3年

省燃費に向けたエンジンオイル添加剤の併用効果の検証お
よび低摩擦メカニズムの解明

ガソリン車の省燃費化に向け、年々エンジン油の低粘度化が進んでいる。低粘度油の使用は流
体潤滑域における粘性抵抗を低減させるが、境界潤滑域においては油膜切れや摩耗を誘引す
る。本研究では、低摩擦と耐摩耗を両立させる潤滑油設計を目指し、エンジンオイル添加剤の併
用効果について検証した。中でも、金属面にキレート構造を形成するオレイルサルコシンとＺＤＤＰ
の併用に着目し、その低摩擦・耐摩耗メカニズム解明を試みた。

近年、ガソリン車の更なる省燃費化に向けて、エンジンオイルの更なる高機能化が求められている。
添加剤の最適化はその取り組みの一つであり、適切な添加剤の併用により優れたトライボロジー特
性の発現が期待されている。本研究では、従来広く用いられている耐摩耗性添加剤ＺＤＤＰと有機摩
擦調整剤の併用に着目し、境界潤滑域で摩擦試験を行うことでその効果を検証した。その結果、アミ
ド基とカルボキシ基を有するオレイルサルコシンが有効であり、ＺＤＤＰとの併用によって低摩擦・耐摩
耗を両立させ得ることが分かった。これらの研究はエンジンオイルの最適化設計指針を提示するもの
であり、カーボンニュートラルの実現に必要不可欠な技術である。以上より、申偉琦君を自動車技術
会大学院研究奨励賞に相応しいものとしてここに推薦する。

16
京都工芸繊維大
学

井上　智好
京都工芸繊維大学大学院　工芸科
学研究科　電子システム工学専攻　
博士後期課程3年

超低燃費自動車実現にむけた点火の超高速計測技術の開
発

既存の計測技術では、エンジン内で点火プラグにより発生する放電プラズマは高速度カメラを用
いても速すぎて見られず、点火性能評価の足枷となっている。候補者は、プラズマが変化するフェ
ムト秒オーダーの物体の動きを、そのプラズマを通過する光の伝搬の様子の超高速変化として動
画像記録できる技術を考案し、その原理を実証した。考案技術は、超高性能点火技術に貢献で
き、超低燃費自動車用のエンジンの実現に貢献できる。

候補者は、超低燃費自動車実現するエンジンの点火を超高速に計測できる技術として光の超高速動
画像観察技術の考案と実験的実証まで行った。この技術が高く評価され、光学分野で世界トップクラ
スの論文誌に掲載され、プレスリリースや科学誌でも紹介された。考案技術は、従来技術では速すぎ
て捉えることのできない放電プラズマを動画像計測する技術として有用であり、自動車産業、特に超
低燃費エンジン開発に必ず貢献するものと信じ、貴奨励賞に資する者として推薦する。

17 豊田工業大学 藤田　隼平
豊田工業大学大学院・工学研究
科・先端工学専攻・修士２年

多孔質構造体の固有振動設計を目的とするマルチスケール
最適化

環境や資源問題から自動車構造の更なる軽量化が強く要求されており，その実現のためのマル
チマテリアル複合構造体の研究が進んでいる．本研究ではポーラス構造からなるマルチスケール
構造体の固有振動設計に注目した．任意に指定したマクロ構造の振動固有値を最大化することを
目的に，ポーラスミクロ構造の最適形状とそのマクロ構造中での最適な分布を同時に最適化する
逆マルチスケール解析のための新たな手法を提示した．そこでは均質化法を用いて求められた周
期的ミクロ構造の均質化弾性定数と均質化密度をマクロ構造に接続し，ミクロ構造の形状を分布
系の形状最適化手法で求め，マクロ構造中のミクロ構造の最適分布は密度法に基づくトポロジー
最適化手法により求めた．いずれの解探索には関数空間の勾配法（H1勾配法）を利用し，潜在す
る数値不安定問題を解決した．定式化から感度関数の導出，及び解探索からなる提案手法の有

研究を計画的に進め，着実に成果を出してきた．主体的にテーマに向かう姿勢は模範的で，今後の
自動車会社(豊田自動織機入社予定)での成功につながるものと期待している．同君は自動車技術会
大学院推奨賞の候補として相応しいと判断し，ここに推薦する．

18 崇城大学大学院 三宅　優仁
崇城大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・修士・2年

アルコール噴霧の自着火現象支配要因の解明

再生可能エネルギーとして植物由来のアルコールに着目し、アルコールを燃料とするディーゼル
型の高効率エンジン開発に関する研究である。キー技術となる着火制御技術確立に向け、周囲ガ
ス条件（圧力・温度・酸素濃度）がエタノール噴霧自着火に及ぼす影響を調べるべく、定容可視化
燃焼炉を設計製作し、自着火支配要因の解明に向け実験に取り組んだ。その結果、“安定した自
着火を得るための周囲ガス条件”を提案するに至った。

大学院修士課程での成績が所属する機械工学専攻内で1位であるとともに、研究活動としては、（公
社）自動車技術会九州支部学自研大会で研究発表（概要2ページ＆口頭発表）も行った。以上、本賞
に相応しい大学院生であると判断し、三宅優仁君を推薦申し上げる次第です。

19 金沢大学 田中　敦也
金沢大学大学院・自然科学研究
科・機械科学専攻・工学修士（見
込）・博士前期課程２年

汗の蒸発潜熱を利用した赤外センサ式無拘束発汗量計測シ
ステムの開発

自動車運転中のストレスを評価する方法として心拍間隔変動や視線挙動などが用いられている
が、発汗量も精神的な緊張度を反映する指標としてよく知られている。そこで自由行動下で発汗
量を計測可能な小型・簡易構造の赤外センサ式発汗計を新規考案・試作し性能評価を行った。具
体的には、汗の水分の蒸発に伴う潜熱の吸収による皮膚温低下を利用したもので、従来の市販
品に比べてメカ部分が無く、温度情報のみで発汗量を定量可能であることが確認された。今後、
本装置の実用化により発汗量を簡便に無拘束計測可能となり、ドライバーの自律神経機能評価
等に有用な装置になるものと期待できる。

田中敦也君は修士大学院生として申請者の研究室に所属し，「汗の蒸発潜熱を利用した赤外センサ
式無拘束発汗量計測システムの開発」をテーマに研究を行った．本テーマは近年暑熱環境下の体調
管理や自動車運転中におけるドライバーの緊張度評価等の観点から注目されている「発汗量の無拘
束計測装置」の開発に関するもので，現在市販されている携帯型発汗計の欠点であるメカ部分を一
切持たない新規計測法を提案している．具体的には，汗の蒸散に伴う皮膚温の低下に着目し，皮膚
表面に汗の蒸散する部位と,蒸散しない部位を設け，それぞれの部位の温度を2個の赤外温度センサ
により非接触的に計測する．そしてその温度，放射および対流熱放散量，および水の蒸発潜熱から
発汗量を算出するもので，可動部分がなく温度センサのみで発汗の連続計測ができるという特徴を
有しており，今後様々な分野での応用が期待できる．そして添付の研究業績に記載のとおり全国大
会での発表を2件，地方大会での発表を1件，また日本語論文を共著で1編発表しおり，これらの成果
が評価され北陸支部関連で2件の表彰を得ている．このように優秀な田中敦也君を2022年度大学院

20 九州大学大学院 吉川　将史
大学院・工学府・機械工学専攻・修
士・2年

低温度感度PSPを用いたDL-PTSPによる遷音速遠心圧縮機
のサージングに伴う逆流現象の非定常計測

サージングとは，圧縮機の低流量運転時に発生する圧力及び流量の周期的な振動現象であ
り，システムの不安定運転や配管系破損の原因となるため，サージングの予測及び回避は重要
である．サージングの現象解明を目的として，自動車用小型ターボチャージャーを含む配管系
を対象に感圧・感温塗料という塗布面の連続的な計測が可能な計測技術を用いて，サージング
発生時の非定常流動における圧力・温度場を同時計測する実験解析を行う．

候補者は，流動場中の固体表面上に生じる圧力・温度分布の可視化計測を可能と
する感圧・感温塗料技術の複合手法に基づく計測技術を適用した実験的解析を通
じ，内燃機関の効率向上を目的として用いられる自動車用過給器等として利用さ
れる小型遠心圧縮機を含む配管系において低流量運転時に生じる異常流動現象で
あるサージング現象の解明に取り組んできた．本研究は，サージング現象の解析
を通じたサージングの予測および回避の実現により，過給器および配管系で構成
されるシステムの高効率化・作動流量範囲の拡大などの高性能化につながるもの
であり，その成果は自動車工学の多大な発展に大きく寄与する．さらに自動車工
学の中核をなす機械工学を構成する四力学ならびにその応用分野を含め，機械工
学の専門分野に関する高度な知識を深く修得するなど，技術者としての高い資質
を備えており，貴会の大学院研究奨励賞を授与するに相応しい人物である．

21 九州大学大学院 西村　貴輝
大学院・工学府・水素エネルギーシ
ステム専攻・修士・2年

種々のミクロ組織を有するマルテンサイト系ステンレス鋼の耐
水素脆性

燃料電池自動車の一部を構成する水素利用機器の部材を開発するために，異なるミクロ組織を
有する4種のマルテンサイト系ステンレス鋼を水素環境中で引張試験し，耐水素脆性のある試料
を見極めた．その結果，炭化物を含有した試料が優れた耐水素脆性を有していた．この試料に対
し，結晶粒微細化を施すと耐水素脆性がさらに向上した．したがって，炭化物の含有と結晶粒微
細化は本合金の水素環境中の引張特性の改善に有効である．

西村貴輝君は，高圧水素機器の安全利用の観点で解決が期待されている金属材料の水素脆化に
ついて研究しています．構造部材として利用することにより機器の大幅な低コスト化が可能となるマ
ルテンサイト系ステンレス鋼を対象に，異なるミクロ組織を有する4種類の材料について，90 MPa水
素ガス中または予め試験片内に水素を導入して引張試験し，各種強度特性への水素の影響を調査
してきました．その結果，材料の耐水素性を決定するミクロ組織因子（析出物，結晶粒径）が耐水素
性に及ぼす影響とそのメカニズムを明らかにしてきました．西村君の研究は，自動車技術分野におい
ては，将来，現在開発が進められている水素燃料電池自動車の開発において大きく貢献することが
期待されます．以上の理由により，西村君を貴会の「大学院研究奨励賞」に相応しい人物として，ここ

22 福井大学 鈴木　康平
大学院・工学研究科・産業創成工
学専攻・修士２年

すべり軸受材料 Al-Sn-Si 合金の焼付き進行プロセスおよび
それに及ぼす境界膜の影響

受賞候補者は修士論文の研究課題について，前向きにかつ真摯に取り組んできました．その結
果，これまで体系立ててまとめられていなかったすべり軸受材料 Al-Sn-Si 合金の焼付きとそれに
係わる影響因子について，摩擦試験で得られる各種データの変化と摩擦面の微視的観察や生成
物の化学分析から得られる情報との関連を詳細に調べることで，なじみから焼付きまでの摩耗進
行プロセスを提案しました．

ここに推薦申し上げます 鈴木 康平 君は，自動車の燃費向上と信頼性向上に直接寄与する上記の
研究課題について，根拠となるメカニズムの解明とそれに基づく新たな焼付き進行プロセスの提案に
意欲的に取り組んできました．同君はその成果について，自動車技術会2022年度秋季大会で口頭発
表を行いました．さらにその成果をまとめて自動車技術会に論文投稿し，現在査読中です．このよう
に，同君は博士前期課程の学生として充分な研究業績をあげました．博士前期課程終了後は(株)ア
ドヴィックスへの就職が決まっており，自動車に関わる高度専門技術者としてさらなる活躍が期待で

23 法政大学 駒屋　耕大
法政大学大学院　デザイン工学研
究科　システムデザイン専攻　修士　
2年

動力伝達媒体としての作動油中の気泡が油圧剛性におよぼ
す影響に関する研究

自動車のミッションオイルなどの作動油中の気泡は，油圧要素の効率や油圧安定性，騒音や振
動，放熱など，動力伝達システムに影響を与える．本研究では作動油中の気泡含有率や作動油
への気泡の溶解や析出現象が油圧剛性におよぼす影響を実験的に明らかにし，得られた知見か
ら最適なシステムの設計に必要な気泡を含む作動油の剛性を表す数学モデルを確立している．

本研究は，自動車の油圧要素の効率や油圧安定性，騒音や振動，放熱などに大きな影響を与える
作動油の油圧剛性に関する研究である．油圧力の変化にともなう油中気泡の挙動を実験的に明らか
にし，その数学モデルを確立してる点で今後のシミュレーション等に活用できる．研究は自動車用動
力伝達技術研究組合(TRAMI)からの委託により産学連携による共同研究の一環として実施され，受
賞候補者は学部4年から修士2年までの3年間，本研究に取り組み，大きな成果を上げた．

24
埼玉工業大学大
学院

𠮷川　敏史
埼玉工業大学大学院　工学研究科　
博士前期課程　機械工学専攻　2年

水素吸蔵合金を用いたIoT機器用の水素ストレージの水素貯
蔵特性に関する実験的研究

高いエネルギー密度を有する水素燃料電池自動車などのエネルギーを家庭のみならず地域で共
有するというVPP構想がある．水素を電気に変換して送電するよりも水素として移動させて利用時
に発電する方がより有効にエネルギーを利用できる．本研究ではドローンなどのIoT機器へのエネ
ルギー供給に水素吸蔵合金を用いた水素ストレージを提案し，その貯蔵特性を実験的に明らかに
し，IoT機器のエネルギー供給デバイスとしての妥当性を示した．

𠮷川敏史君は、現在，埼玉工業大学大学院工学研究科博士前期課程に所属し，熱エネルギー工学
研究室にて水素エネルギーの有効利用の観点から，次世代IoT機械用の水素ストレージの研究をお
こなっています．その成果の一部は国内の3つの研究発表会にて発表するなど，優秀な成績を残して
います．研究に対する姿勢は真面目で，人柄も良く，研究室においても面倒見が良く，多くの後輩か
らの高い信頼を得ています．さらに，当該研究は水素燃料自動車の普及に係わるインフラ整備にも
深く関連しており今後の発展も期待できると考えられます．以上の事から𠮷川敏史君を自動車技術
会における大学院研究奨励賞の受賞対象者として推薦致します．ご高配賜りますよう何卒宜しくお願

25 山口大学 原　侑花
大学院 創成科学研究科･機械工学
系専攻・博士前期課程２年

ランダム分散液滴群の燃え広がりのパーコレーションモデル
構築

本研究は，エンジン内の噴霧燃焼において現れる過程の簡易物理モデルを構築することを目的と
している．特に，噴霧のモデルであるランダム分散液滴群において燃え広がりを通して群燃焼状
態に移行する過程を記述するパーコレーションモデルに液滴干渉効果を組み込み，群燃焼発生
限界付近の燃え広がり特性を調べている．さらに，液滴干渉による群燃焼発生限界の拡大を定量
化し，今後のパーコレーションモデルの改善点を提案している．

原侑花氏は燃料噴霧の燃え広がりのパーコレーションモデルについて詳細に研究しており，噴霧燃
焼の微視的観点と巨視的特性を繋ぐ新たな多くの知見を得てきている．2021年，2022年にはそれぞ
れ国際会議で発表を行い高い評価を得た．また，日本マイクログラビティ応用学会学術講演会，日本
機械学会中国四国支部においても研究発表を行っている．このように，自動車技術に関連する重要
なテーマにおいて多くの研究業績を上げているため，原侑花氏を自動車技術会大学院研究奨励賞の

26 富山県立大学 小野　皓平
富山県立大学大学院・工学研究
科・機械システム工学専攻・修士
(工学)・博士前期課程2年

電動車の車内騒音低減に向けたホイールの振動特性の予
測・設計手法の研究

電気自動車の走行時の車内騒音の低減に向け，車内騒音の原因となる路面からの外力の伝達
経路となるホイールの振動特性の予測・設計手法について検討した。有限要素法による時刻歴応
答解析や実稼働モード解析/伝達経路解析を活用して車内騒音への寄与の高いホイールの振動
特性の予測・設計手法を確立し，その結果を用いてホイールを設計・試作し，軽量・高剛性・低騒
音を実現するホイールであることを実走試験で明らかにした。

被推薦者は，大学3年次から現在まで，これまで明らかにされていなかった自動車のホイールの振動
特性が車内騒音に及ぼす影響やその原因，メカニズムの解明に関する研究に真摯に取り組み，大学
院修了後も研究で得た知見を活かして企業にて自動車のロードノイズの研究開発に携わる予定に
なっています。被推薦者の研究成果は国内外で発表され，国際学会(Asia Pacific Vibration 
Conference)の査読者や日本機械学会の講演会の聴講者，自動車技術会の学生ポスターセッション
の審査員からも高い評価が得られていることから，学術的・工学的観点での水準の高さがあると判断
されるため，ここに大学院研究奨励賞の受賞候補者として推薦します。



自動車技術会2022年度大学院研究奨励賞受賞者一覧

27 北海道大学 平田　将規
大学院工学院・人間機械システム
デザイン専攻・修士・2年

自動車駆動系の振動制御におけるエンジントルクの離散値
制約への対応

エンジントルクの急変によって引き起こされるパワートレインの過渡振動は、走行性能や運転者の
乗り心地を著しく低下させる。この振動に対して、本研究では走行抵抗といった非線形要素を持つ
自動車駆動系を制御対象として、フューエルカットによるエンジントルクの離散値制約を陽に考慮
しつつ、この振動を抑制しスムーズな加速を実現する手法を提案した。さらに提案手法を用いてシ
ミュレーションを行い、有効性を検証した。

エンジントルクの急変によって発生する車体振動を低減すべく、エンジンをアクチュエータとする様々
な制御手法の検討が行われている。しかし、制御性能を著しく劣化させるフューエルカットによるエン
ジントルクの離散値制約を陽に考慮した検討は行われていない。本研究は、制御対象の非線形性を
考慮した制御ロジックと最適動的量子化器を融合することにより、離散値制約下においても高い振動
制御を実現させることに成功し、様々な条件のシミュレーションにより本手法の有効性を検証した。こ
の成果は、自動車技術会・大学院研究奨励賞に値すると判断し、自信をもってご推薦申し上げる。

28 山形大学 土門　和暉
大学院・有機材料システム科･有機
材料システム専攻・博士前期課程・
2年

貝殻真珠層構造の構造を模倣したエポキシ/マイカ複合材料
の作製および物性評価

現在、自動車の部材などに不連続繊維強化プラスチックが用いられているが、低い補強効率や脆
性破壊であることが欠点として挙げられる。一方、扁平粒子が高充填・高配向する貝殻真珠層が
湿潤環境において、高強度・高弾性率を示しながらも延性破壊をするため高靭性であることが知
られている。本研究では、エポキシ樹脂とマイカ粒子を用いて複合材料を作製したのち、マトリクス
樹脂の力学特性が複合材料の靭性に与える影響を調べた。

土門和暉君は、申請者が指導教員を務める学生の中でも優秀な成績を収める学生で、多くの成果を
収めております。同君は、自動車への扁平粒子強化複合材料の応用を目指し、貝殻真珠層構造を模
倣した複合材料に関する研究を行っており、それらを介した優れた研究成果は、同君の誠実さ、忍耐
強さ、研究への積極的な取り組みによって生み出されたものであります。これまで、自動車技術会
2022年春季大会にて学生ポスターセッションの優秀賞の受賞と研究成果が実を結んでおります。成
果の一部として、特許出願などを積極的に行っています。以上のことから土門和暉君は受賞に値す
ると確信をしており、ここに同君を推薦いたします。

29 上智大学 Guo Bin
上智大学大学院・理工学研究科・
理工学専攻・博士（工学）・博士課
程3年

Evaluation of Ammonia Combustion in Constant Volume 
Combustion Chamber and Development of Ammonia-fueled 
Engine　（定容燃焼室におけるアンモニア燃焼の評価とアンモ
ニア燃料エンジンの開発）

本研究は、アンモニアをICエンジンの燃料として使用することにより、運輸部門の二酸化炭素排出
抑制方法を検討したものである。本論文は第一段階で、CFDを用いた解析方法で定容燃焼条件
下のアンモニア燃焼特性を把握と、燃焼室形状がアンモニア燃焼に与える影響について検討し
た。その結果、同じ初期条件では、副室のない燃焼室と比較し、副室のある燃焼室では、副室か
らの燃焼ガスの噴射により、燃焼期間が80.2%ほど減少可能なことを明らかにした。また、主燃焼
室形状およびノズル径がアンモニア燃焼に与える影響を検討した結果、より小さいノズル径が副
室からの噴射を促進できること、主室内の乱流を促進できる形状が燃焼に対して有利であること
を明らかにした。第二段階では、CFDの結果を踏まえ、副室付きの定容燃焼器実験装置を試作
し、当量比、混合時間およびグロープラグ温度がアンモニア/酸素の燃焼に与える影響を考察し
た。その結果、副室噴射による燃焼促進効果により、アンモニア/酸素の層流燃焼速度と比較し
て、平均火炎速度は約26倍向上することを明らかにした。また、グロープラグ温度の調節により、
アンモニアの燃焼は負の温度係数領域が存在していることを明らかとした。第三段階では、実機
エンジン実験でアンモニア/ガソリンを混合燃料とし、副室が燃焼の促進効果をもつことを検証し
た。その結果、点火時期、グロープラグ電圧および空気過剰率など運転条件の調整により、アン

本研究はアンモニアをICエンジンの燃料として使用するために、アンモニアの燃焼性能の向上につい
て新しい考え方を提案したものであり、社会的にも学術的にも重要な知見を見出した。また、アンモニ
アをICエンジンの燃料として使用することにより、二酸化炭素の排出削減という喫緊の課題克服に発
展する成果であり、高く評価できるため

30 東京大学 山口　拓登
東京大学大学院・工学系研究科・
航空宇宙工学専攻・修士・２年

単一および混合燃料の等方性乱流場中の火花点火過程に
おける初期火炎核の層流燃焼パラメータによる評価手法

内燃機関へのバイオ燃料などの新燃料の適用に向け, 単一および混合燃料のどちらにも適用可
能な評価手法の確立と層流燃焼パラメータを用いた燃焼挙動の解析を目標に研究をおこなった. 
点火試験より得たMIE遷移時の乱流強度と算出した有効ルイス数には相関関係があり, またその
傾向は伸張の影響の強さを表すマークスタイン数が強く影響し, MIE遷移は消炎および乱流のカル
ロビッツ数の比が一定の値を超えた付近で生じることを見出した.

点火初期および乱流が支配的になる領域の切り分けや物理的・化学的影響の評価にあたり, 各論文
を自発的に調査した. そこからマークスタイン数に基づいた層流の伸張の応答や, またそうした影響に
対応しなくなる基準としてストークスのパラメータが適用できることを発見したことは同君の成果であ
り, 取り組み姿勢や成果の観点から推薦する.

31 九州大学 佐伯　英日路
大学院統合新領域学府オートモー
ティブサイエンス専攻　修士課程２
年

eHMIによる自動運転システムとドライバのコミュニケーション

円滑で快適な交通環境実現のためには、ドライバ同士でお互いのコミュニケーションを取る事が
不可欠である。しかし、一方の運転主体が自動運転システムとなると、これまでのようなコミュニ
ケーションは期待できない。この問題を解決するために、External Human Machine Interface
（eHMI）を用いた、自動運転システムとドライバのコミュニケーションの特質について検討を進め

自動運転車が普及していくと生じる、自動運転車と人間（ドライバや歩行者等）との意思疎通という非
常に重要なテーマについて、積極的に取り組み、着実に成果を上げている。

32 三重大学 豊田　恭平
大学院工学研究科機械工学専攻・
M2

部材厚みとMPL有無が高温運転PEFC単セル内発電特性お
よび熱・物質移動現象に及ぼす影響解析

本研究は、次世代自動車用電源として期待される固体高分子形燃料電池（PEFC）の発電性能向
上を目的とする。NEDOロードマップによると、2030年までの燃料電池自動車の目標動作温度は
100℃であり、現在運転されている80℃よりも高温である。高温で運転することでPEFC部品の劣
化や発電性能低下が危惧される。そこで本研究では、部材厚みを変化させて、さらには液水排出
を目的として使用されるMPLについて高温運転の適性を数値解析で評価した。

受賞候補者は、共著論文（全て英文誌掲載）：5報、学会発表：9件（本人発表：5件）、優秀学生発表
賞：2件（化学工学会東海支部三重コロキウム、日本伝熱学会東海支部2022年度東海支部講演会）
という極めて優秀な研究業績を挙げており、本賞受賞に相応しいと考える。

33 青山学院大学 杉浦　圭佑
青山学院大学大学院・理工学研究
科・理工学専攻・修士修了予定
（2023年3月）・修士2年

太陽-地球系 L2 点でのフォーメーションフライトにおける太陽
輻射圧を用いた軌道姿勢同時制御

宇宙機の編隊飛行制御に着目し，制御則を構築した．この制御則は，宇宙機同士が相互に連携
することで，それぞれの位置，速度から，全体として制御された軌道を追従するものである．未来
の航法技術として，今後，自動車の自動運転でも相互の干渉によるスマートな自動運転等が必要
となった場合，本研究が参考となる可能性がある．

日ごろから研究および学業に熱心に取り組んでおり，研究成果に関しては主著者として5件の国内学
会における発表と1件の国際会議における発表を行っており，さらに研究成果を学術論文として投稿
している．また，本学の連携大学院制度を活用した研究活動により，宇宙科学研究所における宇宙
機プロジェクト（HELIOS）や教育イベントへの積極的な参加を行うとともに，チーム内や研究室内での
責任をもった活動や後輩の指導も行っており人物的にも優れている．以上のことから，杉浦圭佑の推

34 日本大学 髙𣘺　直希
日本大学大学院・理工学研究科・
機械工学専攻・修士・2年

タイヤバースト発生時の運転支援トルクによる車線維持制御
およびドライバと運転支援トルク間に生じる競合の低減に関
する研究

近年，高速道路でタイヤのバーストに起因した交通事故が増えてきている．走行中における突然
のバーストは車両の操縦安定性能を低下させ，ドライバの異常行動を引き起こし，重大な交通事
故に発展する可能性が高い．本研究ではタイヤバースト発生時の操舵トルク制御方式LKASの提
案およびドライバと支援システム間の競合を低減するためのアルゴリズムの提案を行い，ドライビ
ングシミュレータ実験を通じて提案システムを評価した．

髙𣘺直希君は車両運動制御の研究室で卒業研究から修士論文に至る計3年間で，タイヤバースト時
のドライバ異常操舵行動を考慮した事故低減のための車線維持制御の研究を行ってきました．彼は
自主性に富み，自ら問題を発見し，試行錯誤を行いながら積極的に研究に取り組む姿勢を持ち，学
会発表も積極的に取り組んできました．また非常に温和で周囲への配慮が行き届く性格であり，研究
室内でも後輩指導などにリーダーシップを発揮してきました．このように彼は貴学会の大学院研究奨
励賞にふさわしい人物であることから，大学院研究奨励賞に推薦いたします．

35 信州大学大学院 山崎　隆広
信州大学大学院・総合理工学研究
科工学専攻・機械システム工学分
野・修士2年

深層学習を用いた作業状態予測に基づくオンライン軌道制御
に関する研究

本研究では，主体的に動く人を自動機械が支援するための制御手法を提案した．提案手法は，深
層学習を用いて人の作業状態を予測し，その結果から人との同期性を保つ制御入力を最適化に
より算出する．不適切な入力があった場合に作業状態の過度な変化を回避する機能も備える．こ
の成果は車の運転支援へも適用できると考えられる．例えば運転者の状態を推定し，ハンドルや
ブレーキに支援的出力を与えて事故を回避するなどである．

山崎隆広君は，豊かな人間性を備え，意欲的かつ主体的に勉学および研究活動に取り組んでおり，
他の学生の模範となる人物です．
　山崎君は，人が主体的に動いて作業をするときロボットがその動きに協調して動作し，人を支援す
る手法について研究をおこないました．深層学習を用いた予測の仕組みを新たに構築し，その結果
に基づいてロボットの動作を適切に生成する仕組みを構築しました．そして，実際のロボットシステム
のインテグレーションをおこない，人の姿勢を入力としてロボットの動作を出力するまでを15fpsで稼働
させるハイレベルな実装を実現しました．研究に対する勤勉かつ実直な姿勢から，将来，研究能力ま
たは高度な専門性を有する職業等に必要な能力を備えて活動し，自動車技術に関しても大きく貢献
することができると考えられます．
　以上より，前途有為である本学生を推薦させていただきます．

36 九州工業大学
鮑　建辰（BAO 
Jianchen）

大学院・工学府・機械工学コース・
博士後期課程3年

開口矩形型マイクロチャンネルにおける毛細管駆動流に関す
る研究

毛細管浸透流は、自動車の摺動面の潤滑や車載冷却システムの技術開発によく用いられる。本
研究では、開口矩形型マイクロチャネルにおける毛細管駆動流の浸透速度を予測する理論モデ
ルを新たに提案し、実験より検証した。浸透速度の最大値に対する最適な流路幅と高さの比は、
作動流体の種類や基板材料によらず、一定値であることを明らかにした。

鮑　建辰（Bao Jianchen）君は、博士後期課程において、優秀な成績を修めました。「開口矩形型マイ
クロチャンネルにおける毛細管駆動流に関する研究」と題した博士論文では、自動車の摺動面の潤
滑や車載冷却システムの技術開発に応用できる有意義な研究成果をあげております。研究成果の
一部は、Elsevier社「International Journal of Heat and Mass Transfer」
（https://doi.org/10.1016/j.ijheatmasstransfer.2022.123629）に掲載されております。同君は、学力・人
物ともに優れており、貴公益社団法人の大学院研究奨励賞にふさわしいものとして推薦する次第で

37 九州工業大学 島　知宏
大学院・工学府・機械工学コース・
博士前期課程2年

ナノ液滴・気泡の気液界面に関する分子動力学解析

液体燃料を微小液滴にしたり、超微細気泡を液体燃料に混入したり、自動車エンジンの燃焼効率
を向上させる技術開発が進んでいる。本研究では、分子動力学解析を用いて、直径数ナノメート
ルから百数十ナノメートルの液滴および気泡の気液界面特性を調べ、ナノ液滴・気泡の存在を理
論的に裏付ける修正Young-Laplace式を検証した。本研究成果は、自動車エンジンのさらなる燃
焼効率向上にあたっての基礎的知見になる。

島　知宏　君は、博士前期課程において、優秀な成績を修めました。「ナノ液滴・気泡の気液界面に
関する分子動力学解析」と題した修士論文では、ナノ液滴・気泡の存在を理論的に裏付ける修正
Young-Laplace式を検証し、自動車エンジンの燃焼効率向上に応用できる有意義な研究成果をあげ
ております。同君は、学力・人物ともに優れており、貴公益社団法人の大学院研究奨励賞にふさわし
いものとして推薦する次第です。

38 日本大学 中尾　賢人
日本大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・修士・2年

深層学習に基づく車両損壊の自動認識に関する研究

自動車安全技術の事故自動緊急通報システム(AACN)は現在，画像活用型AACNが検討されて
いる．本研究は，事故相手車両の車両損壊の画像認識を目的に，深層学習に基づく車両損壊程
度及び損壊部位の画像認識モデルの構築を行った．その結果，中破以上の再現率が93.5%と非常
に高く，スモールオーバーラップ衝突事故の再現率が69.3%以上と十分に高いことが確認された．
本画像認識モデルは交通事故後の救助活動の支援ツールとして活用できると考える．

学部４年では交通事故の実態調査を実施し，多くの事故車両の観察を実施した．大学院に進学した
中尾君はその車両損傷画像により衝突の大きさ，すなわち将来には傷害が自動判別できる可能性
のための研究に挑戦した．その結果，自動車の損傷の大きさを自動判別することに成功している．今
回，中尾君が構築した技術は，救急隊員等が事故現場で撮影した画像を救命救急センターに送信す
ると，重症率の瞬時予測が可能となり，医師の早期治療に活用できるものである．この機械学習を用
いた画像診断解析は研究室として初めての試みであったが，実用に近い段階まで技術を構築できた
ことは特筆に値するものである．この成果を自動車技術会春季大会等で発表している．以上，大学院
修士課程での中尾賢人君は自動車安全技術について特筆すべき成果を達成しており，また人物も優

39 名古屋大学 竹内　裕也
名古屋大学大学院 工学研究科 航
空宇宙工学専攻 博士前期課程2年

自動車衝突時の乗員の性別，体格，着座姿勢を考慮した拘
束方法に関する研究

人体有限要素モデルから，日本人CT画像をもとに高BMI，低BMIの男女モデルを開発し，自動車
の衝突解析を行った．従来の骨盤回転角に加えて，新たに開発したベルトと骨盤の係合を表す幾
何学的指標に基づき，ベルトが骨盤から外れるサブマリンの発生過程を調べた．スローチング，リ
クライニング姿勢では初期の骨盤後傾角が大きいこと，低BMI女性では衝撃中に骨盤が大きく後
傾することから，サブマリンが発生しやすいことを見出した．

竹内裕也君は名古屋大学大学院にて優れた学業成績を修めている．研究にも熱心に取り組み，自
動車技術会春季および秋季講演会（2022年）にて研究発表し，春季講演では自動車技術会優秀発
表講演賞を受賞し，秋季講演論文は自動車技術会論文集に掲載が認められた．学生フォーミュラに
も参画し，ユニット設計に多大な貢献を行った．以上のように，竹内裕也君は優れた学業成績と研究
業績をあげており，大学院研究奨励賞に相応しいものとして推薦いたします．
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40 同志社大学
Habibullah　
Babakarkhail

同志社大学大学院・理工学研究
科・情報工学専攻・博士後期課程3
年

協調型自動運転に向けた時空間グリッド予約に基づく道路課
金システム

自動運転，電気自動車の時代が到来しようとしている．電気自動車の普及に伴いガソリン税収が
継続的に減少し，将来的には交通インフラ維持のための財源不足となる可能性がある．本研究で
は，サーバ上で道路上の空間と時間を細かく管理しすることで，協調型自動運転の車両に対し
て，協調走行制御と道路課金を行うためのソフトウェアプラットフォームを開発した．これにより効
率的な道路課金と渋滞緩和にも貢献できることを示した．

自動化，電動化という自動車を取り巻く環境の新たな変革の時代において，協調型自動運転車両の
走行制御と道路課金を行うために，道路上の時間と空間のグリッドに分割し予約するという新たなコ
ンセプトを導入したソフトウエアプラットフォームを構築し，有効性を検証した．

41 慶應義塾大学 梅澤　結花
慶應義塾大学院・理工学研究科･総
合デザイン工学専攻・修士2年

Mild HEVにおけるトルク及び触媒暖機制御によるNOx排出低
減と燃費向上

モータのみの走行が不可能であるmild HEVについて，排気ガスに含まれる有害物質の排出削減
と燃費改善を目標に，トルクと触媒暖機におけるモデル予測制御(MPC)の適用を達成した．司令
塔の役割を担うMPCと共に，タイムスケールの異なる動力システムと温度システムの両システム
にMPCを適用し，全体としてCascaded MPCを構築し，従来手法と比較し有害物質排出の抑制及
び燃費改善を達成した．

梅澤結花君は、修士課程進学後、自動車のエネルギマネージメントに関する研究に熱心に取り組
み、特に、制御理論と最適化からのアプローチによる「mild HEVにおけるトルク及び触媒暖機制御に
よるNOxの排出低減と燃費向上」に関して多くの研究成果をあげている。
梅澤結花君の高い研究能力、研究への情熱、粘り強い態度、そしてバランスのとれた人間性は、将
来、世界の先端技術開発を担う人財として大いに期待でき、自動車技術会大学院研究奨励賞受賞
候補者に相応しい学生であると心から御推薦申し上げる。

42 芝浦工業大学 齊藤　真衣
大学院・理工学研究科・システム理
工学専攻・修士・２年

LiDARとカメラを用いたデータ補間による仮想RGB-Dセンサ
の最適化に関する研究

現在，世界中の様々な機関で自動車を自動運転化する研究開発が盛んに行われている．自動運
転に必須となる外界センサがLight Detection and Ranging (LiDAR)である．LiDARは多くの利点を
持つため多くの企業が採用を計画しているものの，遠距離で取得される点群データがスパースと
なる課題がある．そこで本研究では，LiDARのスパース問題を解決するため，カメラの色情報とセ
ンサフュージョンを行い点群を補間する手法を提案する．

齊藤真衣君は，自動運転用の外界センサとして，LiDARとカメラによるセンサフュージョンで，LiDARだ
けだと遠方の点群密度がスパースになる問題の解決に精力的に取り組み，研究の一部を2021年度
自動車技術会秋季大会で発表し，自動車技術会論文集へ掲載されました．そして，更に研究内容を
深め20221年度ITS世界会議で発表し好評を得ました．また，添付研究業績に示すようにその他多く
の国内会議や国際会議でも発表実績があります．齊藤真衣君は，自分の研究課題を他研究と明確
に対比させた独自内容を提案する能力を有し，今後更に発展する自動運転分野での成果が期待で
きますので，奨励賞受賞候補者として推薦いたします．

43 静岡大学大学院 TAI　TEK　KEE
総合科学技術研究科工学専攻機
械工学コース，修士2年

小型電気自動車用高速永久磁石モータの設計

近年，自動車の電動化が加速している．その核となるのがモータであり，高速化により出力密度
の向上が可能である．本研究では，軽自動車など小型モビリティに搭載可能な20kW‐4万rpmの永
久磁石型モータの設計を目的としている．2極と4極のモータに関して，起磁力分布を基にした理論
計算と電磁界解析にて性能を比較検討した．高速では4極のモータが不利と言われてたが，設計
により4極でも十分な性能が出ることを明らかにした．現在，2台のテスト機を製作中である．

タイテッキー君は，①3年配属時に磁気浮上モータの研究，②卒研では低トルク脈動モータの研究，
③修士ではEV用高速モータの研究，に従事し，①は分野トップレベルのジャーナルでもあるIEEE 
Transactions on Industry Applicationsに研究成果を発表した．また，②の成果は国際会議で発表し，
現在論文投稿準備中，さらに③に関しては，国際会議に投稿中である．この研究成果からも，同君の
研究遂行能力は非常に高いことが証明されています．このモータ・パワーエレクトロニクスの研究は，
今後の自動車社会に必ず貢献することと確信しています．以上により，同君をここに推薦いたします．

44 熊本大学大学院 横尾　拓海
熊本大学大学院・自然科学教育
部・機械数理工学専攻・２年

矩形マイクロ流路内気液二相流と壁面濡れ性の関係

GTL（天然ガスを一酸化炭素と水素に分解し液体燃料を作る技術）燃料の製造におけるマイクロ
反応器、小型熱交換器、燃料電池等の装置では1 mm以下の流路（マイクロ流路）内を気体と液体
の二相流が出現する。また、マイクロ流路では壁面の濡れ性が流れの特性に影響を与える。そこ
で、上記装置の設計・開発で必要となる異なる濡れ性の壁面をもつマイクロ流路内の二相流の機
構を把握することを目的として、実験と解析を行った。

候補者は好奇心が旺盛であり、研究を行うにあたっては常に疑問点を持って取り組んでいます。すな
わち、過去の文献等をよく調べ、これまでに学んできた知識を活かして十分に熟考した上で真面目に
事にあたります。また、学業成績においても、現在までに機械系科目では秀8科目、優２科目、良3科
目（それ以外なし）と優れた成績を残しています。学会発表も積極的行い、アジア諸国を中心とする学
生の国際会議で英語による研究発表によってBest Presentation Awardを受賞しました。そして、人物
も真面目、誠実、温厚です。以上のように、候補者は学業成績、研究業績、人格ともに優秀であるこ

45 明治大学大学院 谷山　晴紀
明治大学大学院・理工学研究科・
機械工学専攻・博士前期課程２年

通信切替を伴うマルチエージェントシステムの分散型 
Receding Horizon Total Control

マルチエージェントシステムに対して，最適状態推定とモデル予測制御による最適制御を同期した
分散型 RHE 問題について考えた．マルチエージェントシステムは，通信を介した複数の車両から
成る自動運転システムを含む．各クラスタにGHSアルゴリズムを適用し新たな通信構造を定め，誤
差モデルを定義することで，分散型RHTC問題を定式化した．このとき，誤差収束に関する実用的

2022年度機械工学専攻修了生のうち、研究業績、学業成績、教育補助及び社会貢献で最も優れた
学生であるため。

46 佐賀大学
TUHIN　
ATIQUR　
RAHMAN

理工学研究科・理工学専攻・機械エ
ネルギー工学コース・博士前期課
程２年

Study on the transport properties of the next-generation 
refrigerants

地球温暖化防止国際条約に基づいた規制により，カーエアコン用冷媒は温暖化影響が小さい新
規冷媒への転換が必要である．本研究では，カーエアコンの設計・実用化に必要な新規冷媒の粘
度及び熱伝導率を独自に開発した装置を用いて高精度で測定した．研究は国際協力の下で行わ
れ，アメリカ国立標準技術研究所が開発した熱物性計算ソフトウエアに本測定データが使用され
ている．このソフトウエアは国際的に広く使用されている．

TUHIN ATIQUR RAHMAN 君は学業成績が極めて優秀であるとともに非常に研究熱心な学生であ
る．本研究では地球温暖化影響の小さい様々な冷媒の熱物性値を測定している．カーエアコン用冷
媒としてダイキン工業が開発した混合冷媒の成分物質 R1132(E) もその一つであり，TUHIN君は実用
化に重要な熱物性値である粘度及び熱伝導率を温度と圧力の広い条件下で高精度に測定した．熱
物性の測定は時間がかかるとともに丁寧な作業が要求されるが，TUHIN君は辛抱強く測定を行い，
貴重なデータを多く得た．TUHIN君のこの分野の研究に対する貢献度は高く，今後の活躍も期待でき

47 九州工業大学 程　志欣 大学院工学専攻・修士2年
固体表面への液滴の衝突現象における液体特性が液滴の
変形に及ぼす影響評価

自動車のための噴霧塗装の際，微粒化された塗料の液滴が被塗装面に薄く均一に付着すること
が望まれるが，塗料は，粘度が高く，非ニュートン性を示すためにその液滴の付着現象について
不明な点が多い．そこで本研究では，液滴を固体壁に衝突させる実験装置を作製し，液滴が持つ
非ニュートン性が液滴の衝突変形に及ぼす影響を高粘度のニュートン流体の挙動と比較すること

液滴衝突の実験装置を既往の研究を参考に作製するとともに実験を測定するためのハイスピードカ
メラや光源による測定方法の確立を行い，液滴の衝突を瞬間写真による観察だけでなく，液滴の挙
動を追跡するプログラムを自作し，接触線の移動，接触角の評価，液滴の高さなどを評価した点は，
非常に優秀であり，推薦に値すると考える．

48 成蹊大学 山越　孝平
成蹊大学大学院・理工学研究科・
理工学専攻・博士前期課程・2年

市街地走行におけるドライバの焦りの状態を検出する運転行
動指標に関する研究

本研究は、運転不適状態に起因する交通事故防止に向けた、ドライバ状態推定技術に関連する
研究である。時間の制約によって運転中の焦りの状態を模擬し、運転行動の変容が予想される複
数の運転場面を含む市街地を走行させるシミュレータ実験を実施した。その結果、走行速度だけ
でなく、複数の運転操作とそれに伴う車両状態に共通した特徴が見られ、複数の運転行動指標を
用いて焦りの状態を検出できる可能性を示した。

自動車シミュレータを用いてドライバの運転行動を記録、分析する実験に精力的に取り組み、2021年
度および2022年度の自動車技術会秋季学術講演会にて口頭発表を行った。また、2022年度学術講
演会の発表内容で自動車技術会論文集に同時投稿しており（査読中）、自動車分野の研究に貢献し
たと考え、推薦する。

49 工学院大学 林　悠月
大学院・工学研究科・電気電子工
学専攻・修士・2年

制御バリア関数を用いた自動車間追従制御による隊列形成
に関する研究

本研究は，高速道路などを走行する複数の自動車の隊列走行制御の問題を扱う．制御バリア関
数を用いてその導関数を制約条件として，先行車両の速度に追従し，衝突しない制御入力を求め
る．各車両が分散制御できるシステム構成とすることで，各車両が前方の車両との車間距離と相
対速度を取得すれば制御入力が求めることが可能となる．計算機シミュレーションで，さまざまな
初期状態の車両に対して，制御方法の有効性を確認した．

当該研究は，自動車制御の分野における隊列走行問題に対して有効な手法を提案している．また，
自動運転技術の向上に伴い，交通のスマート化が期待される中で今後の展開にもつながる研究であ
るため．

50 日本大学大学院 永井　優希
日本大学大学院・生産工学研究
科・機械工学専攻・博士前期課程・
2年

自動車電池用ラミネートフィルムの高速引張特性に関する研
究

電気自動車用バッテリーの大容量化と軽量化の需要に伴い，現在ではラミネート型セルが主流で
ある．ラミネート型の外装材はプレス成形法の一つである深絞り加工によって製造される．本研究
では，プレス成形時に発生する成形不良をFEM解析により予測し，電気自動車用バッテリーの効
率的な製造を行うため，より精確な材料物性の計測を目的とし，材料の引張強度の速度依存性に
ついて調査した．

　永井君は，学部生の頃から自動車電池用ラミネートフィルムの高速引張特性に関する研究を継続
して行ってきています．
　地球環境問題などの観点から，現在電気自動車に関する研究・開発が盛んに行われています．自
動車に搭載される電池の形は，これまでの円筒型から矩形型に移行して，体積当たりの効率が向上
しています．現在開発されている電池の形は，矩形であるため電池の外装部分はプレス加工により，
成形されています．また，材料は金属板などではなく，樹脂とアルミシートを重ね合わせた多層構造
の材料が使用されています．この外装部分を加工する際に，一般的な金属加工プレスで発生しない
部分に，加工の不具合である「しわ」が発生する問題点が確認されています．またプレス加工では，
材料を押し当てて成形するために金型を用いますが，加工金型の開発には成形シミュレーションなど
が用いられております．しかし，前述の不具合は，シミュレーションでいまだ再現できておらず，シミュ
レーションの高精度化ためには, 正確な応力-ひずみ曲線, 引張強度, 降伏関数, 摩擦係数などを用
いる必要があります． 
　同君は，精密なプレス成形シミュレーションを実行するうえで重要な材料の引張強度，特に加工速
度依存性に関する観点からの計測技術の確立を進めました．プレス成形時の加工速度は300㎜/s以
上ある一方，一般的な材料試験装置では最高でも15㎜/sしか出せず，計測が不可能である．このた
め，研究室で開発したサーボプレスを駆動源とした引張試験装置を使用して計測を行いました．また
実験において，素材厚さが0.2㎜以下と非常に薄く，サーボプレス機に取り付けるための工具の設計
や開発が必要でした．そのため，実際の実験過程での現象や結果を分析，検証しながら安定的に計
測できる治具や装置を開発しました．また，計測においても前述のラミネートフィルムの試験速度によ
る引張強度への影響に加え，材料の異方性や保管時の乾燥状態による材料強度の変化なども併せ
て実験と確認を自ら提案して行ってきました．本研究は，学部生と一緒に進めましたが，計測方法の
指導等において学部生と積極的にコミュニケーションをとると同時にリーダーシップを発揮し，計測技
術の進歩と伝承に大きく貢献をしました．
　研究成果として，自動車電池用のラミネートフィルム材料は試験速度が高くなるにつれて引張強度
が上昇することが確認されました．また，試験速度が材料の異方性にも影響があることが確認され，
さらに，材料は湿度の低い状態で保管されていると引張強度が上昇することも確認できました．
　研究の外部発表としては，対面による国際会議で英語の講演1件，および，国内の学会の講演会で
1件の発表を行っています．



自動車技術会2022年度大学院研究奨励賞受賞者一覧

51 東京理科大学 鶴田　祥人
東京理科大学大学院・理工学研究
科・機械工学専攻・修士課程・2年

ＲＧＢ－Ｄカメラによるマーカーレス３次元姿勢推定を利用し
たマウスの動作解析と行動分類に関する研究

マウスを用いた動物実験の評価は目視で行われることが多く、実験者の疲労や主観的な評価な
どの問題があります．これらの問題を解決するためにＲＧＢ－Ｄカメラと機械学習や画像処理の技
術を用いてマウスの運動を自動的かつ客観的に評価可能なシステムを開発しました．また得られ
た3次元姿勢データからマウスの動作解析や行動分類をも行っており，将来的には歩行者の行動
予測などの自動車自術への応用も期待できます．

受賞候補者の鶴田祥人君は、２０２０年度に卒業研究として小職（竹村）の研究室に配属されてから、
三年以上にわたり同君を観察する機会に恵まれました。同君は、学業･人物ともに優秀、かつ心身共
に健康であり、研究に対する姿勢も誠実です。同君は同大応用生物学科の神経生理学研究室との
共同研究であるマウスの３次元行動計測システムの研究・開発に当研究室の代表として参加し熱心
に取り組んでおり、プロジェクトの進行に大きく貢献しております。同君はまた、自分のテーマだけでな
く、そこで学んだ画像処理技術に関する知識を生かして、他の研究テーマの手伝いもよくしており、周
囲からの人望も厚く、人物面での評価も高い人物です。以上を鑑み、貴技術会の受賞候補者として

52 名古屋大学 小川　敬太郎
名古屋大学大学院・工学研究科・
応用物質化学専攻・修士・2年

Cuゼオライト触媒を用いたNH3-SCR反応の機構解明

近年、自動車内燃機関の燃費向上により排気ガス温度が低下している。排気ガス中に含まれる
NOxはCuゼオライトによって浄化されているが、200 ℃以下の低温では浄化が不十分である。新
規触媒の開発に向け、Cuゼオライトの反応機構に関する研究が盛んに行われている。本研究で
は、活性点と基質それぞれの状態に関する情報を選択的に抽出できる種々の分光学測定を行う
ことで、活性点と基質双方から反応機構を明らかにした。

省エネルギー、更にカーボンニュートラルに向けて、Cuゼオライト触媒の活性温度域の低温側への拡
張が課題となっている。小川敬太郎君は低温活性触媒の設計指針を得るため、反応過程における活
性種(Cu)と基質の相互作用の解析により反応機構を分子レベルで明らかにした。この知見は第37回
ゼオライト研究発表会若手優秀講演賞(学生部門)としても表彰されており、大学院研究奨励賞に値
するものとしてここに推薦する。

53 同志社大学 山本　浩太郎
同志社大学大学院・理工学研究
科・情報工学専攻・博士前期課程2
年

車両移動効率化のための時空間グリッド予約を利用した自動
バレー駐車制御方式

普及が期待される自動バレー駐車（AVP）において，車両が走行予定の道路空間をサーバ経由で
予約する時空間グリッド予約の仕組みを用いて，車両同士の衝突を回避しながら各車両間の車
間距離を小さくし，AVP の効率を向上させる制御方式を提案した．駐車場に到着する車両台数を
変化させて駐車場回転率と平均消費時間をシミュレーションにより評価し，提案方式の車両移動
の効率が従来研究と比較して高くなることを検証した．

自動運転の普及により期待される応用例の１つである自動バレー駐車において，時空間グリッド予約
の仕組みを本応用例に適応し有効性を示した研究であり，今後は幅広い領域において応用が期待で
きる．

54 東京工業大学 木口　皓介
工学院・機械系 機械コース 修士2
年

油圧パワーパックを動力源とする油圧4脚ロボットの設計と開
発

候補者は，将来のモビリティ技術として，脚機構を備えた新しいコンセプトの自動車(段差や不整
地を脚機構を併用して踏破する)を目標にしている．本研究では，油圧パワーパックの設計と開
発，及び油圧脚ロボットの開発に取り組み，特に，油圧ポンプの駆動源としてガソリンエンジンと電
動モータを用いた2種のモデルを開発し，それぞれの特徴，ならびに移動効率(COT; cost of 

受賞候補者は成績優秀(学年151名中5位)であり，また，在学中に，学内のビジネスアイディアコンテ
ストやSDGsのコンテスト等に積極的に取り組み複数の賞を受けている．人格的にも優れている．新し
いモビリティ技術を目標に，ガソリンエンジンや電動モータで駆動の油圧パワーパックを開発し，その
研究について学会発表をしており，大変優れた学生である．

55 法政大学大学院 鈴木　隼人
大学院・理工学研究科･機械工学専
攻・修士・2年

1050アルミニウムの高ひずみ速度域における変形応力のひ
ずみ速度依存性

近年、自動車の車体にはアルミニウム合金が使用されてきており、衝突時などの安全設計にはア
ルミニウムの衝撃特性を知る必要がある。そのための研究としてHopkinson棒システムを用いたア
ルミニウムの高速変形領域、具体的にはひずみ速度で1000/secから10000/secの領域で定ひず
み速度実験並びに速度急変実験を行い、アルミニウムの変形応力のひずみ速度依存性の大きさ
をを調べている。

自動車の車体設計においてアルミニウム合金の衝撃特性に関する知見を得ることは、安全設計上非
常に重要である。本学生はこのことを認識すると共に、社会への貢献を常に意識し意欲的に研究に
励んでいる。アルミニウムの変形応力の速度依存性、具体的にはひずみ速度1000/sec以上の領域
におけるアルミニウムA1050の変形応力を測定し、工学上有益な研究成果を挙げている。よって、自
動車に関連した優れた研究を行った大学院生であると判断する。

56 大阪大学大学院 山本　昂育
大阪大学大学院・工学研究科・マテ
リアル生産科学専攻・修士２年

材料組合せによる亀裂の不安定伝播制御のための数値解析
手法の構築

自動車のマルチマテリアル車体では，強度不均質の影響を受けた接合部での応力集中が原因
で，亀裂の不安定伝播による破壊が生じうる．しかし，強度や延性が異なる場合，亀裂の進展挙
動とその不安定性を評価することは容易ではない．そこで本研究では，材料組合せによる亀裂の
不安定伝播制御のための数値解析手法を構築した．これにより，亀裂の不安定伝播を制御するこ
とで，車体の安全性を向上させるための材料設計指針を検討した．

山本昂育さんは，好奇心と責任感が強く，研究や学習に対してとても意欲的に取り組んでおりまし
た．授業に関しては，興味のある授業を数多く受講し，多くの知識を習得しようと努力する姿が見られ
ました．その甲斐もあり，IWEコースを無事終え，IWEの資格を良い成績で取得することができておりま
す．
また研究では学部４年次より「延性破壊」を研究テーマとして熱心に取組んでおり，学会発表を行うな
ど、三年間で対外的にも評価の高い研究成果を出すに至っております．

57 筑波大学 一ノ瀬　祐作
大学院・システム情報工学研究群･
リスク・レジリエンス工学学位プログ
ラム・修士２年

条件付運転自動化の下でドライバ主導の運転引継ぎに導く
運転交代リコメンデーションの有効性

条件付運転自動化の下で，システムが運転交代要請を発出した際に，運転者は運転タスクを引き
継がなければないが，運転交代のための十分な時間が常に確保できるとは限らない．本研究で
は，運転交代要請の発出可能性が高い場面の下で，言語メッセージを用いてドライバ主導の引継
ぎを促す運転交代リコメンデーションを提案し，この提案手法が運転者の運転引継ぎ行動に与え

ライバ主導の引継ぎを促す運転交代リコメンデーションという従来にない運転交代の方式を新規に提
案したことに加え，ドライビングシミュレータ環境の下でドライバ主導の引継ぎを促すことの効果を定
量的に示すことに成功したなど，価値ある知見を得ている．さらに，関連研究として，国際雑誌論文1
件と国際会議論文1件が公表されている．これらは，修士研究として優れた成果といえる．

58 関東学院大学 久地樂　昌紀
関東学院大学大学院工学研究科
機械工学専攻

廃プラスチック分解油を用いた DDF エンジンの機関性能およ
び LCA 手法による環境影響評価

廃プラスチック分解油をディーゼル発電機に用いるリサイクル手法が注目されている。本研究で
は，低エミッション化と高効率化を目的とし，DDFエンジンに適用させ，さらに，LCA手法を用いて
燃料の製造から使用段階までの総CO2排出量を明らかにし，環境への影響評価をおこなった。そ
の結果，燃料消費率，Smoke，NOxの大幅低減を実現した。また，LCA評価によって，総CO2排出
量が低減されることを明らかにした。

久地樂昌紀君は，先行研究の問題点を解決する燃焼現象の解明に大変尽力いたしました。その研
究は容易ではなく，試行錯誤を繰り返して，改善と努力を積み上げた結果であるといえます。そのよう
な研究に対する姿勢と充分な成果から，受賞に値するものと推薦いたします。また，大学院在籍中
に，同一（同日）の国際会議にて2件のポスターセッション発表をおこないました。同日に2件の発表
は，並々ならぬ努力が必要だったと思います。このように，大学院での研究と学業を両立しながら，素
晴らしい研究成果を上げたことから，研究奨励賞に相応しい人物であると判断し，ここに推薦申し上

59 東北大学 横山　慈
東北大学大学院・情報科学研究
科・応用情報科学専攻・博士前期
課程・2年

後付自動運転ロボットで大型貨物自動車の土砂運搬・積み
下ろしを自動化するレトロフィット技術の開発

後付自動運転ロボットを大型貨物自動車の運転席に設置して、自動で土砂を運搬・積み下ろすレ
トロフィット技術を新規開発した。貨物自動車に複数GNSSアンテナを設置し荷台の角度や車両の
位置・姿勢を計測、運転ロボットがホイストを操作して荷台を角度制御で上げ下げ可能にした。土
砂量による山の変形を考慮して、決められた範囲に多くの土砂を積み下ろす経路計画技術を開発
し、積載量40tの大型貨物自動車で自動運転技術を実証した。

横山慈氏は、後付自動運転ロボットを大型貨物自動車の運転席に設置し自動で土砂を運搬・積み下
ろすレトロフィット技術を新規開発した。既存の大型貨物自動車に、後付ロボットやセンサやAIを搭載
することで、移動や土砂運搬を自動化する技術で、自動運転の普及を促進する優れた研究である。
成果を、筆頭著者2件を含む国内学会3件で発表するとともに、実環境での実証も行った。自動車に
関係する業績は傑出しており、大学院研究奨励賞の候補者として推薦する。

60
北海道大学大学
院

坂根　悠平
北海道大学大学院・工学院・エネル
ギー環境システム専攻・修士（工
学）・博士後期課程3年

ディーゼル燃焼の着火遅れ特性および予測モデルに関する
研究

ディーゼルエンジンにおける着火遅れに対する種々の運転条件および燃料の着火性の影響を独
立して記述するとともに, ディーゼル噴霧中における過渡的現象を考慮したLivengood-Wu 積分型
予測式を確立した. この予測式は, 燃焼様態および使用燃料を問わず高精度かつ簡便な着火遅
れ予測が可能であり，ディーゼルエンジンのさらなる性能向上の実現と開発負荷の低減に資する

坂根悠平君は大学院博士後期課程において常に熱心に研究に取り組み，その成果は自動車技術会
論文集２件に投稿して採択されるなど，大きな成果を上げております．以上のとおり，坂根君は貴会
大学院研究奨励賞に値する学生であることから推薦申し上げる次第であります．

61 山形大学 森本　悠介
山形大学大学院理工学研究科機
械システム工学専攻博士前期課程
2年

アルキメディアンスクリュの大型円筒化による雪上移動ロボッ
トの走破性向上

バスや自動車などの自動運転で用いられているGNSSを用いた高精度測位技術を応用すること
で，新雪面上を移動するロボットの挙動を計測し，その移動機構であるアルキメディアンスクリュと
新雪面との力の相互作用やロボットの性能限界を明らかにすることを目的としている．この雪上移
動ロボットの実現より，予見が困難な表層雪崩を事前に調査が可能になるため，雪国でのQOL向

修士課程進学後非常に熱心に研究に取り組み，重要な研究成果（添付資料）をあげてきました．被推
薦者の研究は，現在自動運転分野での研究開発が盛んなcm級の高精度測位技術の応用分野拡大
につながることが期待できます．研究室内では，後輩に対する指導を率先して行っており，屋外での
実験ではリーダーシップを発揮して取りまとめてくれました．以上のことから，自動車技術会賞に推薦

62
大阪府立大学大
学院

中尾　芽吹
大学院・工学研究科・機械系専攻・
修士２年

Ghost Fluid法を用いた集束超音波中での気泡クラウド形成に
関するマルチスケールシミュレーション

候補者は、高強度集束超音波によるキャビテーション気泡クラウドの形成過程を予測するため、
計算格子では捕えられない気泡核の成長を球形気泡の運動方程式で、気泡クラウドの形成を記
述する巨視的な場をGhost Fluid法で予測するというマルチスケール計算手法を開発し、それを用
いて、実験で観測された気泡クラウドの形成過程を再現することに成功した。本手法は、集束超音
波を利用した燃料の微粒化技術等への応用が期待できる。

候補者は、高強度集束超音波によるキャビテーション初生とその後の気泡クラウドの形成過程を予
測するために、独自のマルチスケール計算手法を開発した。本手法は、Euler 格子で捕えることがで
きない気泡核の成長を球形気泡の運動方程式で予測し、気泡核が成長した後の巨視的な場を、気
液界面をLevel-set 関数で捕えた上で、Ghost Fluid法で予測するものである。候補者は、本手法を用
いて、気泡クラウドの形成機構を明らかにするとともに、実験で観測された気泡クラウドの形成過程を
再現することに成功した。その成果は、査読付き論文2本、国際会議発表3件、国内会議発表2件（候
補者自身の発表のみ）としてまとめられており（研究業績一覧参照）、今後のキャビテーションならび
に集束超音波応用技術の発展に寄与するものである。以上、候補者は、修士課程の2年間で、優れ
た研究成果をあげ、本学機械系専攻にて研究業績第1位であることから、自動車技術会2022年度大

63
山陽小野田市立
山口東京理科大
学

寺田　光希
大学院・工学研究科･工学専攻・修
士・2年生

ポーラス型ロータス銅を用いた沸騰浸漬冷却技術に対する伝
熱面形状の影響

研究テーマは、特殊構造を有するロータスポーラス体を用いた車載インバータの冷却技術に関す
るもので、アプリケーションとしてSiC半導体を採用する次世代型の電気自動車や燃料電池車の
冷却を目指したものです。特に、一方向性の気孔構造を有するロータス銅をグルーブ型の発熱面
に接合することで、国内外に類を見ない新しい自発駆動型の冷却を達成できることができます。こ
れまで多くの伝熱実験を丹念に実施し、冷却性能についてワールドレコードを達成してます。

現在までに非常に過酷な伝熱試験を精力的にこなし、筆頭著者として国内では4回の学会発表、更
に1回の国際会議での発表を経験しています。特筆すべき事項として、令和2年に開催された日本原
子力学会中国・四国支部 研究発表会では、優秀発表賞を受賞しています。同君の研究姿勢は極め
て積極的、能動的で、進取の気質に富み、今後、航空宇宙機器部品や自動車部品を量産する企業
で活躍してくれることを確信しています。

64 茨城大学 宮内　悠斗
茨城大学大学院・理工学研究科・
機械システム工学専攻・修士２年

エタノール、ETBEの添加がパラフィン系燃料及びオレフィン系
燃料の自着火特性に及ぼす影響

カーボンニュートラルの観点からエタノールやETBEを自動車用の既存燃料に混合して利用してい
くことが重要である．この研究では、既存燃料に含まれる構造の異なる炭化水素燃料として，パラ
フィン系燃料，オレフィン系燃料を選定し，それらにエタノール，ETBEをそれぞれ混合した燃料の
着火遅れ時間を，急速圧縮装置で計測した．そして，エタノール，ETBEの混合が，構造の異なる
炭化水素の自着火特性に与える影響を検討した．

火花点火機関の低炭素化に向けバイオ燃料を混合した燃料の利用は有効な手段の一つである．候
補者は希薄化，高圧縮比化が進む火花点火機関の筒内条件に近い温度，圧力，当量比条件におけ
るバイオ混合燃料の自着火特性を把握する研究をし，今後の内燃機関，燃料化学の発展に資する
成果をあげていることから大学院奨励賞にふさわしいと判断し推薦する．

65 香川大学 下村　優斗
工学研究科・知能機械システム工
学専攻・博士前期課程・２年

自動車用周辺視認デバイスを用いた場合の注意資源と運転
行動の関係

カメラモニタリングシステムを使用した場合の，ドライバの注意資源の変化を，ストループ干渉課題
を用いて分析する手法を提案し，注意資源と周辺障害物との衝突回避特性との関係を，独自に開
発したVRシミュレータを用いて分析した．また，シースルー化したピラー映像をカメラモニタリングシ
ステムの映像に重ねて表示した場合，ドライバの奥行き知覚を改善し，リスク回避能力を向上させ
ることに効果的であることを確認した．

運転支援を目的とする各種の情報支援システムの設計にあたり，ドライバへ提示すべき情報量と運
転行動との関係を推定する手法を提案し，提示すべき情報量を最適化する手法を示すことができた．
提案した手法は，学術的に新規性があるのみでなく，各種の情報提示システムを設計する際に有用
な知見となると判断できるため．

66 熊本大学 本山　智洋
熊本大学大学院・自然科学教育
部・情報電気工学専攻・博士前期
課程・2年

次世代パワーデバイス応用に向けた絶縁膜/ワイドギャップ
半導体界面の新規評価手法の開発

電気自動車用コンバータには高耐圧かつ高効率の次世代パワーデバイスの実現が強く求めら
れ、窒化ガリウム(GaN)系の金属-絶縁膜-半導体(MIS)デバイスが注目されている。しかし、しきい
値電圧変動等の抑制が不十分で実用化に達していない。その解決にはゲート絶縁膜/ワイド
ギャップ半導体界面の評価手法の確立が必須である。本研究では簡便に界面評価が可能な新規
手法を開発した。本手法によりGaN系MISデバイス実現の加速が期待される。

本山　智洋氏は、2021年4月に本専攻博士前期課程に入学後、絶縁膜/ワイドギャップ半導体界面の
新規評価手法の研究を行ってきた。その成果は、４件の国際会議、５件の国内会議発表において公
表している。当該分野の発展に大きく寄与してきたことから、本賞に推薦するに至った。



自動車技術会2022年度大学院研究奨励賞受賞者一覧

67 群馬大学 村井　智哉
群馬大学大学院・理工学府・理工
学専攻知能機械創製理工学教育プ
ログラム・博士前期課程・二年

クレータ型波動ブラックホール制振板の減衰解析と音響放射
解析

自動車では,CO2削減のため燃費向上，軽量が求められる．軽量で低振動低騒音を得る方法とし
て, 特定の関数で板厚が減少する端部を持つ波動ブラックホールが提案されている．この板では,
先端に向かって伝搬する振動が反射されなくなり,さらに先端に粘弾性材を積層すると,制振効果
が得られる．制振構造の減衰解析法であるモード歪みエネルギー法を用いて,波動ブラックホール
を有する構造の制振・防音特性を明らかにした．

自動車技術会が協賛となっている日本機械学会Design and Dynamics Conference 2021と日本機械
学会第３２回設計工学・システム部門講演会に,関連する研究内容をスピーカーとして発表している．
制振工学研究会で関連内容の話題提供を行っている．日本機械学会Design and Dynamics 
Conference 2022では,共著者として発表をしている．新しい概念の制振デバイスについての特性解明
にチャレンジをして研究成果をあげている．自動車への応用も念頭に入れて検討を行っている．

68
大阪産業大学大
学院

北村　理
大阪産業大学大学院・工学研究
科・交通機械工学専攻・博士前期
課程・2年生

振動モニタリングを用いた異常検知と複雑形状部の高感度磁
粉探傷試験による鉄道車両台車の健全性保障に関する研究

走行時における振動加速度を計測評価することで、鉄道車両の異常（き裂の発生）をモニタリング
し、さらには、異常を検知した箇所において、立体形状をした台車枠の全方向き裂を見落としなく
検出可能とするための、高感度な磁粉探傷試験手法に関して検討した研究である。なお、この研
究により提案された手法は、鉄道のみならず、自動車の足回りの安全性確保にも適用可能であ
り、今後の研究の進展が期待される。

学業成績が優秀であり、且つ、工学的な独創性、新規性および有用性の高い修士論文を完成させて
いるため

69 名古屋工業大学 吉田　征弘
名古屋工業大学大学院・工学研究
科・電気・機械工学専攻・博士前期
課程・2年

車載イーサネットのイミュニティ試験に関する研究

次世代自動車の基幹ネットワークとして車載イーサネットが提案されている。車載イーサネットの
イミュニティ（耐電磁ノイズ）試験法に新たな課題が様々存在し、その確立が喫緊な課題である。
本研究では車載ハーネスへの電磁波の重畳に対するイミュニティ試験について耐性の指標となる
モード変換量を測定する手法を開発した。また、車載ICへの静電気放電に対するイミュニティ試験
について代替試験法で用いられる静電気放電試験器の課題について解明した。

吉田征弘君は車載通信EMC（電磁両立性）研究の第一期生として私の研究室に加わり、教員ととも
に経済産業省「車載イーサネットのシステム完全性に関する国際標準化」の研究プロジェクトを参画
し、わずか２年の間に、２篇の学会誌論文（そのうち1篇は第一著者、1篇は第二著者）、1篇の国際会
議論文、６件の国内学会発表という素晴らしい成果を挙げることができ、高い研究開拓能力と問題解
決能力を示している。

70
国立大学法人豊
橋技術科学大学

横野　翔勇
豊橋技術科学大学大学院　電気・
電子情報工学専攻　博士前期課程　
２年

電気自動車走行中給電の社会実装に向けた高耐水電化道
路構造

カーボンニュートラルに向け、EVの導入が期待されている。しかしながら、現状、EV の普及は進
んでいない。その理由としてEV は短い航続距離、長い充電時間、高価格といったバッテリに起因
する問題が挙げられる。これらの問題を解決するために、電化された道路からEVへワイヤレスで
送電し、電車のような走行中連続給電を可能とする技術が提案されている。本研究は修復性・更
新性に優れた高効率電化道路の実現を目指す。

電気自動車(EV)の普及を妨げている要因である充電時間と航続距離の問題を同時に解決する手段
として走行中給電が期待されています。走行中給電のなかでも電界結合方式は道路に沿って連続的
にワイヤレス給電できるという特長があります。電化道路の社会実装にむけて天候の影響をクリアす
る必要があります。候補者は本研究において道路の構造に工夫を施すことで排水性に優れた電化道
路を提案しました。電磁界シミュレーションを行うことで道路の電力伝送効率を道路長100mで最大
85%を達成できることを示せました。これは走行中給電の実現に明るい見通しを与える成果であり貴

71 上智大学 中村　駆
上智大学大学院　理工学研究科　
理工学専攻　修士2年

自動車用エンジンの熱マネージメントのための核沸騰熱伝達
モデルの開発およびその現象解明

受賞候補者・中村君は，自動車用エンジンの熱マネージメントに対し，従来の強制対流ではなく，
核沸騰を利用することを目指し，その現象解明とモデル化に従事している．管路の表面粗さが熱
伝達に大きく影響すること及び冷却液の違い（水，エチレングリコール５０％水溶液，ＬＬＣ）による
核沸騰のメカニズムの違いを明らかにした．これらの知見を基に，熱流束の予測式の導出および
１次元シミュレーションへの適用を行っている．

受賞候補者・中村君は，自動車用エンジンの熱効率向上を目的として，冷却系の熱マネージメントに
核沸騰を利用することを提案している．安全かつ高効率な利用を目指して，開発に資する核沸騰熱
伝達モデルの構築を行っている．特に重要な知見は，管路の表面粗さが熱伝達に大きく影響すること
を定量的に示したことにあり，それらの結果が認められ，自動車技術会の英文誌である Internal 
Journal of Automotive Engineering に掲載されている．以上のことから，同君は，貴会の大学院研究
奨励賞を受賞するにふさわしいと考えられ，ここに推薦する次第である．

72 東京大学 濱田　拓実
東京大学・新領域創成科学研究
科・先端エネルギー工学専攻・修
士・2年

走行中非接触給電における整流タイミングに着目した送電開
始時の電流過渡応答制御に関する研究

磁界共鳴方式による非接触給電を用いて，走行中の電気自動車へ給電を行う走行中非接触給電
が注目されている。走行中給電では送電コイル上を高速で通過するため，限られた時間内におい
て安全に給電を行う必要がある。一方で瞬間的に送電を開始すると過渡部分において大電流が
発生してしまう問題があった。そこで本研究では，整流器を適切に制御することで，送電開始時の
大電流を抑制し尚且つ高速に応答が整定する手法を提案した。

候補者は常日頃から精力的に研究に取り組んでおり，研究成果を複数の国際学会において発表して
いる極めて意欲的な学生である。研究では走行中非接触給電について扱っており，近年世界的に注
目を集めている電気自動車の更なる普及に向けて重要となる分野である。候補者の専門とする制御
工学の視点から新たな手法を考案し，独創的なアイデアを提案する姿勢は，同分野の発展を大きく
促進するものであり最大限の自信をもって推薦したい。

73 芝浦工業大学 濵田　彩歌
理工学研究科・機械工学専攻・修
士・2年生

LSTM（Long Short-Term Memory）を用いた個人適合型ドライ
バモデルの構築に関する研究

本研究は，自動車を運転しているドライバを対象に運転操作のモデル構築を行っている．この研
究は，歩行者の行動調査の研究などに用いられているLSTMを対象としており，特にLSTMを用い
たドライバモデルの構築に貢献できるものと考えている．研究成果は，安全走行を目的とした運転
支援システムや自動運転システムの開発に寄与できると考えており，Human Machine Interfaceの
設計やヒューマンエラーの防止にも将来的に応用することが期待できる．

本研究は，機械学習の手法である長短期記憶（LSTM）ネットワークを用いて，自動車を運転時の
個々のドライバを対象に運転操作のドライバモデルの構築を行ったものである．LSTMの特性を生か
し，先行車両を追従時の運転操作およびカーブ路の走行の運転操作を対象にドライビングシミュレー
タを用いた実験の結果をもとにモデルの構築を行った．研究では，先行車両の追従走行シーンを対
象にLSTMに設定するハイパーパラメータとモデル精度の関係について検討を行い，東名高速道路
の複数のカーブ路をドライビングシミュレータ上に模擬し，カーブ路への進入から退出まで区間を分け
た場合のドライバモデルの精度評価を行ったものである．

74 東京農工大学 野田　凌平
東京農工大学　大学院　工学府　
機械システム専攻　修士2年

タイヤ緩和長が低ステアリングギア比車両の挙動に及ぼす影
響と対策

ステアリングギア比を小さくすることによって生じる課題の原因追究および解決策検討・実装を
行っている．ある周波数の操舵入力に対する車両の応答が敏感になり，低速の修正操舵などで
車両全体が共振するように動き，操縦安定性が悪化するという課題に取り組んだ．実験と理論か
ら，上記現象の主因が前輪のタイヤ緩和長であることを解明した．机上で解決策を検討するだけ
ではなく，実験車両に実装し効果を確認した．

学業成績も優秀ながら，大学院において精力的に研究に取り組んだ．特に，今まで原因がわからな
かった低速域での低ギア比ステアリングの高周波振動の原因を突き止め，対策案を提案し，実車に
てその妥当性を確認した．以上の理由により，推薦を致します．

75 山形大学 中崎　晴稀
大学院・理工学研究科・化学・バイ
オ工学専攻・修士・2年

固体高分子形燃料電池の高温無加湿駆動を指向したイオン
液体とナノ粒子の複合化による電解質膜の開発

燃料電池自動車（FCV）の普及が近年進む一方で、動力源である燃料電池システムは未だに高
価格かつ高重量である。その要因として、高価な電解質膜の使用や、100℃未満かつ高湿度下で
の駆動により、冷却器や加湿器等が必須である点が挙げられる。本課題に対し、100℃以上の無
加湿環境下でも高プロトン伝導性能を有するイオン液体を用いた電解質膜の作製に成功し、FCV
の低価格化や軽量化に向けた知見を見出した。

中崎晴稀君は、文武両道に努力できる人間であり、自ら答えを模索し、主体的に行動する能力を有し
ております。研究活動では、研究室に配属された当初から、休日も研究に取り組み、満足できる実験
結果が得られるまで根気強く研究を行なっておりました。これら研究成果を発表した第70回高分子学
会年次大会にて、“高分子学会優秀ポスター賞”を受賞しております。また、国際学会での発表も自ら
志願し、第10回International Conference on Smart Systems Engineering 2022にて、“Best Poster 
Presentation Award”を受賞するに至りました。国際学会における発表の準備にあたっては、帰国した
留学生に自ら連絡をとり、発表練習に付き合ってもらい、発音の修正や英語での質疑応答の練習を
行うなど、主体的な行動には目を見張るものがあります。これら学会で活躍しただけでなく、学会発表
での質疑応答を通して得た意見をもとに、新たなアイディアを創出し、筆頭著者として査読付き論文を
1報執筆したほか、共著論文も4報報告致しました。
また、大学入学時より始めた基礎スキーでは、冬季だけでなく夏季もスキーの練習に取り組んだ結
果、県大会にて好成績を収め、山形県代表選手として全日本スキー技術選手権大会に出場し、全国
の舞台での活躍に至りました。
以上の事実より中崎君は、積極的なコミュニケーション能力と協調性を持ち合わせるだけでなく、分
野を問わず、目標に対する高い遂行能力を有する人材です。さらに来春からは、自動車メーカーへの
就職が内定しており、自動車分野の更なる発展を担う人材に成り得ると確信し、ここに強く推薦させて
頂きます。

76 東京都市大学 鎌田　康平
総合理工学研究科・機械専攻機械
システム工学領域・博士前期課程2
年

アルミ合金への微粒子ショットピーニング加工による表面改
質効果のミクロ評価

近年、新たな研究として微粒子ショットピーニング(FPP)が注目されている．FPPは従来の加工法よ
りも表層に高い圧縮の残留応力が付与され，表面粗さが抑制されることにより疲労特性改善効果
が期待されている．本研究ではアルミ合金(A1050，A2017，A5083)に微粒子ショットピーニング加
工を行い、材料表層部の粗度、硬度、残留応力、転位密度、結晶子サイズの変化とその相関関係
を解明し,従来のショットピーニング加工と比較した．本研究は自動車用アルミ合金の強度・疲労特
性向上への基礎的知見となることが期待できる．

鎌田康平君は，日々、材料強度学や材料解析学の知識をベースに実験研究に取り組むとともに、後
輩の研究指導にも熱心に取り組んできた．その成果は、学会でも認められ、日本鉄鋼協会第182回
秋季講演大会学生ポスターセッション発表で努力賞を受賞した経験もある．以上のことから自動車技
術会2023年度大学院研究奨励賞に推薦する．

77 三重大学 小野寺　亜由美
三重大学大学院・工学研究科・シス
テム工学専攻・博士3年生

多分岐構造をもつ熱交換器における気液二相冷媒流の分配
に関する研究

アルミ製扁平多穴管を伝熱管として用いた多分岐構造をもつ熱交換器は，冷媒充填量削減と高
性能化を両立できるため自動車や業務用の空調システムで採用が広がっている．この熱交換器
を冷媒蒸発器として用いる場合，各伝熱管への気液分配が偏りやすく，とくに液冷媒の分配が偏
ると性能低下をもたらす．本研究では，多分岐管内の気液二相冷媒流の詳細な分配特性を明ら
かにするとともに，液相分配の均一化を促進する手法を開発した．

本研究は空調システムの基幹要素の一つである熱交換器の高性能化を目的として，アルミ製扁平多
穴管を伝熱管として用いた多分岐構造をもつパラレルフロー型熱交換器を取り上げている．とくに，冷
媒蒸発器として使用する際に問題となる気液二相冷媒流の分配に注目し，その基本的な特性を実験
的に解明するとともに，液相分配の均一化手法を開発しその有効性を実証している．本研究で得られ
た知見と成果は学術的のみならず実用的にも優れており，自動車技術の発展に十分寄与しているこ
とから大学院奨励賞に推薦する．

78 東京理科大学 河原崎　慶太郎
東京理科大学大学院・理工学研究
科・電気工学専攻・修士・2年

磁気飽和による非線形性と温度による磁化特性の変化を考
慮した埋込永久磁石同期電動機のトルクリプル抑制制御

電動車両駆動用IPMSMは広い動作領域・温度条件で駆動することが考えられる。よって，トルクリ
プル抑制制御時に磁気飽和や温度条件が未考慮の場合，トルクリプルの抑制効果が悪化する恐
れがある。そこで，本研究では磁化特性の磁気飽和による非線形性と温度による特性の変化を
考慮したトルクリプル抑制制御を提案する。また，実機検証により提案法を適用し０〜80 ℃の広
域の温度帯において，高いトルクリプル低減効果を確認した。

当該学生は，申請者の研究室に学部卒研生として配属され，これまで一貫してTRAMI（自動車用動
力伝達技術研究組合）の研究に従事してきた。その研究では，市販の電気自動車のモータの電磁界
解析をはじめ，駆動用回路であるインバータの変調方式やモータのトルク制御に関する，効率やNV
（振動騒音）に与える影響などの評価，トルクリプルの抑制方法に至る幅広い研究に従事している。こ
のプロジェクトでは，JARIに設置されたベンチを用いて，多くの自動車メーカーの技術者と意見交換し
ながら進めており，後進の指導も積極的に行っている。また，次年度には大学院博士課程に進学す
ることが決まっている。以上のことから，大学院研究奨励賞候補者として，河原崎慶太郎氏を推薦い
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79 芝浦工業大学 宍田　拓太郎
大学院・理工学研究科・材料工学
専攻・修士・2年

水蒸気プロセスおよびイオン化蒸着を併用した高耐食・高導
電性複合皮膜の作製

燃料電池セパレータは高重量部品であり、自動車に使用される際、軽量化が必須である。そこ
で、次世代セパレータ材料として、軽金属であるAlが有力視されている。セパレータ材料に要求さ
れる耐食性および導電性を向上させるため、本研究では、水蒸気プロセスおよびイオン化蒸着を
用いた高耐食・高導電性複合皮膜の作製を試みた。作製した複合皮膜は、優れた耐食性および
導電性を示し、特に耐食性はAlと比較して8倍以上向上した 。

ここに受賞候補者として推薦する宍田拓太郎君は、学部３年時から大学院修士課程に至るまで指導
教員として指導して参りました。同君は、持ち前の発想力と行動力を駆使し、不可知の分野や困難な
課題に取り組み、解決することのできる能力を持った学生です。研究活動では、水蒸気プロセスおよ
びイオン化蒸着法を併用した本研究により、水蒸気プロセスで形成したAlの水酸化物皮膜に対し、耐
食性と導電性という本来トレードオフの関係にある両特性を同時に付与させることに成功しました。こ
の実現により、アルミニウム合金のセパレータ材料への適用が期待されておりますが、アルミニウム
合金が採用されればセパレータの重量は2/3以下となり、燃料電池自動車の燃費向上の一助となり
ます。また、従来の表面処理は、いずれも環境負荷の大きい化学薬品を含む廃液を多量に排出しま
す。一方、新規表面処理である水蒸気プロセスは、純水のみしか使用せず、廃液処理の必要がない
ため、非常に環境に配慮されており、低環境負荷が重要視される現代のニーズに即した研究です。
以上のように、宍田君は様々な面から今後も自動車業界の将来を担う人材として必要な資質を有し
ており、大学院研究奨励賞の受賞候補者に相応しい人物として強く推薦いたします。

80 茨城大学 藤井　裕人
理工学研究科･電気電子システム
工学専攻

1.5 倍の昇圧比を達成する高電圧 EV バッテリ用共振形コン
バータの開発と実機検証

600~800Vへと高電圧するEV搭載バッテリに既存の500V充電器を適用するためには，1.5倍の昇
圧比を有する車載コンバータが必要となる。本研究では，1.5倍の昇圧比を達成しつつ、従来技術
と比べて回路の劇的な小型化が可能な共振形車載コンバータを開発した。理論解析により，従来
方式と比べて20%程度の小型化を達成できること示した。また、電力定格が1kWの 試作回路を用
いた実機検証により、解析モデルの妥当性を実証した。

候補者は、詳細な理論解析に基づき提案技術の有効性を示し、更には車載コンバータの設計ならび
に定量比較手法についても確立させた。また、実用化を見据えて大電力化に適した回路方式の開発
も並行して行い、試作機を用いた実機試験により開発回路の有効性を実証した。候補者の研究成果
は、既存の急速充電器を高電圧EVバッテリに適用させる技術であり、充電インフラや車載コンバータ
のコストや重量増加を最小限に抑えることが可能な画期的な技術になると期待できる。以上の理由
から、候補者 藤井裕人 を大学院研究奨励賞に推薦する。

81 名古屋大学 包　娜仁
名古屋大学情報学研究科　知能シ
ステム学選考　博士後期課程修了

Data-Driven Risk-Sensitive Control for Personalized Lane 
Change Maneuvers: Our goal is to not only improve the 
driving experience but to also improve driving safety by 
preventing accidents caused by human error. Among many 
ongoing research efforts and applications currently under 
development in the field of autonomous driving which deal 
with perception, decision-making, and the control process, in 
this study, we focus on building a framework for personalizing 
control when generating lane change maneuvers for 
autonomous vehicles, directly incorporating user preferences 
and risk perception.

Most current research in the field of autonomous vehicle control assumes that all vehicles will 
follow the same patterns of automated driving behavior, resulting in systems with “conservative” 
or “average” driving styles. These systems may not be acceptable to drivers who prefer a more 
aggressive style of driving, however, while extremely cautious drivers may consider the standard 
outputs to be too aggressive. To address this problem, in this paper, we introduce Risk Sensitive 
Control (RSC), an inverse optimal control algorithm that estimates risk-sensitive driving features 
and incorporates them into a receding-horizon controller. RSC uses a meta-learning algorithm to 
update the parameters of the cost function, continuously improving the controller online as more 
and more driving data is gathered from the user and subjective risk feedback. An estimator takes 
into account individual differences in subjective risk analysis, in terms of driving features and 
surrounding vehicle locations, by adjusting the cost function and its constraints. We test this 
approach using five lane change scenarios, some safe and some risky, with thirty real drivers in a 
CARLA simulation environment. Our quantitative and qualitative evaluations demonstrate that 
the proposed framework is able to generate a user’s preferred driving maneuvers during lane 
changes, i.e., control commands the user associates with lower subjective risk, outperforming 
conventional, model-based predictive control methods in terms of replicating the user’s own 

博士課程在学中は、NEDO次世代人工知能・ロボット中核技術開発プロジェクトの中、判断根拠を言
語化する人工知能の研究に従事し、大規模実走映像・CANなどの情報を用いた高速道路の車線変
更危険状況の識別研究に従事した。または高速道路の運転危険度を主観的リスクと客観的リスクと
分けることで、運動行動の個人性を考慮するデータ駆動型車両制御モデルを提案し、CARLAシミュ
レーター上運転者募集する実証実験を行なった。日米のトップ専門家のチームに参加し、IEEE IVの
国際会議論文2件、ワークショップ1件、IEEE ITSC の国際会議論文1件、IEEE Accessジャーナル1件
など、第1著者として合計国際論文４件、国内論文２件、ジャーナル２件が採択された（合計30件の引
用）。

82 東京電機大学 中川　雄仁
大学院・理工学研究科･機械工学専
攻・修士２年

円筒内壁に衝突する放射状不足膨張噴流に関する研究

本研究の目的は，放射状に広がる不足膨張状態の超音速噴流(不足膨張噴流)が円筒内壁に衝
突する場合の流れ場の構造を詳細に調べることである．このよう流れ場は，内燃機関の吸排気弁
近傍に生じる．また，筒内直接噴射の水素内燃機関においても圧縮水素噴流がピストン表面に衝
突し，同様な流れ場が生じる．そこで，放射状に広がる不足膨張噴流が円筒内壁に衝突する流れ
場の構造について可視化や音響計測を用いて議論した．

本研究は放射状に広がる不足膨張噴流(放射状不足膨張噴流)が円筒内壁に衝突する流れ場の構
造解析を目的とする基礎的な研究である．その一つの適用例として内燃機関の燃焼室内の流れ場
が挙げられる．筒内直接噴射の水素内燃機関においては，燃焼室内の噴流形状は熱効率やNOX排
出量と密接に関係しており，このような流れ場の解析は，燃焼改善の一助となる．よって，本研究は
貴学会「2022年度 大学院研究奨励賞」に相応しいと判断し，ここに推薦する次第です．

83 静岡理工科大学 李　旻玉
大学院・システム工学専攻・修士・２
年

ペルチェモジュールを用いる車載用小型冷却装置の開発

　近年，遺伝子や細胞を利用した医療法の開発で，輸送車によるワクチンや医療用バイオ材料の
輸送には，コンパクトな冷却装置かつ低温条件が必須である.しかし、従来の冷凍システムは冷媒
とコンプレサーを使うため、冷凍システムは大きくなる傾向がある。一方、熱電冷却原理に基づく
ペルチェモジュールは直流電流を流すことによって冷却面を作り出すことが可能であるが、調査に
よると，現在市販されているペルチェモジュールによる冷却装置はすべてペルチェモジュールの一
段冷却で冷却されており,冷却温度が最大－10℃程度であった。
　そこで、本研究では, ペルチェモジュールを用いた二段冷却方式の冷却装置を設計・製作し, 冷
却装置の温度を-20°CまでPID制御することを目的とする。研究では，まず，ペルチェモジュール
の選定と設計計算を行った.続いて，冷却装置実験システムを構築した.また, 冷却実験を実施し，
冷却装置の温度特性を調査した.最後に冷却装置の内部温度を正確的に制御できるPID制御の導
入による冷却実験を実施した。一連の実験の結果、本研究で開発した車載用冷却装置冷却面の
最低温度が―38℃に達した。また、現段階では、装置内の温度が-5.5℃になった。

李旻玉さんは修士の研究期間において、与えられた研究テーマに対し、主体的に先行研究を調査し
たうえ、熱工学・伝熱工学・制御工学・熱電効果などの理論に基づき、ペルチェモジュールを用いる車
載用小型冷却装置を開発した。この冷却装置の冷却方法について理論的と実験的に詳細な検討を
加えたものであり，ペルチェを用いる新しい冷却装置の開発と応用に関する知見が得られた．また、2
年間、本人は国際学会発表1回、国内学会発表3回を行い、優れた研究事績を残した。よって，自動
車技術会大学院研究奨励賞の受賞者として謹んで推薦する。

84 慶應義塾大学 目片　悠貴
慶應義塾大学大学院・理工学研究
科･開放環境科学専攻・博士3年

カメラモニタシステムを用いた後方視界映像の提示方法に関
する人間工学的研究

間接視界をカメラモニタシステム（CMS）で代替することが可能となり、車室内での側方・後方視界
提示の自由度が高まっている。本研究では、ドライバの認知負荷の軽減をねらいとして、CMSを用
いて側方・後方視界を統合した映像を、ドライバの正面に提示することを提案した。シミュレータ実
験における走行中の生理計測および視線計測を用いた評価により、認知負荷の軽減の観点から
ドライバの正面への映像提示の有効性を示した。

目片君は、近年のモビリティの進化に伴って変化するヒトとシステムとのインタラクションについて、人
間工学的に研究を進めております。特に、カメラモニタシステムの新たな形態を探る研究テーマにお
いては、独創的なアイデアと適切に計画された実験検証について、国内外での学会でも高く評価され
ております。また、人間工学研究の中でAI技術を取り入れることを積極的に行っており、新しい時代に
おけるヒトとモビリティとの関係の創造に今後も従事していくものと思います。既に博士学位の審査に
合格しており、今後この領域を発展させる若き日本人研究者の一人として、目片君を本賞に推薦申し
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慶應義塾大学大
学院

上野　将樹
慶應義塾大学大学院・理工学研究
科･基礎理工学専攻・博士3年

過給エンジンのモデリングと非線形モデル予測制御による制
御系設計に関する研究

熱効率向上のため，過給エンジンへのアクチュエータ数が増加し，複雑なシステムとなっている。
現在，マップ制御などによりエンジン制御が行われているが，複雑なシステムに対しては適合時
間が増大してしまう。また，車載 ECU の限られた計算能力を考慮する必要もある。これらの課題
を解決するために，本研究では，過給エンジンを対象として，物理的な事前情報を考慮したモデリ
ング法と，非線形モデル予測制御の設計法を提案する。

本研究では自動車の過給ガソリンエンジンを対象として、物理的な事前情報を考慮した制御指向モ
デリング法と，計算負荷と制御性能を両立する非線形モデル予測制御の設計法を提案し，実機実験
によってその有効性を確認している。この研究は実用化を強く意識した研究であり，自動車用エンジ
ンのモデリングと制御における貢献が大である。上野君は本田技研からの社会人ドクターである。博
士課程において，エンジンのモデリングと制御の理論的な面を深く研究し，その研究成果の実車への
適用を目指している。以上より，上野君を大学院研究奨励賞に強く推薦いたします。

86
慶應義塾大学大
学院

高野　靖也
慶應義塾大学大学院・理工学研究
科･基礎理工学専攻・修士課程２年

計算負荷を切替可能なモジュール構造を用いた深層ニューラ
ルネットワークと自動車の制御モデリングへの応用

自動車の制御用モデルには，精度の高さと計算負荷の軽さが同時に求められる．そのため，開発
段階では，その２つの間のトレードオフを速やかに確認する必要がある．さらに，走行中は，動的
に変化する計算資源を最大限活用できることが望ましい．そこで，本研究では，モジュール化され
た深層ニューラルネットワークを提案し，非線形システム同定に応用することで，計算負荷を即座
に切替可能，かつ高精度なモデルの構築法を提案し，自動車の制御モデリングへ応用した．

申請者は，車載計算機の能力を考慮した制御用モデルの構築法について精力的に研究している．特
に，モデル軽量化のために，モジュール化された深層ニューラルネットワークを用いたモデリング法を
提案した．この成果は，査読付き国際会議 SICE Annual  conference 2022で発表され，計測自動制
御学会に原著論文として投稿中（現時点では条件付き採録）である．申請者は，理工学部賞（学部卒
業時に物理情報工学科で首席）を受賞し極めて成績優秀であり，強く推薦する．

87 金沢工業大学 若林　俊亮
大学院・工学研究科・機械工学専
攻・修士課程・2年

短繊維強化樹脂を用いた連続繊維CFRTPの層間せん断強
度向上に関する研究

自動車車体の軽量化のニーズにより、CFRPの適用拡大が注目されている。しかしCFRPはせん断
強度が低く、この解決が部品設計上の課題となっている。ここでは連続繊維と短繊維強化樹脂を
組み合わせて、強度・剛性の向上を試みた。その結果、上記適切な組み合わせを実験ならびに
CAEを用いて強度向上のメカニズムを明らかにした。これらにより、将来の自動車用フロアーへの

当人は学部入学時より、学生フォーミュラーにも積極的に参加し、車体の軽量化技術に大変興味を
持ち、積極的に研究に取り組んだ。その真摯な取り組みは後輩からも信頼を得ており、そのことが本
人の成長につながった。

88 千葉大学 曾　昌志
大学院・融合理工学府・基幹工学
専攻・修士2年

過給ガソリン機関の高回転高負荷運転時に発生する異常燃
焼の解析

ガソリン機関の高回転高負荷運転時に突発的に発生する高速ノックと称す異常燃焼に対し，エン
リッチメントに頼らない回避技術の開発が強く望まれる．このため，高速ノックのメカニズムを明ら
かにする必要がある．本研究では，市販の過給ガソリンエンジンを用いて異常燃焼の発生過程を
可視化するとともに，筒内圧力の燃焼解析することで，過給ガソリン機関の高回転高負荷運転時
に発生する高速ノックの発生過程を明らかにした．

曾昌志君は，過給ガソリン機関の高回転高負荷運転時に発生する異常燃焼の現象解明に関する研
究について，実験と数値解析の観点から取り組みました．この中で世界初の成果である高速ノックの
可視化，および多点圧力計測の結果から異常燃焼発生位置を推定するなど極めて優れた成果を収
めた．また，これらの成果の一部を自動車技術会の学術講演会で発表（現在，論文集に投稿中）し，
高い評価を得た．これらのことから，曾昌志君は本賞の受賞にふさわしいと考えられ，ここに推薦す

89 北海道大学 軽米　健成
工学院・エネルギー環境システム専
攻・修士課程2年生

ディーゼルエンジンのポスト噴射燃料の部分酸化反応および
壁面付着に関する研究

ディーゼルパーティキュレートフィルター（DPF）の再生にはポスト噴射が行われるが、早期のポス
ト噴射は燃料の部分酸化を、後期のポスト噴射は燃料のシリンダ壁面付着を誘発し何れも燃費悪
化に繋がる。候補者は、エンジン実験より燃料の部分酸化割合および壁面付着量を求め、3D-
CFD計算でどのように部分酸化およびシリンダ壁面付着をするのか解明し、効率よくDPFを再生さ
せるためのポスト噴射条件を見出した。

これまでポスト噴射の燃費悪化に関してここまで詳細に研究をした研究例はなく、学部から含めて3
年間、この研究に粘り強く取り組んできた。研究成果を自動車技術会秋季大会で講演し自動車技術
会論文集への掲載も確定しており、本研究はディーゼルエンジンの燃費改善に大きく貢献し高い評
価を受けていることから、大学院研究奨励賞の受賞に相応しいものと思われる。
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90 慶應義塾大学 兒嶋　佑太
慶應義塾大学大学院・理工学研究
科･開放環境科学専攻・修士2年

有限要素解析および赤外線測定による応力分布に基づく転
移学習を用いたCFRP内の欠陥3次元情報の予測

本研究では，転移学習を通して炭素繊維強化樹脂(Carbon Fiber Reinforced Plastic, CFRP)の表
面主応力和分布から内部の欠陥3次元構造を予測する．自動車車体の軽量化と燃費向上のた
め，CFRPの非破壊検査の重要性が高まっている．本枠組みでは，大量のデータセットを用意する
ことができる有限要素法による表面主応力和分布で訓練した3次元畳み込みニューラルネット
ワーク(3-dimensional Convolutional Neural Network, CNN)に，用意できる量に限りのある赤外線
応力測定による表面主応力和分布で転移学習を施す．構築した3D CNNより表面主応力和分布
からCFRP内部の欠陥予測を高い精度で実施する．

自動車のバッテリー重量増加に伴って車体軽量化が急務とされている．その候補として高比強度の
CFRPが注目されているが，車体適応には，鉄鋼に用いられる非破壊検査手法ではなく，積層材であ
るCFRPの複雑損傷を考慮した非破壊検査手法の開発が欠かせない．児嶋佑太君が開発した「有限
要素解析および赤外線測定による応力分布に基づく転移学習を用いたCFRP内の欠陥3次元情報の
予測手法」は数値解析および赤外線測定による表面応分布に基づく深層学習モデルを援用した非破
壊検査技術で，CFRP内部の3次元欠陥予測に成功している．本研究は，自動車技術の発展に対す
る学術的新規性および工業的有用性が認められるため，推薦する次第である．

91 大同大学大学院 舩橋　幹人
大同大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・修士課程２年

スクィーズ造型条件および砂粒子の種類を変えたときの生砂
試験片/鋳型の静的特性と動的圧密化挙動

自動車用の鋳鉄鋳物は生砂型を用いた重力鋳造品である。その生砂は生砂試験法で管理される
が、その管理方法が問題視されている。本研究では試験片の造型条件や砂粒子の種類を変えた
ときの静的な砂特性の変動を実験的に調査した。また静的特性を変動させる要因として造型時の
動的な圧密化機構を解析した。その結果、高充填密度な鋳型のための造型条件が見出された。
本結果は自動車を支える鋳鉄鋳物に好影響を与えるであろう。

舩橋幹人君は本学修士課程において優秀な成績を収め，修士研究に真摯に取り組み，修士論文審
査会においても高い評価を得ました．またその研究成果に関して6件の学会発表を行い，筆頭著者と
して投稿論文が掲載されるなど，学外でも高い評価を得ております．さらに同君は，修士課程におい
て，大同大学工学部機械工学科のTAとして様々な授業のアシスタントを積極的に行い，教員からも
高く信頼されております．以上の事由により，研究奨励賞にふさわしい学生として推薦いたします．な
お、就職内定先も自動車鋳物を製造する会社である。

92 北海道大学 小髙　一真
大学院情報科学院・情報科学専
攻・システム情報科学コース・修士
２年

超高磁場生成に向けた無絶縁REBCOパンケーキコイルの安
定性に関する研究

世界的に自動車の脱化石燃料化が求められている。特に、電気自動車の普及拡大が鍵となって
いる。そして、電気自動車の給電方法も広く検討されており、その中でも第２世代高温超電導体
（REBCO）を使用した超高効率給電コイルの開発も注目を集めている。本研究では、革新的な
REBCOコイル構造を提案し、その熱的安定性と機械的安定性をシミュレーションで調査し、実用化
への指針を示すに至った。

被推薦者は、新しい安定化技術である「無絶縁巻線技術」を採用した高温超電導コイルの熱的安定
性と機械的安定性をシミュレーションにより明らかにしてきた。研究成果は、国内外の学会で精力的
に公表してきており、好評を博した。そして、３編の論文が学術雑誌（査読あり）に掲載されるに至っ
た。当該研究は、電気自動車の給電技術開発に貢献する内容であり、貴会の求める優秀な人材像
にも合致することから、奨励賞受賞候補者として強く推薦する。

93 早稲田大学 鷹尾　一成
大学院・環境エネルギー研究科･環
境エネルギー専攻・修士2年

熱電発電装置を装着したシリーズハイブリッド車の燃費解析

自動車用パワートレインが多様化する中，エネルギー効率の向上が将来にわたって強く求められ
る．本研究では普及が拡大するシリーズハイブリッド電気自動車を対象に，排気管に設置した熱
電素子により，排気エネルギーを電気エネルギーに変換しバッテリーに蓄えるシステムについて
数値シミュレーションで車両燃費を評価し，その有用性や課題を明らかにした．

候補者は修士課程における研究活動に対して真摯に取り組み，新たな知見を獲得するとともに，自
動車技術会2022年秋季大会学術講演会において講演発表を行っており，研究成果の積極的な発信
にも努めている．真摯かつ積極的に研究へ取り組む姿勢は周囲の模範となるものである．以上の理
由をもって，受賞候補者として推薦する．

94 日本大学 宮内　萌衣
日本大学大学院生産工学研究科マ
ネジメント研究専攻　修士（工学）
（予定）　2年

ドライバ異常時対応システムにおける直感的な操作誘導に関
する研究

ドライバ異常時対応システム(EDSS)で直感的な操作誘導を実現するために、作動スイッチの表記
方法、さらにEDSSの作動・解除という操作頻度が非常に低くまた相反する機能の集約可能性につ
いて検討を行った。その結果、EDSSの機能・作用の表現として適切な表現方法の提案を行った。
また、システムに対する十分な知識を与えることで、作動・解除の相反する機能のスイッチを1つに
集約できる可能性があると考えられた。

本研究は時宜を得たものであり，結果の妥当性も十分にあると考えられる。さらに，研究の新規性，
学術性も十分であると判断され，自動車技術の発展に寄与するものと期待できる。

95
奈良先端科学技
術大学院大学

井上　翔太
奈良先端科学技術大学院大学先
端科学技術研究科　博士前期課程
2年

動揺病感受性個人差を考慮した動揺病症状レベルの計算モ
デル開発

動揺病は発症しやすさなどに個人差があり，その推定は困難である．自動運転車両では，乗車中
の読書や車載デバイスの操作などのタスク，自動運転制御により，車両運動の予測が難しく，動
揺病はより発症すると考えられる．本研究では，運動に加え視覚との相互作用による動揺病を症
状レベルで算出できる計算モデルを新たに提案した．提案モデルを応用することで，個人毎に適し
た動揺病低減手法の提案に寄与すると考えられる．

自動運転技術の導入により乗員は様々なサブタスクが可能になり，それが原因で動揺病が増加する
との懸念がある．動揺病の低減技術の研究が活発化しているが，動揺病の定量化，予測が重要な
要素技術である．数理モデリングの研究が進んでいるが，従来モデルでは動揺病発症率（嘔吐発症
率）を出力するものなどがほとんどであり，症状程度の推定と，個人差を表現できるモデルは存在し
なかった．本研究ではSVC仮説に基づく従来モデルを発展しさせ，これらを初めて可能にした．本研
究は十分に新規性および有用性があり，強く推薦する．

96 宮崎大学 砥上　真久
宮崎大学大学院・工学研究科・工
学専攻・修士課程・2年

車乗降両時に最適な支援器開発に向けた動作認識モデル

自動車の乗降には、「乗降介助」という言葉が存在するように、高齢者にとって危険の伴う行為で
ある。特に乗降の際に行う起立・着座は、下肢の衰えた高齢者にとって最悪転倒の危険性も想定
される。ここで高齢者の乗降支援を目的とした起立・着座認識手法を提案する。提案する手法は
センサからの距離変化のみを扱うため、非接触かつ個人情報を保護した認識が可能となる。将来
は高齢者の乗降支援システムへの応用が見込まれる。さらにこの技術を活用し、バスや電車など
の公共交通機関へ活用が期待される。

砥上真久氏は宮崎大学工学研究科の大学院生として、高齢者における自動車の乗降支援を目的と
した非接触式の起立・着座認識インターフェースを研究してきた。本人から研究への熱意が感じら
れ、その結果として多くの学会への参加と論文集の投稿を行った。（在学中提出・発表した業績の数；
国際論文集：3編の審査中、国際学会：8編、国内学会：31編）その中、現在はこの研究の成果を、high 
impactであるIEEE Transactions on Intelligent Transportation Systemsに投稿し、審査を受けていると
ころである。特に、自動車技術会2022年秋季大会第4回学生ポスターセッションに参加し、発表を行い
ました。受賞の候補者となり、研究内容について注目されました。また、社会活動として、この経験を
活かし中学生のロボコン講師として指導を行った。
以上により、砥上氏は将来の車体技術に貢献できる研究者であると評価し、責任をもって推薦する。

97 長崎大学 下原　祐全
大学院・工学研究科・総合工学専
攻・電気電子工学コース　博士前期
課程　修士2年

電気自動車駆動用アキシャルギャップ構造半波整流可変界
磁モータの開発研究

電気自動車駆動用モータに利用される永久磁石PMモータには，永久磁石資源の問題だけでな
く，固定磁束が更なる効率向上を阻害している。また，一般のラジアル構造モータでは小型化に問
題がある。本研究では，永久磁石を不要とし，回転子巻線にダイオードを持つ特殊な界磁磁束励
磁方式を用いた可変界磁モータに対して，アキシャル構造の適用を電磁界解析にて検証し，高ト
ルク密度化，トルク脈動低減について大きな改善に成功した。

候補者は，申請者の所属する研究室が提案している，特殊な界磁磁束励磁方式を持つ半波整流可
変界磁モータにして，アキシャル構造とする研究に取り組み，電磁界解析により，特殊な励磁法が適
用可能であることを立証し，ラジアル構造の通常のモータと比べて高トルク密度化，さらにトルク脈動
低減について取り組み，それら成果を，審査制度の確立した国際会議2件に発表するなど，その業績
は優れており，本奨励賞に推薦する。

98 新潟大学大学院 坂田　一真
新潟大学大学院・自然科学研究
科・電気情報工学専攻・修士（工
学）・博士前期課程２年

運転環境変化に起因する自動車ドライバストレスの顔画像分
析による推定手法の検討

長距離ドライバなどの物流を担うドライバの重要性が指摘されている中，運転中の心理的・肉体
的疲労の把握・評価による適正な労働環境の保障が必要と言える．そのための，非侵襲的かつ
非接触的に運転ドライバのストレス状態を推定する技術の確立を目的に，既存のストレス推定法
である心拍変動値と，顔の色情報（グリーン成分）の変化から２つの変化の傾向を調査，分析し，
グリーン成分の値のみでのストレス推定方法を検討した．

上記研究について，高速道路環境における起伏や車線減少などのストレス要因を提示するシミュ
レータを開発するとともに，その環境を用いて研究対象者を動員した運転実験および顔画像・生体情
報計測を行い，その分析結果から，心拍変動と顔画像情報および運転環境の相互関係を明らかにし
た．また心拍変動と顔画像情報の関係を数理モデルで表現しその妥当性を検証した．

99 広島大学 邢　文静

大学院先進理工系科学研究科・先
進理工系科学専攻　機械工学プロ
グラム・博士（工学）・2022年9月修
了

二流体噴射弁の内部流動と横風気流中に噴射した液体噴流
の分裂・微粒化挙動の解明

液柱状に噴射した燃料を横風で微粒化する技術が吸気ポート噴射ガソリン機関やガスタービン機
関で用いられている．しかし微粒化に課題があった．候補者は微粒化の改善のため噴射孔の側
壁から微粒化用空気を混合させる二流体微粒化法を提案した．混合噴射孔の気液二相流動の形
態をCFDを援用して詳しく調べるとともに，横風中に二流体噴射される液体の分裂メカニズムを解
明し，微粒化特性を求めて大幅な微粒化促進を実証した．

二流体噴射弁の混合噴射孔に最適長さが存在することは，自動車業界はじめ産業界では知られて
いたが，そのメカニズムは不明であった．候補者の成果は，この長年にわたる問題に事実上の決着
をつけた．さらに従来とは異なる視点で新しい無次元数を導き，二中来噴射弁の微粒化性能を予測
する手法を提案した．以上は博士学位論文として結実しているが，候補者は在学中から深層学習を
用いる微粒化研究にも挑戦中である．以上のように候補者は，液体微粒化研究の新しい道を切り拓
く学徒として，大学印研究奨励賞に相応しいと確信し推薦する．

100 名古屋大学 竹内　琢真
大学院工学研究科　情報・通信工
学専攻　博士前期課程2年

極数切替を利用した誘導電動機の駆動範囲拡大を可能とす
る電流ベクトル制御

本研究においては, 自動車や電動航空機の電動化が進む中で必要とされるモータドライブシステ
ムについての検討を誘導電動機を対象に行った. 
1. 誘導機の特徴を生かす高速駆動時に生じる制御上の問題点を指摘し, その解決法を示した. 
2. 低速での誘導機の効率低下といった問題に対し, 高効率駆動範囲を低速域にまで拡大すること
が可能な極数切換制御の実用化に向けた検討· 提案を行った.

竹内君は本学電気電子情報工学科4年の成績優秀者として推薦で大学院に進学し、学部時代も含
めて3年間一貫して電動車両用モータドライブの研究の研究を行ってきた。
彼は、自動車や電動航空機の電動化が進む中、モータドライブシステムの出力密度向上を可能とす
る高速駆動化に高い関心を持ち、高速駆動において永久磁石同期電動機よりも高効率である誘導
電動機を対象に以下の研究を行った。
１．その特長を生かす高速駆動時における制御上の問題点を指摘し、その解決法を示した。
　　具体的には、一般的に誘導電動機の制御設計において使用されている誘導電動機のdq軸モデル
が
　　高速になるにつれて増加する外乱誤差を内包していることを指摘するとともに、その誤差を低減し
た
　　離散dq軸モデル、更に、提案モデルに基づく電流ベクトル制御系の提案も行った。
２．低速での効率低下をカバーするため、高効率範囲を低速度域まで拡大することが可能な極数切
換技術の
　　実用化に向けた様々な検討・提案を行った。
　　具体的には、極数切換の評価が可能な計算機モデルを構築した。それを利用することで、
　　極数切替時のトルク脈動の原因が、電圧・電流・すべり周波数制限下における磁束応答の制限に
　　あることを明らかにし、極数切替時にトルク脈動が発生しない磁束制御法を提案した。
これらの研究は、誘導電動機の特長を生かした形で移動体のさらなる電動化拡大に貢献するもので

101 広島大学 林　美佑
広島大学大学院　先進理工系科学
研究科　博士課程前期　2年

自動車用排気系材料フェライト系ステンレス鋼を対象とした実
働荷重下での平均応力効果と設計指針

自動車用排気系部品として用いられるフェライト系ステンレス鋼を対象とし，実機同様の過大変形
を負荷した後，実機同様の荷重条件下における動的強度特性を取得することにより，同材の平均
応力と疲労限度の関係を実験的に明らかにすることを目指した．さらに得られた結果より，実機同
様の荷重条件下における平均応力を考慮した新たな設計指針を提案し，自動車製造現場におけ
るより安全性，信頼性の高い設計指針の策定を試みた．

受賞候補者の林美佑さんは，大学院前期博士課程において，自動車用排気系材料フェライト系ステ
ンレス鋼を対象とし，その動的強度特性の把握，および実働荷重下における平均応力効果を実験的
に検討することに注力し，得られた知見から，自動車製造現場で適用可能となる新たな設計指針の
策定に向け日々尽力しています．また学術雑誌への論文掲載，さらに国内外を問わず多くの学会・講
演会に積極的に参加することにより，自身の研究成果を広く発信することにも努めており，さらに参加
した学会・学術講演会においては2度優秀研究発表賞を受賞するなど，そのプレゼンテーション能力
についても非常に高い評価を受けています．林さんが取り組んだ一連の研究成果は，自動車に関連
する有用な知見拡充に大きく貢献したと考えられるため，彼女を自動車技術会2022年度大学院研究
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102 宇都宮大学 寺内　舜
宇都宮大学大学院地域創生科学
研究科・工農総合科学専攻機械知
能工学プログラム・修士2年

酸化グラフェンを分散した超低摩擦潤滑油の設計

 新素材の酸化グラフェンは、次世代省燃費エンジン油の添加剤として期待されている。酸化グラ
フェン粒子表層の-OH基等の官能基と、潤滑油中の油性剤との間で生じる水素結合が、低せん
断層形成のキーで、摺動部に巻き込まれることで低摩擦効果を発揮すると考えている。この検証
のため、摺動部材に油膜厚さ増幅効果のあるテクスチャを導入し、異なる潤滑状態にて摩擦評価
を行った結果、摺動部間に油膜の介在する混合潤滑域において著しい低摩擦効果を発揮する一
方で、油膜が切れ気味となる境界潤滑域でほとんど効果のないことを確認し、低摩擦化機構の妥

寺内さんは、本テーマの共同研究先である日産自動車や、協力分析機関である日産アークとの連携
を自らとり、本研究の推進にあたった他、より詳細な現象把握のため、宇都宮大学環境物質化学コー
スの名誉教授である鈴木昇先生に相談し、FT-IR分析をメカ解析に活用するなど、常に前向きな研究
姿勢であり、他の学生の模範となっている。また計５件の学会発表（内3件発表）、査読付き英語論文
１報（筆頭、審査中）の成果を残した。４月より自動車向け軸受け部品大手のオイレス工業社に入社
し、今後の自動車業界を背負う有望な人材の一人で、本表彰に値する人材である。

103 工学院大学 大塚　拓渡
工学院大学大学院・工学研究科・
機械工学専攻・修士（工学）・2年生

気体を溶解した燃料のディーゼルエンジンへの適用

自動車用ディーゼルエンジンは優れた運転特性を持つ一方，二酸化炭素排出を求められている．
本研究は燃料に気体を溶解させて噴霧特性を改善し，燃焼，排ガス特性をさらに向上させること
を目的としている．候補者はは，酸素，窒素，空気を燃料に溶解させる装置を設計試作し，燃焼特
性の把握と排ガス特性を明らかにした．これにより正味熱効率が数％向上することやPMが大きく
減少することが確認された．

候補者である大塚氏は自動車産業でエンジニアとして活躍することを大学入学時より目標としてい
た．成績は非常に優秀で，大学院では国際会議で口頭講演発表を実施している．また，自動車技術
会の学生委員としても活躍した．就職は自動車関連企業に入社予定であり，自動車産業で活躍する
ことが期待できるので推薦いたします．

104 信州大学 土屋　脩
信州大学大学院・総合理工学研究
科・生命医工学先行・修士２年

デュアルモータ駆動型羽ばたき飛行ロボットの減圧環境下に
おける揚力補償に関する設計指針の創出

本研究では羽ばたき飛行ロボットの減圧環境下における揚力補償に関する設計指針を祖創出す
るために，減圧環境下で羽ばたき翼に発生する空気力と弾性翼の運動の同時計測データに基づ
いた設計工夫により飛行可能性を示した．開発した空気力と弾性翼の同時計測技術は走行中の
車のタイヤの動きや発生する駆動力の計測への活用およびマイクななどの音響計測技術と組み
合わせることで空力騒音の同定への活用も期待できるものである．

受賞候補者は，１件の国内学会発表および査読付き国際論文に１編投稿中であることに加えて受賞
候補者所属の専攻の修士論文発表会でトップである．受賞候補者が研究開発した計測技術は自動
車のタイヤ設計や低騒音化に繋がることが見込まれる技術である．以上の理由より，2022年度大学
院研究奨励賞に推薦する次第である．

105 名古屋工業大学 下山　大樹
大学院・工学研究科・工学専攻情
報系プログラム・修士・２年

指向性のない車載型超音波センサによる３次元シーンの復
元

指向性の無い安価な超音波センサは，自動車の様々な安全装置において用いられている．しか
し，これらの超音波センサでは，物体までの距離情報は得られるが，その存在方向や物体の高さ
幅などの高解像な情報は得られない．そこで本研究では，指向性の無い車載型超音波センサに
おける物体間での音波の多重反射を用いて，カメラやLiDARで得られるような密な距離画像と物
体の種類を表すラベル画像を復元する手法を開発した．

すでに車載されている無指向性の超音波センサを用いてカメラ画像のような高解像な情報を復元す
る技術は，自動車のコストを上げずに安全性を向上することができる画期的な技術です．当該学生
は，これらの研究成果を難易度の高いIEEEの国際会議などにおいて２件発表しており，また国内会
議においても２件の発表を行うなど，優れた研究成果を挙げております．このため，当該学生を本奨
励賞に推薦いたします．

106 愛知工業大学 深本　健司
大学院　工学研究科・材料化学専
攻・博士前期課程2年

易リサイクル性・低環境負荷のオールバイオ（植物由来）ベー
スエラストマー材料の開発

本研究では、自動車部品に幅広く適用の難リサイクル性の架橋ゴムに代わる易リサイクル性・低
環境負荷エラストマー材料の開発として、全て植物由来材料で構成した天然ゴム（NR分散相：約
80%）とポリ乳酸（PLA連続相：約20%）から成る相分離構造をもち、さらにNR分散相に少量
（0.5vol%）の高補強性セルロースナノファイバーを選択的に分散させることで系の力学物性向上を
実現する構造制御技術を確立した。

受賞候補者の深本健司君の研究テーマでは、使用済み車両（ELV）から排出されるASRのリサイクル
にて最終残渣となるゴムを含めた架橋高分子の再資源化推進を念頭に、資源循環・低環境負荷型エ
ラストマー材料を開発方針とする目標設定としました。卒業研究を含めた約3年間の研究期間の内、
最初の1年半は、従来の石油由来ベースの材料構成と異なり、相互に親和性が低い複数の異種材料
同士の構成に起因して、当初の開発材は物性評価に値するレベルにはない状況にありましたが、そ
れ以降の後半期間は、強い忍耐力とチャレンジ精神を発揮した研究姿勢で、ねらいとする系の構造
形成とそれに伴う力学物性向上を達成しました。最終的にはオリジナリティーの高い研究成果に繋げ
た本人の努力を大いに評価し、大学院研究奨励賞に推薦いたします。

107 京都大学 小島　理資
大学院・工学研究科･機械理工学専
攻・修士課程2年

スクリュー理論を用いたモバイルパラレルマニピュレータの運
動解析

自動車やその部品工場において、作業効率化のためロボット機構が導入されている。特に広い作
業範囲と高い自由度を持つモバイルパラレルマニピュレータ(MPM)が注目されている。MPMには
特異な挙動を示す姿勢が存在するものの、その自由度の高さや複雑さにより、どの姿勢でどのよ
うな挙動が生じるか算出が困難であった。そこで、スクリュー理論を用いることでより簡潔なロボッ
トの解析方法を提案し、その有用性を示した。

自動車やその部品工場におけるロボット機構の導入において、事前にその運動特性を把握すること
は不可欠である。本研究は、ロボット機構の中でも近年注目されているMPMについて、より詳細な運
動解析を行うための理論を提案しており、要求される作業に合わせたMPMの効率的な運用を可能に
している。提案手法によりMPMの導入が促進されれば、製造現場の省人化や生産効率の向上に貢
献できる。このため、本候補者を推薦する。

108 室蘭工業大学 荒谷　みゆき
大学院・工学研究科･生産システム
工学系専攻・修士２年

自動車用金属ベルトＣＶＴの周方向作用力の分析とテクス
チャプーリのトルク容量評価

自動車用金属ベルトCVTのベルトクランプ力低減による動力伝達効率向上を目的として，トルク伝
達の源であるエレメント間圧縮力とエレメントクランプ力を実測し，エレメント－プーリ間の回転方
向摩擦係数を算出した．さらに，摩擦係数の異方性を発現するテクスチャパターンを施したプーリ
のトルク伝達容量をスリップアウト試験により評価した．

市販車に搭載されている金属ベルトＣＶＴの実機を用いてエレメント－プーリ間に働く摩擦係数の測定
を成功させ，油潤滑下での標準的な値である0.1程度を得た．この実験は自動車メーカーにおいても
難易度の高いものであり，他に類の無い成果と思われる．また，プーリ表面に施したテクスチャのトル
ク容量に対する有効性の有無を多方面から明らかにした結果も，伝動要素やトライボロジーの発展

109 神戸大学 近藤　大智
神戸大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・ 博士課程前期課程・
２年

NC工作機械の位置決め動作における残留振動振幅を最小
にする加減速指令設計方法

本研究の目的は，工作機械の位置決め運動時に発生する残留振動を抑制することである．残留
振動の発生を抑える位置決め指令を行うことで残留振動が小さくなるまでの待ち時間が短縮し加
工時間も短縮できる．残留振動が小さいため加工精度も向上する．工作機械は自動車の部品加
工に不可欠で，本研究成果は加工時間の短縮と加工精度の向上に寄与する．また，工作機械の
電力消費低減にも繋がりカーボンニュートラルの達成にも貢献する.

工作機械の位置決め運動時に発生する残留振動の周波数と振幅は，工作機械の動特性，駆動系の
加速･減速特性，移動指令の移動量と移動速度によって変化する．残留振動の発生を抑える位置決
め指令を行うためには，こうした変動要因を考慮した指令信号の計算が必要となる．近藤大智君は，
この指令信号を短時間で計算する合理的な方法を考案し，実証実験を行ってその有効性を検証して
いる．この方法は数値制御装置の制御方法として特許申請もしており，自動車技術会大学院研究奨

110 神戸大学 乳原　励
神戸大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・ 博士課程後期課程
（博士（工学）取得見込）・3 年

核沸騰を伴う冷媒液膜の熱伝達に関する研究

自動車駆動源の電化では，大容量，高熱流束，低熱移動温度差を達成できる冷却技術が必要で
ある．本研究では
冷媒流下液膜蒸発熱伝達を対象とし，液膜内核沸騰の液膜熱流動に及ぼす影響を明らかとし
た．気泡による熱伝
達率促進効果，ドライパッチ形成による劣化要因を定量的に示すとともに，溶射被膜による核沸
騰伝熱促進によ
って蒸気泡を微細化させることが，液膜流の均質安定化，ドライパッチ形成の抑制に有効であるこ
とを示した．

受賞候補者である乳原励君は，学部4 年（2018 年4 月）に機械工学専攻熱流体講座エネルギー変
換工学研究分野に配属され，卒業研究を開始した．研究テーマは，水平単管周りの流下液膜蒸発熱
伝達に関する研究であった．この研究は，冷凍空調システムで使用される蒸発器の省冷媒，伝熱性
能向上を目的としたものであり，実験装置の製作から始めたが，精力的に研究を遂行し，成果をあげ
て，卒業時（2019 年3 月）には国際会議で口頭発表も行っている．知識欲は非常に高く，初めての国
際会議参加であっても質問するほどである．学部での学業成績も優秀であり，首席で卒業，大学院
へは推薦枠で進学した．
  博士課程前期課程においても，更なる伝熱性能改善を目指し，溶射被膜面を導入し，核沸騰を伴う
液膜熱流動の現象解明につなげるため，冷媒物性の影響，画像分析による濡れ面積の定量計測な
ど，緻密な実験をすすめ，学術論文につなげている．米国Purdue 大学で開催された2020ne Herrick 
Conferences では Student Paper Award を受賞した．早期修了として1 年半で修士（工学）の学位を
取得し，博士課程後期課程に進学した．
  前述のように，この研究は冷凍空調システム熱交換器を対象とした研究であったが，その高い伝熱
性能，省冷媒化のメリットを電子・電力機器の冷却に活かせるのではないかと考えた．液膜蒸発流で
は熱負荷によって壁面温度が変化し，壁面温度が高くなれば核沸騰が生じる．沸騰気泡は液膜流動
の妨げとなり，気泡が大きくなると破裂したときにドライパッチが形成される．乳原君はこの事象に着
目し，沸騰開始過熱度の低減によって発泡核密度を増やし，小気泡を均質に分散させれば，液膜を
安定形成でき，高性能な冷却法を実現できると考えた．そこで，博士課程後期課程では傾斜平滑面
上の液膜蒸発熱伝達を提案，着手した．このテーマで日本学術振興会特別研究員DC1 に採用され
ている．博士課程後期課程は2 年半で早期修了し，2023 年3 月に博士（工学）の学位取得見込であ
る．
  以上のように，研究に対する姿勢，現象を明らかにしようとする意欲だけでなく実用化を想定した問

111 湘南工科大学 松川　忠彦
大学院・工学研究科・博士前期課
程・機械工学専攻・修士２年

小型水素ロータリーエンジンの燃焼特性に関するCFD解析

本研究は5cc程度の容積を持つ小型ロータリーエンジンを対象に，定性的にモデルの妥当性を検
証の上，水素燃焼のサイクル的解析および燃焼室内の流動解析を行った．モデル検証にメタノー
ル燃料の実験結果を引用し，低着火性に起因する緩慢燃焼を検証した．水素燃焼として詳細化
学反応モデルを用いて，RE内の流動・燃焼挙動について，当量比の影響，噴射量の影響などを
明らかにすることができた．本研究を通じて、小型内燃機関の技術進化に貢献することができた．

本研究は、内燃機関の技術をモバイル分野に転用する際の可能性を議論したものと位置づけられま
す．構造的な優位性に着目してロータリーエンジンを念頭に、水素燃料を用いた燃焼特性について
CFD解析がおこなわれました．サイクル的解析および燃焼室の流動解析の一連の結果を通じて、複
数の知見を示すことができた点は将来技術の展開に有用と考えられます．これらを事由として、研究
奨励の推薦案件として申請させて頂きます．

112
豊橋技術科学大
学

大亀　航輝
大学院工学研究科　機械工学専攻　
修士（工学）　博士前期課程２年

多目的最適化による車載用ワイパシステムの動作軌道生成

自動車用ワイパは運転者の視界を確保するための重要な保安部品であり，使用環境によらず安
定な動作を継続する必要があるが，フロントガラス拡大に伴うワイパの長尺化や軽量化要求によ
り設計での対応が困難になっている。本研究では，ワイパの払拭範囲と，昨今の電動化に向けて
の消費電力の２つを多目的最適化する動作生成法を提案し，有効性を実験により確認した。

受賞候補者は本研究テーマに大変熱心に取り組み，ワイパ動作生成に関する重要で実用的な知見
を得ており，有効性を実験的に示しています。本研究は企業との共同研究として行われましたが，提
示された研究計画に沿って協力的に進めることができ，担当者からも研究成果および本人の能力に
ついて高い評価を得ています。また，学業成績も良好であり，GPA3.63/4.0を収めています。人柄にも
優れ，多くの留学生を含む研究室学生から慕われ，頼られています。以上の点から，貴会大学院研
究奨励賞に相応しい人物と判断し，推薦させていただきます。

113
国立大学法人　
山梨大学

吉田　壮真
大学院　医工農学総合教育部　修
士課程　工学専攻　機械工学コー
ス2年

密度の異なる2成分気体の混合現象において密度の小さい
気体による密度の大きい気体の対流制御方法

例えば密度の大きい気体（空気）の自然対流や自然循環流が発生する際には温度差による密度
差を起因とした対流が発生する。これを極僅かな量の密度の小さい気体（ヘリウム）を注入するこ
とによって、その密度差に起因する浮力を相殺させることにより、密度の大きい空気の自然循環
流や自然対流を制御できることを明らかにした。これにより、自動車内の空調に適用することで快
適な室内環境を維持できる可能性がある。

吉田壮真君は自然循環流と分子拡散が二成分気体の混合過程に及ぼす影響を実験及び数値解析
的研究により、十分な検討と考察を通して有意な成果を得た。特に突然発生する自然循環流の発生
過程と発生時間を特定することは空間空調において種々の制御方法の観点から大きく貢献できる。
この成果を毎年開催される日本機械学会の動力エネルギー技術シンポジウムであるとか国際会議
において論文投稿及び口頭発表により報告し、日本のみならず海外の研究者や学生と意見交換を
行うことは貴重な経験となる。これより、大学院研究奨励賞に推薦する。
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114
豊橋技術科学大
学

MIN SET PAING
大学院工学研究科　機械工学専攻 
　博士（工学）　博士後期課程３年
（２０２２年９月修了）

スプライン関数に基づく平滑性と高精度性を考慮した産業機
械の最短時間動作軌道生成

自動車の一層の高性能／高機能／低コスト化のために，工作機械などの製造装置も同様に改良
されていくことが必要であるが，ハードウェアやフィードバック制御系の変更は一般に労力が大き
い。本研究では，自動車工場などにおいて運用中の送り駆動装置への直接的な応用を想定し，ス
プライン関数の凸包性を利用して種々の拘束条件を満たすことのできる新たな最適動作軌道生
成法を提案後，実験的に優れた性能を確認した。

 受賞候補者は本研究テーマに大変熱心に取り組み，自動車産業において多く利用される送り駆動
装置の動作生成に関する優れた方法を提案し，有効性を実験的に示しています。企業から貸与され
ている実際の送り駆動装置に応用し，既存の方法に対して，最適動作軌道生成のための計算時間を
約６０％低減しつつジャーク制約を満たすことができ，この効果として平均位置誤差を約１２％低減し
ています。研究成果は２編の主要な国際ジャーナルと２編の国際会議論文として採択されており，留
学生で日本語のハンディがありながら，正規年限で博士後期課程を修了しています。人柄にも優れ，
多くの留学生を含む研究室学生から慕われ，頼られています。以上の点から，貴会大学院研究奨励
賞に相応しい人物と判断し，推薦させていただきます。

115 弘前大学大学院 吉澤　桂一
弘前大学大学院・理工学研究科・
理工学専攻・修士・2年

複数車両の位置推定に用いる環境設置3D-LiDAR 群の自動
校正

環境に設置された3D-LiDAR群により，同時に複数車両・複数車種の位置及び姿勢を推定する手
法を開発している。この手法において，高い位置推定精度を実現するには，センサ設置時の位置
及び姿勢を求める校正が重要であり，本研究では，2台の車両をランドマーカーとした環境設置
LiDAR群の自動校正手法を提案した。屋外フィールドにおいて実機の建設車両を用いた実験によ
り十分な校正精度を確認し，提案手法の有効性を示した。

令和5年2月開催の選考会議にて推薦候補を審議した結果、吉澤 桂一君は自動車技術に関して有
用な成果をあげているとともに、弘前大学 大学院理工学研究科 機械科学コースにおける令和4年度
の修了予定者の中で履修科目において優秀であると判断され、また、何事も真面目に取り組む誠実
な人柄は受賞に相応しいと判断されたので、ここに推薦申し上げます。

116 東北大学大学院 平野　由夏
東北大学大学院・環境科学研究
科・先端環境創成学専攻・応用環
境化学コース・修士課程２年

熱分解法によるタイヤ用ゴムの化学原料化

自動車需要は世界的に増加の一途を辿り、タイヤ原料確保および環境保全の両立が今後重要で
ある。一部の使用済みタイヤは原形加工利用等により再利用されているが、その他の多くは熱利
用に留まり、効果的な資源循環は実現していない。本研究は、ポリイソプレンゴムからイソプレン
を回収する熱分解プロセスの構築を目的に、ポリイソプレンゴムの熱分解挙動およびイソプレン回
収に及ぼす熱分解反応条件の影響を明らかにした。

使用済みタイヤからタイヤ用原料であるイソプレンを回収する熱分解プロセスは存在せず、本研究
は、ポリイソプレンゴムの熱分解挙動およびイソプレン回収に及ぼす熱分解反応条件の影響を世界
に先駆けて明らかにしたインパクトの大きい研究である。候補者が、学部４年生から修士２年までの３
年間という短期間において、実験方法の確立から分解機構の提案まで成し遂げることができたのは、
候補者の研究に対する真摯な姿勢と努力の賜物である。学会発表３件、うち１件は優秀発表賞をもら
うなど、関連する研究分野からも高く評価されている。以上より、本研究テーマおよび候補者ともに大
学院研究奨励賞を受賞するに相応しく、ここに推薦させていただく。

117
信州大学　大学
院

守田　周
信州大学院　総合理工学研究科　
繊維学専攻　機械・ロボット学分野　
修士2年

リチウムイオン電池用のIlliteをコーティングしたLignin/PANナ
ノファイバーセパレータの作製と特性評価

近年、環境問題より電気自動車の需要は深まっており、この用途に向けたリチウムイオン電池の
開発にはセパレータの改善が必要である。セパレータは電池の安全性・機能性を担う上で重要な
部材の１つである。本研究では、木材から抽出されるLigninやBentoniteを使用することで、熱安定
性やイオン伝導性などの基本的性能向上に加えて、化石燃料の負担を減らすバイオポリマー
ベースのナノファイバーセパレータの作製および特性評価を行った。

応募候補者である守田　周は、今後の自動車に関連してくる技術分野であるリチウムイオン電池につ
いての研究を行った。電気自動車への普及に対して、リチウムイオン電池の開発は、必須になるであ
ろうと考えれる。
彼は、その中でもセパレータに着目し、更なる性能・安全性向上のための研究を行った。信州大学院　
総合理工学研究科　繊維学専攻　機械・ロボット学分野の修士研究発表会にて、彼の研究発表は、
内容共に優秀な成績を収めた。よって、本課程の学生である守田　周を2022年度大学院研究激励賞
の応募対象者として推薦させていただく存じます。

118 名城大学 近藤　海斗
理工学研究科・メカトロニクス工学
専攻・修士・２年

3D建物データを活用した衛星測位誤差のモデル化による衛
星測位性能の予測

本研究は，任意の環境での衛星測位性能の予測を目的として実施した．本研究は自動車の自動
運転における，位置推定性能向上に寄与をする．まず，二重差を利用してマルチパス誤差を導出
した．次に環境情報と併せてマルチパスの発生の程度や測位誤差をモデル化することで，衛星測
位性能の予測を可能にする手法を提案し，評価試験によりその有効性を確認した．

学業，研究において優秀な成績を修めたため

119 東京大学 角谷　勇人
東京大学大学院新領域創成科学
研究科 先端エネルギー工学専攻　
博士

タイヤ内中継コイルを用いた走行中非接触給電に関する研
究

電気自動車普及へはバッテリに起因する課題解決が不可欠である。それを実現する走行中非接
触給電の性能を大幅に向上するコイル間ギャップを短縮可能な新たなコイル構造を提案した。こ
の構造は、タイヤ内にコイルを配置する新しい取り組みであり、コイル間ギャップを従来の1/4まで
短縮し、磁界結合方式にも関わらずアルミホイールを使用した給電を実現した。さらに，大学構内
で実車評価を実施し、走行中に給電できることを確認した。

理論検討、シミュレーションのみでなく実機評価、実車での有効性確認まで実施した。また、研究成果
は電気学会論文誌4件、シンポジウム2件、国際学会2件と公表に務めた。企業との共同研究も積極
的に推進し、大学構内での実車走行まで実現した。以上の観点から受賞に足る成果と考え、推薦す
る。

120 明星大学大学院 草間　悠允
明星大学大学院・理工学研究科・
機械工学専攻・博士課程前期・２年

鉄道貨車の低床化に貢献するCFRPばね機構の開発
本研究は、荷台の低床化のためにサスペンションのばね高さを低くしつつ、ストロークを長くとるこ
とのできるばね構造を開発した。具体的には、CFRPの曲がり板バネを２枚対向に組み合わせたも
のであり、トラックやバスなど大型自動車への応用は十分に期待できる。

本研究は、大型自動車や鉄道車両など積空差の大きい乗り物に対し、新たなCFRPばねの可能性を
提案する内容で自動車技術の発展にも大いに貢献するものと考える。本研究者は、博士課程前期２
年間で積極的に研究した結果、模型サイズではあるものの有意義な研究成果を示すに至ったことは
貴会の大学院研究奨励賞に値するものと考えて、これを推薦する。

121 広島大学 山中　陵弘

広島大学大学院先進理工系科学
研究科・先進理工系科学専攻応用
化学プログラム・博士課程前期・2
年

優れた耐熱性と堅牢性を有する微粒子集積型構造発色性塗
膜の開発

次世代色材として注目される構造発色性材料は微細構造に基づく光学現象により色を呈する。本
研究では自動車ボディへの構造色塗装の実現を念頭に、微粒子集積型構造発色性塗膜に優れ
た発色の耐熱性と堅牢性を付与することを目指した。鮮やかな発色のために添加する黒色物質
の改良により優れた発色の耐熱性を実現した。さらに、塗膜の構成粒子の配列制御や粒子を接
合する添加物によって優れた堅牢性が得られることも明らかにした。

山中　陵弘氏は、広島大学　大学院先進理工系科学研究科応用化学プログラム博士課程前期（修
士課程）に2021年4月に入学し、耐退色性に優れ、安全な物質から得られる構造発色性材料を自動
車ボディへの塗装に応用することを志向して、その技術開発を行ってきた。同氏は得られた成果を国
内外の学会ならびに英文学術論文誌において自ら発表し、高い評価を受けてきた。同氏はその優秀
な成績により、博士課程前期を通常2年のところ1年半に短縮して2022年9月に修了した。よって、同
氏を自動車技術会研究奨励賞に強く推薦する。

122 東北大学 横井　瑞穂
大学院・工学研究科・知能デバイス
材料学専攻・博士課程前期2年の
課程・2年

反応分子動力学シミュレーションによる機械的作用と化学反
応が絡み合う金属材料の腐食摩耗メカニズムの解明

自動車部品の摩耗の防御は安全社会の構築に重要です。摩擦界面に存在する潤滑剤や不純物
の化学反応は金属の腐食摩耗に影響を及ぼすが、従来の摩擦シミュレーションは凝着摩耗が対
象であり化学反応を考慮できない点が課題でした。本研究では化学反応を考慮可能なReaxFF力
場に基づく腐食摩耗シミュレーション技術を開発することで、化学反応が絡む腐食摩耗メカニズム
を解明し、低摩耗金属材料の設計指針の提案に成功しました。

横井さんは、化学反応を考慮可能なReaxFF力場を用いた摩擦シミュレーションを行うことを自分自身
で着想し、力学的作用だけでは説明できない化学反応が複雑に絡み合った金属の腐食摩耗メカニズ
ムを解明するというブレイクスルーを達成しました。この成果をアメリカで開催された国際会議
PacSurf2022にて発表し、Hot Paperに選ばれるなど海外の研究者から高く評価されました。さらに、
筆頭著者として執筆した論文は、日本コンピュータ化学会が発行する査読付き論文雑誌、J. Comput. 
Chem. Jpn. Int. Ed.に採択されました。これらの成果は、自動車のみならず広く工業部材の摩耗の予
測と防御につながる重要なものであると考えます。

123 東京都立大学 嶋崎　真琴
システムデザイン研究科機械シス
テム工学域・博士前期課程・２年
（修士（工学））

近赤外分光法を用いた搭乗者の血行評価指標の検討

自動車搭乗者にとって快適なシートや車内環境を設計評価するために，乗員の身体的心理的スト
レスを定量的に評価することは重要である．本研究では近赤外線分光法を用いて，僧帽筋などの
血行状態を簡便かつ定量的に評価し得る評価法ならびに評価指標を提案することを目的とする．
結果，短期間の運動負荷試験と，その状態から回復過程でのヘモグロビン濃度の収束時間の評
価が有用であることを明らかにした．

嶋崎さんは学業優秀で，授業成績評価では学域（専攻）内で第一位の成績を修めた．研究に対して
も，自動車への長時間搭乗時に問題になる腰や肩の凝り，痛みを定量的，かつ簡便に評価する手法
と評価指標の提案研究に注力した．本研究はヒトと対象とした実験で，定量的評価が難しく，かつ長
時間の疲労試験などを行う必要性があるなど，実現が難しい課題であったが，嶋崎さんは粘り強く本
課題に取り組み，有用な成果を得たことは本賞への推薦に値する．

124
北見工業大学大
学院

宮下　航
北見工業大学大学院工学研究科 
工学専攻 博士前期課程2年

大規模太陽光発電と電気自動車の連系による小規模送電網
の計画

電気自動車と再生可能エネルギーを連系することで、地域のエネルギー供給を行う際の、小規模
送電網（地域マイクログリッド）を計画した。分散配置された大規模太陽光発電が送電網で結ば
れ、変電所を介して地域に電力供給するには、電力の需給収支を安定させる蓄電池を要する。本
研究では、電気自動車の稼働特性と導入シナリオを調査して、電気自動車が地域マイクログリッド
に与える環境負荷の低減と経済性について明らかにした。

自動車に係る技術分野の研究で、大学院で優れた研究を行った大学院修了予定者であるため。当
該学生は国際会議2件、全国学術講演1件、支部講演2件を行っている。

125 早稲田大学 林　弘昭
早稲田大学大学院・創造理工学研
究科・総合機械工学専攻・博士（工
学）・博士後期課程3年

交通事故に繋がる潜在的危険状態の早期検知システムに関
する研究

本研究では，ヒューマンエラーによる交通事故の未然防止を目的に，事故に至る可能性が高い潜
在的危険状態を検知するシステムを開発した．運転にかかわる３要素，すなわち運転者，車，交
通環境を取り入れ，教師あり学習や教師なし学習を使い分けて，状況認識の推測，運転行動の評
価，そして発病予兆の検知を行った．実環境データを用いた分析やドライビングシミュレーターを
用いた評価実験を行い，システムの有効性を確認した．

林弘昭君は，学士，修士，博士課程の研究で，運転者の潜在危険状態の早期検知に関する研究開
発を実施してきました．主に，状況認識度合の推定，健康異常兆候の検知，及び運転行動の評価に
効果的な手法の提案です．彼は優れた研究能力と分析のスキルを発揮し，自動車技術会，IEEE を
含んだ国内外の知能自動車や機械工学に関する主要な会議やジャーナルで多数の論文を発表して
います．彼の卓越した研究成果は特許化され，2019 年度の日本機械学会若手優秀講演フォロー賞
を受賞したほか，2018年度のヴァレオイノベーションチャレンジでグローバルファイナリストとして選ば
れ，2019 年度のSTART 社会的還元加速プログラムにも採択されたことから，安全な車社会の実現
に貢献できるものだと言えます．以上より，林弘昭君の業績は抜群であり，これからの自動車技術・
社会の発展に大きく寄与すると期待できることから，林弘昭を自動車技術会の研究奨励賞に推薦し

126
東海国立大学機
構 岐阜大学

水野　恭兵
岐阜大学大学院・自然科学技術研
究科・知能理工学専攻知能機械領
域・修士・２年

液体燃料の噴霧燃焼の高効率化に向け、流体力学的不安定
性が液体微粒化に及ぼす影響を調査した。

エンジンの高効率化に向け、高Weber数噴射技術の開発が進められているが、高Weber数での微
粒化原理は明らかにされていない。受賞候補者の研究では、高Weber数域での液滴微粒化にお
ける流体力学的不安定性の影響が調査され、Weber数が大きくなるほど、Rayleigh-Taylor不安定
性が微粒化粒径に及ぼす影響が大きく、Kelvin–Helmholtz不安定性の影響は小さくなることが示さ
れた。この結果から、高効率エンジンの設計思想として、Rayleigh-Taylor不安定性波長評価の必

受賞候補者は、エンジンの高効率化に向けた液体微粒化ダイナミクスの研究を行い、流体力学的不
安定性が微粒化に及ぼす影響を調査した。この研究成果は、多くのシンポジウムやジャーナル論文
において高評価された。受賞候補者が明らかにした微粒化ダイナミクスは、エンジンの高効率化に向
けた設計指針となり、今後のエンジン開発に多大な貢献を及ぼすと考える。以上の理由により、水野
恭兵氏を自動車技術会2022年度大学院研究奨励賞に強く推薦する。

127 神奈川工科大学 藤原　誼紀
神奈川工科大学 大学院 工学研究
科 機械システム工学専攻 博士前
期課程2年生

左右輪独立操舵制御が車両運動に及ぼす影響

本研究では，左右輪を独立に制御することで車両運動性能の向上を図ることを目的とし，旋回性
能を向上させる制御と理想ばね上姿勢を実現する制御を提案し，制御則の効果を本研究室で開
発されたフルヴィークルシミュレーションにより検証した．また，既存のステアリング装置に追加し
てハブにも操舵機能を持たせた車両を用いた実車試験で，ばね上姿勢への効果の確認とレーン
チェンジ中のドライバーの操舵行動への影響を確認した．

本研究では左右輪を独立に制御することで車両運動性能の向上を図ることを目的とし，前輪に適用
した場合，後輪に適用した場合を網羅的に調査することができた．前・後輪アクティブステアの制御構
築，実車環境構築，評価試験，データ解析とも藤原君が実施し，得られた研究成果は当該アクチュ
エータ（ステアリング機能付きハブ（sHUB））の制御効果を確認するために非常に有用なものであっ
た．



自動車技術会2022年度大学院研究奨励賞受賞者一覧

128 東京工業大学 萩原　春妃
工学院機械系エンジニアリングデ
ザインコース　修士2年生

氷河上湖検出を対象とした多種衛星データの深層学習への
適用性

自動車の排気などによる地球温暖化の影響を知る目的で、地球環境を人工衛星により観測する
リモートセンシング技術の発展が重要である。本研究は、特に気候変動の指標となりうる氷河の
変化を、氷河上湖の分布を衛星搭載合成開口レーダデータから抽出するものである。深層学習に
おいて衛星データの多偏波情報を特徴量として追加する提案を行い、既存手法より効率的に氷河
上湖の自動検出が可能となることを示した。

萩原春妃さんは、自ら課題を明確に設定し、多くのアイデアを提示してその実装・評価を行うなど、優
れた分析能力および問題解決能力を身につけました。本研究はエンジニアリングデザインコース内で
の中間発表、修士論文発表において、高い評価を受けております。以上のことから、萩原春妃さんを
2022年度自動車技術会大学院研究奨励賞受賞候補者として推薦致します。

129 東海大学大学院 嘉山　周汰
東海大学大学院　工学研究科　機
械工学専攻　修士（工学）　2年

電磁石と永久磁石による薄鋼板のハイブリッド磁気浮上シス
テム（最適化された永久磁石配置による浮上性能に関する実
験的検討）

自動車の外板に多く使用されている薄鋼板の製造ではローラの接触による表面品質の劣化が問
題となっている。本研究は電磁石の吸引力を利用した磁気浮上システムについて検討を行ってい
る。このとき浮上用電磁石の周囲に永久磁石を配置するハイブリッド磁気浮上システムを提案し、
遺伝的アルゴリズムを用いることで永久磁石の配置を最適化した。さらに得られた配置を用いて、
浮上安定性が向上したことを実験的に示した。

同氏は修士課程において上記研究テーマに精力的に取り組み、研究成果を学術論文に筆頭4編、共
著3編の合計7編投稿して掲載されています。また学会発表も活発に行い、6件の学術会議に参加し
て国内外の研究者や企業のエンジニアと活発に交流を行いました。上記の通り自動車に関連する技
術分野において目覚ましい研究成果を上げたことから、大学院研究奨励賞に値する人物であり、ここ
に推薦いたします。

130 大阪大学 橋本　康裕
大阪大学大学院・工学研究科・マテ
リアル生産科学専攻・博士前期課
程・2年

圧力制御サイド通電圧接法による銅とアルミニウムの異材固
相接合

自動車のＥＶ化に伴う車体重量の増加を抑制する手段として，銅とアルミニウムの接合が切望さ
れている．熱物性値の違いや接合界面における脆弱な金属間化合物層の形成により，溶融溶接
で良好な接合部を得ることは困難であるが，本研究では自ら開発した固相接合法である圧力制御
サイド通電圧接法を適用することで，優れた機械的特性を有する継手の実現に成功した．本接合
法は昇温に要する消費電力が少なく，工業的にも有利である．

本接合法は銅とアルミニウムの異種接合において高い信頼性をもつ接合部を得ることが可能であ
り，ＥＶに多く搭載される電装部品の軽量化に貢献できる．電装部品には多くの銅が使用されている
が，本技術を実用化することで銅を部分的にアルミニウムに置き換えることができ，軽量化の観点か
ら自動車産業に大きな影響を与えることが予想される．さらに本接合法では接合面積が大きな被接
合材であっても，低い電流値で接合が可能であり，エネルギーの観点で工業的に有利である．本技
術は受賞候補者自身が装置の設計・製作から行った研究が実を結んだものであり，本章にふさわし

131 愛知工業大学 髙田　宗一
大学院・工学研究科・機械工学専
攻・修士2年

ヒートバランス計算解析を応用した樹脂搭載エンジンに関す
る研究

自動車の電動化が進む中HEV等で内燃機関の利用が拡大すると予測されておりエンジンの熱効
率改善が求められている．シリンダライナー外周部に熱伝導率の低い樹脂を適用することで冷却
損失低減を図り熱効率の向上を目指す．エンジン筒内を再現した3次元シミュレーションモデルを
用いて，樹脂適用の有無に対する図示仕事量を算出した．樹脂適用により図示仕事量が増加す
ることが確認され，樹脂適用による熱効率向上の可能性を示した．

本研究はエンジンの燃費改善の一環として，シリンダライナー外周部に樹脂を適用することにより熱
効率の改善が期待できることを示した．現在，樹脂を搭載した実機での解析も進めている．3次元シ
ミュレーションではエンジン筒内の可視化が可能であり，要因解析ができるという意味で有効である．
また，髙田君は自動車技術会中部支部学生自動車研究会の委員長を務め，学自研行事の開催をサ
ポートし学生の学びや交流の場を設けることに尽力した．学自研行事の活動内容を広めるためのレ
ポートの執筆も行った．以上の実績から大学院研究奨励賞に推薦する．

132 東京理科大学 仁村　友洋
東京理科大学大学院・理工学研究
科・機械工学専攻・博士後期課程3
年

乱流低減と弾性乱流の解明に向けた粘弾性流体クエット流
の渦変調と不安定性の研究

自動車産業における粘弾性流体との関わりは、ポリマー添加剤を含む液体燃料や潤滑油・潤滑
グリースである。一般的に粘弾性流体は、水などのニュートン流体とは異なる効果（低速流れでの
弾性乱流発現や高速流れでの乱流摩擦低減）をもたらす。燃料混合や潤滑性能に資する各効果
の機構解明を目指して、本研究では主に回転平面クエット流を対象に直接数値シミュレーションと
可視化実験を行い、渦変調や流動遷移過程を明らかにした。

当候補者は、学部から大学院博士後期課程において、粘弾性流体の流動不安定性について数値的
および実験的研究に取り組んできた。粘弾性流体に特有の渦の安定化と不安定化を数値解析により
解明し、３編の原著論文を英文学術誌に第一著者として発表している。また、共同研究先のスウェー
デン王立工科大学に1年間滞在して、世界初となる粘弾性流体の回転平面クエット流の実験を実施
し、特異な流動状態を発見した。この結果についても学術雑誌への投稿準備を進めている。同氏は、
日本学術振興会特別研究員DC1に採用され、複雑流体研究会での優秀発表表彰も受賞されており、

133 埼玉大学 矢部　巧馬
大学院・理工学研究科・数理電子
情報系専攻・修士2年

組込みメニーコアプラットフォームを用いた自動運転システム
向け推論システムの構築と評価

本研究では，自動運転システムに向けて，組み込みメニーコアプラットフォーム上での物体検出タ
スクを実行するシステムの構築と性能評価を行った．推論システムには，メニーコアプラットフォー
ム専用の深層学習コンパイラを使用することで高性能な推論を実現した．さらに，本研究の包括
的な評価によって，メニーコアプラットフォームは低電力を維持しながらリアルタイム性を満たす推
論速度を実現できることが明らかになった．

本研究は，”Exploring the Performance of Deep Neural Networks on Embedded Many-Core 
Processors” と題して，ACM/IEEE 13th International Conference on Cyber-Physical Systems 
(ICCPS2022)で採択された研究である．
ICCPSはCyber-Physical Systems (CPS)領域のトップカンファレンスに位置しており，日本の修士学
生としてフルペーパーの論文が採択されたのは史上初である．
以上のことから，本研究を自動車技術会の大学院研究奨励賞に推薦する．

134 慶應義塾大学 沖野　友則
慶應義塾大学大学院システムデザ
イン・マネジメント研究科修士２年

アリの交通モデルの模倣による渋滞を抑制する速度を提示
する管制システムのデザイン

この研究では、高速道路での渋滞を抑制するため，フェロモンの濃度を基に交通情報を把握して
速度を調節しながら，列をなして渋滞なく移動するアリの交通モデルを模倣した管制システムのデ
ザインを行うことを目的としている．管制システムで前方の交通情報を把握し、後続の車両に対し
て渋滞を抑制する速度を提示することで、間接的に交通情報をやり取りできる交通モデルを提案

すでに知られているアリが渋滞なく移動できることを現実の交通システムに応用しようとする研究であ
り、管制システムを利用することを前提とした現実的な交通モデルを提案している。また、限られた条
件ではあるもののシミュレーションによりその効果を示しており、今後の研究の進展が期待できる。

135
国立大学法人名
古屋大学

青木　瑞穂
東海国立大学機構名古屋大学　大
学院工学研究科　機械システム工
学専攻　博士後期課程１年

4輪独立駆動力系の冗長性を活かした障害物回避制御の実
現

車輪内部に駆動力を配置するインホイールモータの性能が向上したことで、４輪の駆動力を独立
して制御可能な自動車が実用段階にある。４輪独立駆動力系は制御の自由度が大きく、従来より
柔軟な自動運転制御が可能となる。本研究では前輪操舵機構が故障した場合について４輪の駆
動力制御により障害物を回避する状況を想定し、非線形モデル予測制御に基づく提案手法を用い
ることで緊急回避が実現可能であることを示した。

自動運転システムの普及への期待が高まるにつれて、高い安全性の確保が求められている。青木
君は４輪の駆動力を独立して制御可能な自動車（４輪独立駆動力系）に着目し、系の冗長性を活か
すことで従来では避けられなかったリスクへの対処に取り組んだ。非線形モデル予測制御に基づく彼
の提案手法は、前輪操舵機構が故障した状況下においても車輪の駆動トルク制御のみで障害物に
回避することを可能にした。彼の研究成果は IEEE の ITS 分野のトップカンファレンスである 
ITSC2022 にも採択されるなど、学 術研究領域での評価も高く 、今後の自動運転システムの安全
性・信頼性向上に寄与することが期待される。さらに、研究外の活動として自動車技術会が開催する
自動運転AIチャレンジ2022で上位３位入賞するなど、自らの技術向上にも積極的である。以上の成

136 北九州市立大学 有島　承多朗
北九州市立大学大学院・国際環境
工学研究科・環境工学専攻・博士
前期課程2年

アンモニア空気予混合火炎のイオン電流特性に関する研究

船舶や自動車用内燃機関においてカーボンフリー燃料として水素やアンモニアが注目されてい
る．本研究では，アンモニアの燃焼センシングのためのイオン電流特性の基礎データ取得を試み
ている．燃焼速度が低く，不安定であるアンモニア空気予混合火炎を，よどみ板を用いて定在さ
せ，イオン電流を測定するシステムを完成させた．定在可能な範囲で当量比を変化させ，イオン電
流値と当量比との関係について調査を行った．

有島承多朗君は本研究を遂行するため，学部4年生から修士2年生の3年間に渡り，実験装置の設
計・製作，実験方法の検討などを行い，アンモニア空気予混合火炎におけるイオン電流測定システム
を完成させた．第59回，第60回燃焼シンポジウムにて，修士1年生では，イオン電流測定結果につい
て口頭発表し，修士2年生では，イオン電流特性について素反応計算結果との比較を行い，ポスター
発表を行っている．この成果は今後，アンモニア燃焼のセンシング技術の構築に役立つものである．
研究に取り組む姿勢や探求心は受賞に値するものであるので，有島承多朗君を推薦致します．

137 岡山大学       宮尾　康平
大学院・自然科学研究科･機械シス

              テム工学専攻・博士前期課程2年
副室式ガスエンジンにおける副室内点火プラグ近傍局所当

                              量比計測

岡山大学では，点火プラグ近傍の燃料濃度計測について研究している．混合気の燃料濃度は着
火性に影響して燃焼過程に寄与する．副室式エンジンの副室内では燃料と希薄予混合気の不均
一場が形成されるが，燃料濃度の計測が可能となれば，エンジンの高効率化および有害物質の
低排出化につながる．本研究では，副室式エンジンを模擬した圧縮膨張機関を用いて，点火プラ

                                                                                                                                                                                         グ近傍の分光解析により，燃料濃度の調査を実験的に行った．

宮尾康平君は，副室式エンジンを模擬した圧縮膨張機関を用いて，副室内の点火プラグ近傍局所当
量比の計測について研究してきた．分光器および光ファイバを用いて，火花放電時の発光スペクトル
を分光解析し，点火プラグ近傍の燃料濃度を調査した．点火プラグ近傍の燃料濃度計測は副室式火

                                                                                                                                                                                        花点火ガスエンジンの高効率化のための一助となるだろう．よってここに推薦いたします．

138 早稲田大学 菅谷　裕大
早稲田大学院・創造理工学研究
科・総合機械工学専攻・修士2年

高速パータベーションを適用した三元触媒の過渡反応および
浄化性能向上メカニズム解明に関する研究

自動車用三元触媒の浄化性能向上技術として昨今注目されている，触媒流入空燃比パータベー
ションのメカニズムを実験と数値計算によって明らかにした．制御手法としては低振幅かつ高周波
数にすることが有効であり，高SV時には定常供給と比較した際の上昇幅がより向上することが分
かった．また，高周波数パータベーションを適用することで，貴金属表面の被毒を解消し，高活性
である空きサイトを増加させることが明らかになった

被推薦者は、修士課程からAICE（自動車用内燃期間技術研究組合：自動車関連企業７０社からなる
コンソーシアム）、FVV（ドイツの自動車関連企業が集まるコンソーシアム）との共同プロジェクト「高速
パータベーションを適用した三元触媒の過渡反応および浄化性能向上メカニズム解明に関する研究 
」を行いました。同プロジェクトでは、本学、カールスルーエ工科大学(KIT)、トヨタ自動車、デンソー、
他、計２０社が参画する中で研究の実務を担当し推進しました。特に、実験とともに、詳細な表面反応
過程を考慮した数値シミュレーションにより排出ガス濃度の振動が触媒表面の空き活性サイトを増加
させ、それにより浄化反応を促進するメカニズムを見出した点を評価しています。以上から、貴会大学
院研究奨励賞に推薦しますので、ご高配いただきたく宜しくお願いします。

139 東京大学 原田　龍之介
東京大学大学院・新領域創成科学
研究科・人間環境学専攻・修士・２
年

自律移動における搭乗者の不安生起特性を考慮した情報提
示の効果

自律移動機能を有するモビリティが普及する中，自律移動体の搭乗者が不安を感じない快適なシ
ステムの設計が求められている．本研究では情報提示を行うことで不安低減させることを目指し，
自律移動時のモビリティ・周辺環境に対して搭乗者が不安生起する際の特性を明らかにし，その
特性に基づく情報提示の要求機能を抽出した．本研究の知見は自動運転車など自律移動する際
の搭乗者を有する他のモビリティに対する応用も期待できる．

本研究課題を達成するには、工学、情報学の知識以外に認知心理、人間工学の知識が必要となる。
原田君は、人間工学の論文調査、認知心理の専門家と議論することにより学際的に研究を行い、本
研究課題を達成した。その姿勢は非常に真摯であり、その成果は 第21回情報科学技術フォーラム、
システムインテグレーション部門講演会、7th International　Conference on Human Computer 
Interaction Theory and Applications (採択率３０％)で発表を行い、多大なる功績をえた。これを評価

140 東北大学 酒田　一帆
東北大学大学院・工学研究科・化
学工学専攻・博士前期課程・2年

Volume of fluid (VOF)法を用いた回転霧化静電塗装機から射
出される塗料液滴の電場下における挙動の解明

自動車塗装で利用されている回転霧化静電塗装機ではノズルに負電圧を印加し塗着を効率化さ
せている．一方，帯電した塗料液滴の挙動に関する知見は実験的検討が困難なため僅少であ
る．また，帯電液滴の挙動は電気的緩和時間に依存すると考えられるため，電気的緩和時間を考
慮可能な検討手法が必要である．そこで，液体界面の捕捉に優れたVOF法に基づき電気的緩和
時間を考慮可能な電気流体力学シミュレーション手法を開発した．

既存の電気流体力学シミュレーションでは，電位ポテンシャルのポアソン方程式と電荷密度の輸送方
程式を別々に解いていた．本研究では二つの基礎式の連成解法を提案した．これにより，基礎式に
含まれる電気導電率と誘電率が同時に考慮され電気的緩和時間の影響を正確に計算できるように
なるため，回転ベルカップにより微粒化された塗料液滴が帯電する様子や車体表面への衝突現象な
ど，関連する事象を高精度かつ高速に計算することが可能となった．本手法は最適な塗装条件を探
るための強力なツールになりうる．よって，本大学院生を貴大学院研究奨励賞に推薦する。

141 防衛大学校 武井　明俊
防衛大学校 理工学研究科 前期課
程　修士2年

下部からの衝撃を受ける車両の内部に設置する衝撃緩衝座
席の開発

近年，日本においてもテロ等の脅威が増しており，自衛隊車両や警察車両などへの被害が懸念さ
れている．一方で，車両の強化はある程度進んでいるものの，爆発物等の衝撃が直接人に及ぶ
ことも考えられるが，座席による緩衝は現在考慮されていない．本研究では海外でみられるばね
やダンパによる衝撃緩衝座席に代わり，天井等からの懸架式の座席を考案し，その衝撃緩衝効
果を車両と座席の模型実験により検証した．

研究にて試作した模型により，座席機構の衝撃緩衝効果が示された．また，座席機構の検証を効率
的に行うために爆発実験に替わる，火薬を用いない衝撃模擬装置の開発も大きな成果の一つとなっ
た．本研究は機械工学専攻の発表会における教官の投票により3位の評価を受け，自動車系を含む
動力学系では1位の評価を受け，自動車関連の研究に相当するため推薦する．

142 広島市立大学 亀山　勇希
広島市立大学大学院・情報科学研
究科・システム工学専攻・修士（情
報科学）・博士前期課程2年

事象関連電位に着目した走行音変化に対する注意機能の評
価

本研究では，事象関連電位(ERP)に基づく自動車走行音の変化に対する選択的注意の向きやす
さを評価することを目的として，特性の異なる走行音によるERPの違いを観測することで走行騒音
の中から注意が向きやすい音および意識しやすい音の特性を解明し，神経生理学的な視点から
走行騒音の低減および快音化の指標を見出す．

本研究が自動車に関連する研究内容であることに加え，所属するシステム工学専攻の全教員による
評価により最優秀修士論文に選定されたため．
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143 広島市立大学 村井　研太
広島市立大学・情報科学研究科・
情報科学専攻・博士（情報科学）・
博士後期課程3年

自動車エンジン音における音質制御に関する研究

本研究では，自動車エンジン音を対象とした能動音響制御(ASC)と受動音響制御(PSC)によるサ
ウンドデザインを，ASCでは低周波数域，PSCでは高周波数域を対象にそれぞれ行う．ASCを用
いた低周波域の音質制御では運転パターンと好みの音の共通点からユーザの好みのサウンドへ
と制御する手法と評価について提案し，高周波域に関するPSCでは吸音材による制御が聴感印
象に与える影響について明確化した．

本研究が自動車に関連する研究内容であることに加え，情報科学専攻内で優秀と評価されたため．

144 日本大学 佐々木　俊輔
日本大学大学院・生産工学研究
科・数理情報工学専攻・博士前期
課程・2年

自動車用防音システムの最適仕様に関する研究

自動車の電動化に伴いモーターやインバータの高周波ノイズ，顕在化するロードノイズの高周波
はガラス部から車室内へ空気伝播音や固体伝播音として入る比率がエンジン車に対し高くなると
考えられる．対策手法として遮音ガラスを含めた車室内の防音システムの最適化が益々重要であ
る．本研究ではこれらの騒音を低減させる防音システムの最適仕様を車内外の温度差による音
響特性への影響も考慮してBiot理論とGAを用いて明確にした.

自動車のEV化により従来のエンジン車に対しノイズの種類やの寄与度が異なる中、更なる軽量化が
求められる。この課題に対し本研究により，環境温度も考慮したウエイトパフォーマンスの高い遮音ガ
ラスを含む車室内の防音システム仕様が提案できる。このことは非常に価値があり有用であることか
ら強く推薦する.

145
東京都市大学大
学院

髙木　凌
東京都市大学大学院・総合理工学
研究科・機械専攻・機械工学領域・
修士（工学）・修士２年

ポリエチレンジオキシチオフェンおけるp型及びn型の巨大
ゼーベック効果

電気自動車の普及に伴う電力需要の増大が必至である。しかし現在の電力供給は主に火力や原
子力発電に頼っており、再生可能エネルギーによる現実的な電力供給が求められている。本研究
では、導電性高分子であるポリエチレンジオキシチオフェンを用いて、p型及びn型の巨大ゼーベッ
ク効果を実現した。この技術は、電気自動車の充電電源としてのみならず、その軽量性から車体
内における高効率エネルギー回収技術としても期待できる。

髙木凌君は、電気自動車の完全なゼロエミッション化に必要となる再生エネルギーの開発を目的と
し、上記の研究により同系材料でのp型及びn型の高性能熱電変換材料を実現した。この成果の一部
で特許の申請も行っており、研究の更なる発展が期待できる。現在、学術論文の執筆中であり、研究
に対する真摯な取り組みや探求心は、多くの学生の手本となっている。以上の状況を鑑み、髙木凌
君を機械領域の大学院研究奨励賞に強く推薦する。

146 岐阜大学 神谷　隼生
大学院・自然科学技術研究科･エネ
ルギー工学専攻・修士(工学)見込・
2年

画像認識による簡便な高解像ふく射2色CT温度場計測法の
開発

エンジン筒内のような燃焼場に対して，周囲からIRカメラで撮影することで投影データを取得し，温
度場を再構成する手法を開発した．カメラの空間座標および角度を撮影された画像から自動的に
計算することにより，レールの剛性が確保できない場合においても簡便に大量の投影データを得
ることができ，これをOSEM法により再構成することで高精度・高空間解像度の温度場計測が可能

修士論文発表会における審査で最も多くの得票を得た．

147 同志社大学 京山　周平
同志社大学・大学院・生命医科学
研究科　医工学・医情報学専攻

パルス電解ニッケルめっきを触媒とした化学気相蒸着法によ
る炭素繊維へのＣＮＴ析出

車体軽量化のため，利用が期待されてる炭素繊維強化熱可塑性樹脂複合材料の様々な特性向
上を目的として，炭素繊維表面にカーボンナノチューブ（CNT）を析出させたCNT析出炭素繊維が
開発されている．本研究では，CNTの析出に必要な触媒となるNi粒子の析出に，パルス電流を利
用することで，その粒子数や粒子径を制御する方法を開発し，これに対応して析出するCNTの析
出密度および径が制御できることを明らかにした．

自動車においては，軽量化のため炭素繊維強化樹脂基複合材料(CFRP)の適用拡大が期待されて
いる．本研究は，炭素繊維表面に析出させるCNTの析出密度や径を制御するために必要なNi粒子の
析出に，パルス電解ニッケルめっきを利用する方法を開発したものである．受賞候補者が新たに開
発した方法により，機械的特性に優れたCFRPの開発が期待される．これらの結果は，自動車に関連
した技術分野の発展に大きく寄与するものであり，大学院研究奨励賞受賞者にふさわしい学生であ

148 名古屋大学 尾頭　花奈
名古屋大学・情報学研究科・知能シ
ステム学専攻・博士前期課程2年

移動の楽しさを促進するエンターテインメントシステムの研究

ドライブ旅行のうち、自動車乗車中の出来事も大切な思い出の一部である。しかし、長時間に及
ぶ乗車中の映像を見返し、要約動画を作成するには、多くの手間と労力が必要である。そこで、私
は、ドライブレコーダのデータからドライブ旅行の要約動画を自動生成するシステムを作成した。ま
た、被験者実験の結果、提案システムが、ドライブ旅行の楽しい振り返りを支援することを確認し
た。本研究は、自動車乗車後のUX向上に貢献する。

尾頭さんは、これまで十分に議論されてこなかった自動車乗車後のユーザーエクスペリエンスの分野
を開拓する研究であり、自動車のUXの分野全体の発展に寄与している。また、尾頭さんの作成した
システムはソフトウェアの観点からも、細部まで精巧に作られており、実用性が高い。
よって本研究の研究成果を評価し、貴会の研究奨励賞に推薦する。

149 同志社大学 荒谷　悠介
同志社大学・大学院・生命医科学
研究科　医工学・医情報学専攻　博
士後期課程3年

ガラス繊維／熱可塑性樹脂界面特性の評価とそれを応用し
た複合材料の開発

ガラス繊維をはじめとする連続した強化繊維に熱可塑性樹脂を含浸させた繊維強化熱可塑性樹
脂複合材料（FRTP）が，その高物性により注目され自動車産業を中心に拡大が図られている．本
研究では繊維樹脂界面における化学的結合と物理的結合に着目し，それぞれが界面強度や
FRTPの機械的特性に及ぼす影響を明らかにするとともに，繊維樹脂界面に関する知見を応用し
た複合材料を開発した．

自動車においては，軽量化のため，ガラス繊維をはじめとする連続した強化繊維に熱可塑性樹脂を
含浸させた繊維強化熱可塑性樹脂複合材料（FRTP）の適用拡大が期待されている．受賞候補者は，
ガラス繊維／熱可塑性樹脂界面特性の評価手法を開発するとともに、繊維樹脂界面に関する知見を
応用した複合材料の開発に関連した研究を実施した．これらの成果は，自動車に関連した技術分野
の発展に大きく寄与するものであり，大学院研究奨励賞受賞者にふさわしい学生であるため，ここに

150 大阪大学 福地　高明
大阪大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・修士2年

薄板積層構造を伝搬するラム波を利用した超音波波動の制
御

本研究では，薄板中を伝搬する超音波の特長的な性質を利用して，超音波の伝搬制御を試み
た．特に，複数の薄板が積み重なった構造について，その板厚の組み合わせを最適化して，積み
重なった領域を伝搬した後の透過波を集束させたり，方向制御できるように設計した．この集束特
性は，新しい超音波非破壊検査手法として工業利用が進んでいるフェイズドアレイ探傷に利用で
き，自動車部品の溶接部の検査などへの適用が期待できる．

福地高明君は，薄板中を伝搬する超音波の数値解析を進め，上述の成果を挙げてきた．これらの成
果は，査読付き論文2報，国際会議発表2件などの優れた成果につながっている．また，学業も優秀
であり，研究室内での活動も積極的であることから，本賞に推薦するのに適任である．

151 大阪大学 楠戸　宏城
大阪大学大学院・工学研究科・機
械工学専攻・博士（2022年9月修
了）

分子動力学系内の局所的な面における応力・熱流の抽出法
と動的接触線の解析への応用

近年の環境問題の要請から，カーボンニュートラル化のひとつとして燃料電池自動車が注目を浴
び，特に固体高分子形燃料電池においては，イオン交換膜のプロトン伝導性やその耐久性が重
要である．本研究は，分子の微視的なふるまいと巨視的な保存則を接続することで，平衡・非平
衡の制限なく分子動力学系内の密度・速度・応力・熱流の算出を実現するものであり，イオン交換
膜等の物性の解析にも貢献するものである．

　候補者である楠戸宏城氏について、大阪大学工学部の卒業研究、同大学院の修士、博士課程に
おいて、「濡れ」という液体が固体を覆う現象を、分子シミュレーションにより解析するという研究課題
について指導教員として携わりました。被推薦者は、研究活動の開始時に、この課題の核となるもの
として、固体面上を分子スケールの液滴が濡らす系に取り組みましたが、本グループにおける濡れの
解析の中心となる部分を完成させ、この結果をもとに、濡れを表す基礎の式となるYoungの式のミクロ
スケールでの理論的解釈を、物理化学の理論分野でトップクラスの定評のある学術誌であるJournal 
of Chemical Physics (以下J. Chem. Phys.)に投稿し、2019年1月に出版されました。当時修士課程
で、理論展開の厳密性を考え第2著者となってはいますが、被推薦者が主体となり、全てのデータを
取得した内容で、2019 Editor’s Choice Article (4078報中の88報)に選定される高い評価を受けまし
た。その後取り組んだ接触線のピン止め効果に関する解析については、系の設定からほぼすべてを
独力で達成しましたが、日本伝熱シンポジウム、流体力学会年会など国内の主要学会での発表で聴
講者から高い評価を受けたことを踏まえ、第1著者としてJ. Chem. Phys.に投稿し、2019年10月に出版
されました。また、これら一連の成果が評価され、熱工学分野で最大の学会である日本伝熱学会の
学術賞（2019年度）を受賞しました。これらを踏まえ学位論文として、接触線が動的に動く系について
履歴効果と、その決定要因の解析に取り組み、その成果を第1著者としてJ. Chem. Phys.にて発表
（2021年10月）するまでに至りました。後輩の指導などにも熱心で、グループの研究全般に携わり、現
在10編の学術論文の著者に名を連ねており、人格的にも素晴らしい人物です。当然、学業成績も優
秀であり、学部、修士とも上位5位以内であり、双方で最上位の賞を受賞しております。このように候
補者は、卓越した基礎学力と研究遂行能力を有しており、今後の我が国の学術研究の将来を担うべ

152 東京農工大学 佐野川　洋
東京農工大学大学院・工学府・産
業技術専攻・専門職学位課程・2年

大型車の自動運転のための大曲率道路における経路計画と
追従制御系の開発

本研究は大型車の自動運転に向けて，大曲率道路において車線逸脱を防止するための経路計
画・追従制御系を開発することを目的とする．システム構築にはドライバの危険感を表現するため
にリスクポテンシャル場を用い，後輪と前端の予測軌道のリスクを最適化することで車体寸法を考
慮した操舵制御系を構築した．交差点左折場面にてシミュレーションを行い，従来の経路追従手
法と比較することで提案手法の有効性を示した．

受賞候補者の佐野川君は、大型車の自動運転に向けて，狭い道路や大曲率道路において車線逸脱
を防止するための経路計画・追従制御系の開発について研究した。特に彼の研究の大きな業績は、
ドライバの危険感を表現するためにリスクポテンシャル場を用い，後輪と前端の予測軌道のリスクを
最適化することで車体寸法を考慮した操舵制御系を構築し有効性を評価した点である。この研究成
果に関しては、2022年に日本機械学会Dynamics and Design Conferenceおよび交通・物流部門大会
で2回発表され、大学院研究奨励賞にふさわしい者と判断した。

153 名城大学 山本　拓正
大学院理工学研究科・材料機能工
学専攻・修士2年

軸受鋼の摩擦摩耗特性に及ぼす酸化亜鉛微粉末添加の効
果

酸化亜鉛の自己潤滑性と犠牲防食作用を活用した耐摩耗性皮膜について、スズを結合層とする
ことで皮膜形成を実現する手法を開発し、鋼表面に適用することで歯車や調心軸受のような転が
りすべり接触する表面の耐摩耗性を改善できることを確認した。さらに耐摩耗性向上機構を考察
するために、摩擦トルクを測定できる装置を作製し、酸化亜鉛が初期のなじみ作用を促進すること
で摩耗を低減することを確認している。

得られた成果は関連の学協会に3件発表しており、機械学会の機素潤滑設計部門企画の年次大会
卒業研究発表コンテストでは最優秀賞に選出されている。研究室の運営にも積極的であり、他の模
範である。以上から貴会大学院研究奨励賞に十分値すると判断し、ここに推薦する。

154
東京都立大学 大
学院

山神　僚太郎
都市環境科学研究科 環境応用化
学域 博士前期課程2年

電気化学式水素昇圧システムの昇圧性能に関する研究

水素自動車を普及させるためには水素充填のための水素昇圧技術が重要である．本研究では，
固体高分子型燃料電池を基にした電気化学式水素昇圧システムを試作し，その昇圧性能につい
て検討を行なった．実験の結果，印加電圧が低いほど昇圧効率が高く，また圧力の増加に伴う効
率低下が往復動圧縮機に比べて小さいことなどが明らかになり，従来の機械式圧縮機よりも高い
効率で水素を昇圧できる条件が存在することが示された．

水素の昇圧技術は水素自動車の普及のために欠かせない技術であるが，本研究は従来の機械式
圧縮機よりも高い効率で水素を昇圧できる条件を見出した点や昇圧と同時に水素の純度向上が可
能となる点など自動車技術における有用な知見を示しており，自動車技術会大学院研究奨励賞を授
与するに相応しいものと考えられる．

155 九州大学 小森　千有里
大学院工学府・化学工学専攻・修
士２年生

応力・電気化学連成解析と機械学習による全固体電池電極
の性能予測

電気自動車用として開発が進められている全固体リチウムイオン電池は高出力密度化が必要で
ある．中でも多孔質構造の最適化が重要視され数値解析が活用されているが，従来の方法は微
細構造の影響を反映できないのが課題であった．そこで本研究では，電極内粒子の応力を計算
する個別要素法と，粒子充填構造内の輸送特性を反映した電気化学反応計算を連成したモデル
を構築し，さらに機械学習と連携させ電極構造の最適化を検討した．

本受賞候補者はプロセスシステム工学研究室において，全固体リチウムイオン電池の内部現象解明
に関する数値モデリングを構築し，そしてその技術を応用して各種構造因子の電池性能への影響や
最適構造の検討を行っている．一般的に電池分野における数値モデリングは電池内部を非常に単純
化したものが多いが，本学生は実際の複雑構造に着目した物理電気化学反応モデルを構築し，従来
にない応力場との連成や機械学習を用いた電極構造からの性能予測技術を考案している．このよう
な取り組みが本研究分野の中でも着眼点に優れ，独創的であると言える．本研究成果により，国際
学会である米国電気化学会ECS (2022年10月オンライン)にて筆頭者としたポスター発表を行い，また
修士の間に国際英文誌にも成果を発表している．本学生は分野や自身の研究領域の専門のみに捉
われることなく，電池の更なる性能向上への展開を見据え，幅広い分野において貪欲に情報収集を
進める姿勢を有している．民間企業，大学との共同研究においても率先して自身の意見を述べ，将
来の次世代モビリティ社会を自ら開拓するという強い意志を持っており，本賞の候補者として推薦し
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156
京都工芸繊維大
学

菊田　颯
工芸科学研究科　先端ファイブロ科
学専攻　修士2年生

高繊維含有射出成形GFRPボルトの内部構造と力学的特性

高い強度と優れた分解整備性を有することから自動車部品の締結にボルトが多く用いられている
が，従来の金属製ボルトは腐食による性能低下が発生する．そこで，ハイサイクル生産が可能な
射出成形法により高比強度かつ耐腐食性を有したガラス繊維強化複合材料（GFRP）製ボルトを成
形し，ガラス繊維長や繊維配向，繊維含有率や結晶化度などの内部構造が静的強度や応力緩和
特性に及ぼす影響について検討した．

自動車において特に重要な要素の一つである締結ボルトに関して，優れた耐腐食性を有するFRPボ
ルトの高性能化に関する研究について真面目に実験，分析を行い，優れた数多くの研究成果を導き
出してくれたため，推薦いたします．

157 岐阜大学 安友　瑠成
大学院・自然科学技術研究科・物
質・ものづくり工学専攻・設計生産
領域・修士２年

ＧＦＲＴＰパイプの樹脂注入型引抜技術の確立

ガラス繊維強化複合材料（ＧＦＲＴＰ）は軽量かつ耐久性に優れており，自動車の構造部材に用い
ることで，軽量化による燃費効率の上昇が期待できる．ＧＦＲＴＰの成形法に引抜成形法がある
が，繊維状中間材料等を用いる必要があり，構造部材への適用には至っていない．本研究では
安価な成形方法を実現するため，金型内に溶融樹脂を注入して強化繊維に含浸させる，ＧＦＲＴＰ
パイプの樹脂注入型引抜成形技術の確立をおこなった．

極めて真面目に研究に取り組み、自動車構造部材の実用化に向けて有益な研究成果を導き出した。
さらに、自動車部品メーカとの共同研究にも発展した。卒業後の進路も自動車部品メーカに内定して
おり、自動車に関連した技術分野で活躍する人材であるため推薦する。

158 東北大学 キム　ヘリン
工学研究科・ファインメカニクス専
攻・博士課程前期2年の課程・2年

音響共鳴映像法の開発と薄膜評価への応用に関する研究

鋼板に施される塗装膜、あるいは潤滑膜の物性値や厚みを把握することは自動車の品質管理に
おいて重要である。本研究では、音波が薄層を通過する際に生じる音響共鳴現象を利用して、基
板上の薄膜の物性値や厚みの分布を取得する画期的な音響共鳴映像法を開発した。収束音波
を利用して音響画像と共に取得した計測各点での波形データを解析することにより、薄膜の硬さ
に関連する音速や膜厚の分布が取得できることを実証した。

被推薦者のキム へリンさんは、大学院博士前期課程において基板上の薄膜の音響物性値と膜厚の
分布を取得する画期的な音響共鳴映像法を開発し、これをはじめて提案する論文を筆頭著者として
科学計測の分野で著名な学術雑誌(Rev. Sci. Instrum)に発表しています。超音波に関する国内最大
規模の国際会議(USE2022)では多くがポスター発表の中、選ばれて口頭発表しています。また卓越し
た研究成果と優れた学業成績により公益財団法人ロータリー米山記念奨学生に採択されています。
以上のような自動車の品質管理に資する新しい計測手法を開発し、学内外から高い評価を得ている
キム へリンさんを貴会2022年度大学院研究奨励賞の候補者として推薦いたします。

159 宇都宮大学 川島　優人

宇都宮大学大学院・地域創生科学
研究科・工農総合科学専攻・情報
電気電子システム工学プログラム
電気電子分野・修士（工学）・博士
前期課程2年

非線形磁気特性を考慮したSRモータの効率算定に関する研
究

電気自動車用レアアースレスモータとして期待されるスイッチトリラクタンスモータ(SRモータ)は理
論的な電流波形関数が定まっておらず，最適設計にあたりモータの静的な磁気特性から最適電
流波形を高速に求める方法が必要である．本研究ではSRMの静的特性から非線形磁気特性を考
慮した効率を数値解析により算定する手法を提案し，動作点毎の効率を考慮した最適電流波形を
高速に高精度で算出することを可能とした。

SRモータはレアアースフリーかつ堅牢なモータとして，自動車駆動用モータとして期待されているが，
他のモータのように理論的な電流波形関数が定まっておらず，設計毎の電流波形最適化が必要なた
め，設計に多くの時間を要し，性能向上を妨げていた。本研究はSRモータの設計時における電流波
形最適化を高精度かつ高速に行うことができ，SRモータの設計プロセス全体の高速化に繋がること
から，SRモータの性能向上に大きく寄与し，自動車用駆動用モータとしての実用化に貢献すると考え
られる。
なお，本研究に関しては以下２回の学会発表を行い，好評を得ており，[2]については電気学会部門
優秀論文発表賞の受賞が決定している。
[1]川島優人・後藤博樹・船渡寛人・春名順之介：「鉄損を考慮したSRモータの最適電流波形の導
出」，電気学会マグネティックス研究会，MAG-22-035(2022)
[2]川島優人・後藤博樹・船渡寛人・春名順之介：「相間の磁気的干渉を考慮したSRモータの電流波
形最適化」，電気学会マグネティックス/モータードライブ/リニアドライブ合同研究会，MAG-22-

160 東北大学 川住　歩弥
工学研究科・ロボティクス専攻・博
士課程前期2年の課程・2年

移動ロボットのための不確実性を考慮した歩行者の移動予
測に関する研究

移動ロボットや自動運転車が、歩行者と安全かつ円滑に共存するためには、歩行者の移動予測
が重要である。歩行者の移動には様々な要因が影響を与えるため、その将来の移動を一意に予
測することは極めて困難であり、不確実な予測結果をもとに行動を決定することは大きなリスクと
なる。本研究では、Monte Carlo Dropout法を用いることで不確実性を考慮した歩行者の移動予測
を行い、その結果に基づきロボットの経路を生成する手法を構築した。

候補者は修士課程において、歩行者の移動予測について理論構築・実装・移動ロボットを用いた実
験を行い、２年間で２件の学会発表をおこなっております。COVID-19の影響もあり、現時点では国際
会議の発表はありませんが、本研究の成果は学術論文として執筆予定です。本研究で提案している
不確実性を考慮した歩行者の移動予測手法は、移動ロボットだけでなく自動運転車の安全かつ円滑
な移動にも適用可能な方法であり、自動車技術への貢献も大きいと考えます。以上のことから、自動
車技術会大学院研究奨励賞に推薦いたします。

161 九州大学大学院
ＮＧＯ　ＰＨＩ　Ｍ
ＡＮＨ

九州大学大学院工学府水素エネル
ギーシステム専攻　博士後期課程３
年

燃料電池における触媒燃焼 ～穏やかな劣化から損傷破壊
への急激な変化のメカニズム～

本研究では、燃料電池自動車のトラックやバスへの展開を見据え、固体高分子形燃料電池を化
加速劣化し、電気化学評価とin-situ
IRイメージングを駆使して電池内部の燃焼損傷に至る過程を明らかにするとともに、オンボードで
の劣化診断方法を開発し、また高耐久化にむけた設計、運転指針を示した。一連の成果はエンジ
ン自動車の電動化、すなわち燃料電池自動車の利用を推し進めるものであり、持続可能なエネル
ギー社会の構築に貢献することができる。

Ngo Phi Manh君は自動車の電動化による二酸化酸素の排出抑制に高い関心がある。Ngo君は自動
車社会の状況を深く観察し、自動車の電動化を進めるべきであるが、二次電池、従ってEV（電気自動
車）だけではトラックやバスなどのへ電動化は難しく、FCV（燃料電池自動車）が必要だと考えている。
このような動機を背景に博士課程では燃料電池の劣化に関わる研究に取り組んだ。トラックやバスで
は、エンジンにかかる負荷が高く、各段の耐久性が求められる。ＦＣＶにおいても同じ事情である。Ngo
君は燃料電池を加速劣化させ、燃料電池内部の劣化過程を具に解明し、またオンボードでの劣化診
断、および高耐久化まで提案した博士論文を提出し、その内容一部はトップ10ジャーナル(Journal of 
power sources)に合計2報として結実し、高評価を得ている。以上のように自動車技術に高い貢献をし
たNgo君は大学院研究奨励賞の受賞者としてふさわしく、ここに指導教員の伊藤衡平はNgo君を推薦

162 東北大学 奥山　千雅
工学研究科・機械機能創成専攻・
博士課程前期2年の課程・2年

非酸化物焼結助剤の創製と窒化ケイ素焼結体の機械的特性
の向上

本研究は，新規な非酸化物焼結助剤をはじめて合成し，さらに室温から高温での極めて優れた硬
度・強度・熱伝導率を有する窒化ケイ素焼結体を作製することに成功している．機械的特性の向
上に成功したこの成果は，自動車における回転・摺動部材における耐久性を格段に向上させるこ
とや，高い熱伝導率を併せ持つ本開発材料は，自動車の運行制御等で求められているパワー半
導体デバイスの高温化等に大きく貢献することが期待される．

窒化ケイ素は難焼結生であり，これまで酸化物焼結助剤を添加することより緻密な焼結体を作製して
いる．しかしながら，酸化物焼結助剤が高温で軟化するために高温での硬度・強度・熱伝導率が低下
する課題があった．これに対して本研究は，系統的な物質探索に基づく検討を行い，非酸化物系の
焼結助剤の合成に世界で初めて成功し，放電プラズマ焼結を用いて緻密かつ極めて優れた機械・熱
的特性を有する窒化ケイ素焼結体を創成することを達成したものである．また，本研究が契機とな
り，自動車関連企業と当研究室との間で，産学協同研究が開始された経緯がある．以上の優れた研
究成果を挙げた当該学生を貴協会奨励賞の受賞候補者として強く推薦する次第である．

163 広島大学 杉本　哲也
広島大学大学院・先進理工系科学
研究科・スマートイノベーションプロ
グラム・修士2年

親水基を有するポリシルセスキオキサン膜の合成と防曇材料
への応用

自動車のガラスに曇りが発生すると視界が遮られ安全性が低下するため、低エネルギーで曇りを
防ぐ（防曇）技術が必要とされているが、傷に強い防曇材料の開発は行われていない。そこで本研
究では、機能付与できる有機基と耐傷つき性に優れた無機骨格をもつ、有機無機ハイブリッド材
料のポリシルセスキオキサンに着目した。有機基に親水基の水酸基やアンモニウム基を導入する
ことで、傷に強い防曇膜の開発に成功した。

マツダ共同研究講座先端材料研究室との共同研究で自動車用の防曇材料の開発を目的として、鋭
意研究を行った。成果は国際的な学術論文誌に掲載され、高く評価されており、推薦に値する。

164 東北大学 井野塲　遼馬
工学研究科・航空宇宙工学専攻・
博士課程前期2年の課程・2年

自動車模型表面感圧塗料計測データに基づく最適化スパー
スセンサによるヨー角推定および表面圧力分布再構成

安全で安定かつ効率的な運転を行うには、自動車が受ける風圧や風向を検知し、それに応じた制
御を行うことが重要である。本研究では、低次元モデルおよび圧縮センシングの技術を応用し、車
体表面の風圧分布と周囲の風向を数点の圧力センサーの情報から推定するための、基礎技術お
よびそのセンサーを設置する場所を最適化する技術を開発した。本技術の応用により、自動車の
突風に対する安定性の向上や、燃費の改善などが期待される。

井野塲遼馬君は与えられた課題を一つずつこなし，研究を着実に進める学生で，学部を3.5年早期卒
業した上で博士前期課程において先駆的なデータ駆動科学と流体力学の融合のテーマに対して研
究を進めてきた．1２月から１月までは研究生として，さらに研究を進めている．４月からは本田技研工
業株式会社で，社会人としてのキャリアをスタートする予定である．井野塲君が卒業研究から一貫し
て取り組んでいる研究テーマは，自動車模型表面感圧塗料計測データに基づく最適化スパースセン
サによるヨー角推定および表面圧力分布再構成である．本技術は，表面圧力分布を計測できる感圧
塗料計測データに対し，データ駆動科学の技術を適用することで，自動車などの車体表面の風圧分
布と周囲の風向を数点の圧力センサの情報から推定することを可能にした．また，推定に用いるセン
サを設置する場所を最適化することを可能にした．本技術ではモード分解・センサ最適化・感圧塗料
計測・画像処理といった複数の学問領域に広がる幅広い知識が必要であるが，これらの技術を深く
理解して統合し一つの技術として完成させており，内外から高い評価を受けている．これらの成果の
内，学術論文2編（筆頭英文1編，共著1編）を出版したのみにとどまらずさらに1編を執筆中である．ま
た筆頭論文は，日本経済新聞や日刊工業新聞を中心に，数多くの記事に取り上げられ，これらの研
究成果が非常に着目されていることを客観的に示している．また，自動車技術会からも注目され，会
誌「自動車技術」の記事を書くに至っている．このように井野塲君は優れた研究業績を持ち，複数本
の共著論文が示唆するように周囲から頼りにされている．学問に対する姿勢は真摯で一つずつ成果
を積み上げて行って結果を出しており、特筆すべき点と考える．このことが前期2年の課程の短い中
での複数の学術論文の出版に繋がっていると評価できる．以上より，井野塲遼馬君は日本の科学技

165 広島大学 高瀬　咲生乃
広島大学大学院・先進理工系科学
研究科・応用化学プログラム・博士
課程後期３年

ポリシルセスキオキサンを利用した有機–無機ハイブリッド型
断熱材料の開発

断熱材を自動車や航空機で曲面や狭い空間，発熱部周辺で使用するには，柔軟性・加工性・耐
熱性など様々な機能が必要になるため，従来の材料では対応できない．本研究では，有機−無機
ハイブリッド材料であるポリシルセスキオキサンを用いて，断熱性と耐熱性を向上させるための分
子設計と調整方法について検討した．内燃機関周辺の熱効率改善が期待できる耐熱性断熱材開
発においての重要な研究指針を示した．

自動車用の耐熱性断熱材料の研究を広島大学ーマツダ共同研究講座先端材料研究室のテーマとし
て取り組んだ。成果は、国際的な論文誌に掲載され、高く評価された。以上の理由から推薦します。

166 東北大学 田中　順也
工学研究科・機械機能創成専攻・
博士課程後期3年の課程・3年

固体酸化物燃料電池の開発に向けた全工程におけるセル発
生応力の数値的および実験的評価法に関する研究

SOFCは主に水素を燃料とする高効率な発電装置であり、自動車の駆動源や製造時の工場用電
源として用いることでカーボンニュートラル実現への貢献が期待されている。SOFCの機械的信頼
性向上のため発電部材であるセルの破壊に関するメカニズム解明およびその解析手法が望まれ
ていた。本研究では製造から発電までの全工程で生じるセル発生応力のメカニズムおよび数値・
実験的解析手法を提案し信頼性の確立に大きく貢献した。

被推薦者は，高い学術的独創性に加えて顕著な応用展開能力を有する若手研究者である．
本研究は，自動車用SOFC の開発に必須である，SOFCの機械的信頼性の確保に大きな貢献をする
ものであり，学術的意義のみならず実用的意義の大きな成果が挙げられている．研究成果は，当該
分野でトップの国際学術誌(J. Power Sources; IF=9.8)において２編の論文として採択されており，その
学術的内容が高く評価されている．また，世界最大級の国際会議で発表を行い，その後，学会から
の招待講演依頼や，産業界からも問い合わせがあるなど，極めて大きな注目を集めている．
以上の理由から，本学生を貴協会奨励賞の受賞候補者として強く推薦する次第である．
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167
国立大学法人広
島大学

瀬尾　晃平
広島大学大学院・先進理工系科学
研究科・輸送・環境システムプログ
ラム・博士前期課程2年

意匠性を考慮した自動車の空力性能最適化技術に関する研
究

本研究は，自動車の外形形状に依存する意匠的特性と空気力学的特性を高度に両立する技術
の構築に向け，両特性を目的関数とする多目的最適化の実現可能性を検証したものである．統
計的分析から得られた市販SUV車両群の形状特性パラメータを代用指標として意匠性を評価し，
数値流体解析により空力性能を評価して，背反する両者を目的関数とする2目的最適化を試行し
た．その結果，本手法による多目的最適化の実現可能性が示された．

候補者の瀬尾晃平君は広島大学大学院先進理工系科学研究科輸送・環境システムプログラム博士
前期課程に所属し，修士論文の研究テーマとして本申請の研究内容に取り組んできた．瀬尾君は，
博士課程前期の2年間を通して熱心に研究に邁進し，同テーマに関わる研究プロジェクトの推進に大
きく貢献するとともに，その研究成果を学会で公表してきた．また，専攻内で行われた，修士論文の
最終研究発表会において，全発表者29名中2位の成績をおさめ，さらに，専攻内での協議により，自
動車に関連するテーマの中では最も優れた研究と見なされた．よって，ここに瀬尾晃平君を貴会の大

168 九州大学大学院 中島　樹
九州大学大学院工学府機械工学
専攻　博士後期課程３年

自動車構造を対象とした効率的振動分析技術に関する研究

本研究は自動車の設計開発においてクリティカルパスとなる振動騒音分析および対策の効率化
を目的として，自動車構造の大規模かつ緻密な有限要素モデルから計算される莫大な数の固有
モードに対し，構成要素単体の振動モードへの分解と，構成要素の連成度合いによる分析まで自
動的に実行できる手法を提案したものである．

中島樹君は自動車構造の振動解析効率化に関する研究を行ってきました。有限要素法によって計算
された膨大な振動パターンを，全体構造の振動と部分構造の振動，さらにそれらが連成する振動に
分解する方法を，三次元フーリエ変換とクラスタリングの手法を応用して新たに提案しました。この方
法が実用化されれば振動抑制策を施すための見通しがクリアになり，自動車の開発フェイズを大きく
短縮できる有用な内容です。国内のみならず海外の学会での研究発表も積極的に行い，流暢な英
語を用いて海外の研究者と活発な意見交換を行いました。研究活動を通じて幅広い物の見方，知識
を身につけたと評価しています。将来は産業界の発展に貢献する人材になると期待しています。
　以上の通り，中島樹君を自動車技術会
大学院研究奨励賞にふさわしい人物としてここに推薦いたします。

169
国立大学法人広
島大学

王　擎宇
広島大学大学院・工学研究科　・　
輸送・環境システム専攻・博士課程
後期３年

「ノイズ」を含んだ数値解析による実車両の効率的空力形状
最適化手法の改良

自動車の空力開発において，形状変更に伴う空力性能変化をCFD解析により評価する際には，
数値誤差による非物理的な空力性能変化，すなわち「ノイズ」の影響を考慮する必要がある．本
研究は，このような「ノイズ」を伴うCFD解析を用いて，自動車の空力性能をロバストかつ短時間で
最大限改善するための最適化システムを提案したものである．

候補者の王擎宇君は，広島大学大学院工学研究科輸送・環境システム専攻博士後期課程に所属
し，博士論文の研究テーマとして，本申請の研究内容に取り組んできた．そして，国際学術誌や関連
学会講演会において，その優れた研究成果を公表してきた．その成果を踏まえ，専攻内での協議に
おいて，その博士論文研究が自動車に関連する優れた研究であることが認められた．よって，ここに
王擎宇君を貴会の大学院研究奨励賞に推薦する．

170 神戸大学 濱田　玄太郎
神戸大学大学院・システム情報学
研究科・計算科学専攻・修士2年

デザイン特性を考慮した自動車空力性能の多目的最適化シ
ミュレーション

本研究では，自動車のデザイン性に注目し，市販車両に対する主成分分析を行うことで，自動車
のデザイン性の評価を行った．また，スパコンを用いたシミュレーションを利用して，自動車空力を
対象とした多目的形状最適化を行った．その結果，デザイン性を維持しつつ，空力性能を改善す
ることができ，自動車会社が抱える実問題への有用性を実証した．

工業製品開発における最適化問題は，シミュレーションや機械学習を用いることで，高効率化されて
きた．一方で，自動車は，飛行機などの他の工業製品と異なり，機能性だけでなくデザイン性を兼ね
備えることが求められる．これまでの自動車形状を対象にした最適化問題では，空力性能の最適化
が重要視されており，デザイン性を考慮されたものは少なく，自動車開発の現場において実際に適用
するには課題が多い．本研究では，主成分分析を利用した自動車のデザイン性の評価と，スパコン
計算資源を活用した高精度空力性能評価を組み合わせて，デザイン性を考慮した性能最適化手法
を提案するのみならず，その有用性をマツダ社と連携してスーパーコンピュータ富岳を用いて実証し
たものであり，大学院研究奨励賞に値する成果であると言える．

171 大阪工業大学 浜口　拓也
大学院工学研究科　電気電子・機
械工学専攻　修士（工学）　博士前
期課程２年

ダイ・パンチ形電極を用いたFe-Al異種材料抵抗スポット溶接
の継手強度に及ぼすIMC形成状態の影響

近年の自動車産業において注目されているFe-Al異種材料抵抗スポット溶接では，接合界面にお
いて金属間化合物（IMC）が形成されることで接合が達成されることが知られている．しかし，IMC
は剥離方向に対する荷重に対して強度が低いことから，継手の剥離強度を確保するためには，
IMCの形成状態を緻密に制御する必要がある．そこで本研究では，ダイ形状およびパンチ形状の
電極を使用した抵抗スポット溶接方法について考案し，その継手強度とIMC形成状態について検

　対象者である浜口拓也君は，物事に真摯に取り組む性格であり，また非常に素直な性格の持ち主
である．これらの性格は日頃の研究活動にも十分に活かされており，修士研究について真摯に物理
現象と向き合い，疑問点があればそれが解消できるまで実験に取り組むなど粘り強く研究活動を行っ
ている．加えて，後輩学生に対する研究指導も熱心に行っており，人望も厚い．さらには，研究分野も
自動車産業に深く関わる内容となっており，その成果についても非常に優れたものであることから，

172 筑波大学 小堀　泰雅
理工情報生命学術院システム・情
報工学研究群・情報理工学位プロ
グラム・修士（工学）・２年

没入型映像投影システムを利用した周辺視検査の考察

また本研究では,遠隔地に伝送する映像データのデータ量削減および主観的な高解像度映像呈
示を実現するために人の視覚特性を利用した圧縮処理を利用して実験システムを実装した.利用
した圧縮処理には人の注視点を取得してから呈示映像に解像度変化が反映されるまでの応答遅
延時間が存在するが,応答遅延時間が人の反応時間に与える影響についてはこれまで未評価で
あった.そこで,構築したシステムの遅延時間が人の反応時間にどの程度影響するかを評価するた
めに被験者実験を行った.構築したシステムの全体遅延時間は 89.79msecとなり,視覚特性を利用
した画像圧縮に伴う解像度の低下がある場合,解像度低下が無い場合と比較して画像中の物体
の認識および反応速度等に 45msec 程度の遅れが生じることを確認した.一方で,画像圧縮・解凍
および画像表示の高速化により,入出力デバイスのアイトラッカーおよび出力ディスプレイの遅延
時間が相対的に大きくなり,実験結果に少なくない影響を与えていることを確認した.この結果は,例
えば時速 30km で走行する車両では制動距離が約0.38m 遅れる程度であるため,一定の成果が

没入力ディスプレイ，表示系（センサ～システム），ソフトウェアまでをすべて作成し加えて人を対象と
した評価実験まで行い研究の完成度が非常に高い．

173 東京大学大学院 吉野　純司
東京大学大学院・工学系研究科・
機械工学専攻、修士課程２年

レベル4の自動運転車におけるリスク最小化制御の研究

自動車の自動運転レベル４の実現に向けて、リスク最小化制御（MRM）の発動トリガに対応した停
止手法ついて、体系的分類を行った結果、ODD外となる事象ごとに，理想的とされる停止手法が
異なる可能性を示した．さらに、シミュレーションを通じて、ＭRM発動時の交通流率や交通流実勢
速度に応じて，安全と効率性の観点から望ましい停止手法を決定できることを示した。

吉野君の修士論文は、自動車の自動運転に関する研究であり、従来あまり検討がなされていなかっ
たレベル４の自動運転におけるリスク最小化制御に関するもので、大変先駆的、オリジナリティの高
い研究である。すでに、自動車技術会春季大会で発表し、自動車技術会論文集にも掲載される業績
を挙げている。修士論文についても、優秀な成績を修めた。

174 東京工業大学 Eang　Chanpaya
工学院・システム制御系・システム
制御コース・修士（工学）・修士2年

実路走行排出ガス計測データを用いた直噴ガソリン自動車の
排出ガス解析と予測に関する研究

候補者は，直噴ガソリン自動車にSEMSと呼ばれる小型の車載型排出ガス計測システムを搭載し
て実路走行試験を行い，「どこに」「どれだけの」NO，NH3がどのような条件で多く排出されるのか
を分析した．また実路走行試験のデータ分析結果に基づき，排出ガス挙動を予測することを試み
た．車両故障診断ポートから得られる情報を学習パラメータとする深層学習を用いて排出ガス濃
度を予測するモデルを構築した．

近年，実路での排出ガス規制を進める動きが世界的に進んでおり，車載型排出ガス計測装置を用い
たリアルワールドの排出ガス解析が重要となっている．実路においてNOのみならず，NH3の排出実
態まで解析した事例はこれまでない．この解析結果は，査読付き国際会議論文1件として発表した．
また深層学習を用いた排出ガス予測では，学習単位時間のタイムステップ数が予測精度に及ぼす影
響を明らかにしており，新しい知見を提供している．

175 東京工業大学 KIM　Wonjik
工学院・システム制御系・システム
制御コース・博士（工学）・博士後期
課程3年

深層学習に基づくLiDAR データ処理に関する研究
近年、活発に研究されている自動運転や自律走行には多様なセンサーが用いられており、LiDAR
センサーもその一つである。本研究では、深層学習を用いて、LiDARデータから人を検出する手法
や、LDARデータの欠損や疎な縦方向データを補間する手法を提案している。

この研究は、深層学習を基づく新たなLiDARデータ処理法を提案し、その効果を実験により検証して
いる。また、深層学習のためのデータセットを作成し、一般に公開している。その成果は、ロボット分
野でトップレベルの国際会議であるICRAを含む国際会議での発表2件、国際学術誌での論文掲載3
件、国内会議での発表を3件として発表されている。これらの研究成果は、ADASや自動運転等の自
動車技術への貢献が期待される。

176 東京大学 冨澤　森生
東京大学大学院　工学系研究科　
機械工学専攻　博士課程　3年

電気化学インピーダンス測定および反応輸送シミュレーション
を用いた固体高分子形燃料電池のパターン電極の構造設計

冨澤森生氏は、博士課程研究において、FCEVの要素技術として欠かせない固体高分子型燃料
電池の電極にパターンを施すことで発電効率を高める研究に従事した。従来の燃料電池では、イ
オン、電子、ガスの輸送経路であるアイオノマ、カーボン、空隙の構造は、必ずしも最適化されて
いるわけではない。電解質表面にナノインプリントで微細な凹凸を施し、実験と解析の両面から、
これらの物質輸送を最適化することを試みた。

冨澤森生氏は、東京大学大学院工学系研究科機械工学専攻博士過程を優秀な成績で修了した。博
士課程では、固体高分子型燃料電池の電極にパターンを施すことで、発電効率を高める研究に従事
した。彼の研究において、アスペクト比5、アイオノマ体積分率0.6において、40%以上の発電効率向上
が見込めることを示すなど、FCEVの要素技術として顕著な成果を上げた。上記の理由により、冨澤
森生氏を自動車技術会奨励賞に強く推薦する。


